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始まりは一枚のメモ




　火ほ照てった身体が、ふわふわと宙に浮いている。

　まるで重力から解き放たれたかのような感覚に身をゆだねていると、柔らかな地面にそっと着地した。ずっと瞼まぶたを下ろしていたが、心地いい揺れが止まったのを感覚だけで察し、残念に思う。さらに、さっきまで温かく包まれていたのに急に肌寒さを感じ、無意識に手を伸ばした。

「もう、ちょっと……」

　縋すがるようになにかを掴つかみ、寝言のようにつぶやいた。すると、今度は額に温かな感触が戻り、優しく頭を撫なでられる。

　ゆっくり繰り返される動きに、再び意識が遠のいていった。




　深い眠りに就いていたところを、聞き慣れた音が邪魔をする。手探りで音源を探し当て、スマホの画面に適当に触れてアラームを止めた。

　ようやく目を開け、のそりと上半身を起こす。しかし、しばらくはボーッと部屋を眺めるだけで、思考がはっきりしない。

「頭が痛い……」

　徐々に強くなる頭痛に、思わず顔をしかめた。

　彼女は神かん野の百ゆ合り香か。二十五歳。大学を卒業し、老舗しにせ文具店〝弐に國こく堂どう〟に就職した。

　昨日は、担当メーカーのフェア最終日だった。売上目標を大幅に達成でき、打ち上げではいい気分で、得意ではないお酒を飲んで……。そこまでの記憶はある。しかし、その後の覚えがまったくない。手がかりといえば、ガンガンと響く頭痛くらいだ。

　嫌な予感がするも、頭が痛くてまともに考えられない。とりあえず薬が先だ、とベッドから足を出した。

　ふと、テーブルの上に目が留まる。あるのは、一枚のメモ。百合香は、恐る恐る拾い上げる。

【鍵はポストに】

　書き綴つづられた癖のない美しい文字と、メモ用紙には見覚えがある。

　百合香の心臓は急激に脈を打ち始める。短い一文の下を見るのが怖い。勇気を出して、右下の二文字を瞳に映した。

「やな、せ……」

　あまりの衝撃に心に留めておけず、口から零こぼれ落ちた。

【柳やな瀬せ】と記載されているのを確認し、一瞬で青あお褪ざめる。

「嘘うそでしょ……」

　硬直し、しばらくメモと向き合う。

『柳瀬』とは本社の人間で、つい数週間前にヘルプで弐國堂に来た男性だ。二十九歳の若さで、事業戦略部部長という肩書きを持つ。一緒に働き始めて日が浅いため、百合香は彼と業務以外ではあまり話したことがなかった。

　百合香にとって上司どころか、限りなく他人に近い。そんな彼に、家まで送り届けさせただなんて……と愕がく然ぜんとする。

　そこで、スマホのスヌーズ機能で再びアラーム音が鳴り響く。咄とっ嗟さに小さな悲鳴を上げ、慌ててアラームを解除した。スマホからの音がやんでも、激しい鼓動は収まらない。

　百合香は落ち着かない気持ちをごまかすように、出社の準備を始める。昨夜から着ている服を脱いだ際、嗅ぎ慣れないベルガモットの香りが微かすかにした。




　百合香の勤める弐國堂は、一階に雑貨やおしゃれ文具、二階にはオフィス向け事務用品や高級筆記具、鞄などを取り揃そろえている。

　百合香が担当しているのは、二階のフロア。主に、照明に当てられた万年筆やボールペンが並ぶショーケースのカウンター内で接客をしている。

　最近は格安の商品があったり、インターネットでなんでも買い物ができたりする。そういった影響で売上は年々減少。そのため、現場を見て考えた戦略をすぐ実践できるように、と短期間やってきたのが、今朝のメモの主・柳瀬 智さとしだった。彼は入社して間もなく弐國堂でも研修を受けたため、知識があり人望もあった。

　百合香はいつも通り、開店前の準備に勤しむ。しかし、内心ではまだ姿を現さない智を意識していた。

「おはよう、神野さん。昨日は大丈夫だった？」

「わあっ！」

　屈かがんでいたら頭上から明るい声が落ちてきて、百合香は思わず声を上げた。

「えっ。ごめん、驚かせた？」

「さっ、坂さか谷たにさん！　す、すみません！　ちょっとボーッとしてて」

「あー、もしかして二日酔いになっちゃった？」

　苦笑して言う彼は、坂谷 純じゅん。二十八歳。百合香の三年先輩で、昨年、一階から二階に異動になった。優しげな目を細め、屈託なく笑う彼は、同僚だけでなく客にも好印象を与える。

　坂谷は茶味がかった髪を掻かき上げ、膝を折って百合香の顔を覗のぞき込んだ。

「昨日、本当は俺が送っていきたかったんだけどさ」

「え？」

　百合香は坂谷を凝視した。彼の笑みを見つめるだけで、返答できない。そこへ、ふたりの背後に足音が近づいてきた。

「朝礼だ」

　百合香が吃きっ驚きょうして仰ぎ見ると、智が一いち瞥べつして踵きびすを返すところだった。

「は、はい」

　返事とともに慌てて立ち上がり、智の背中を追う。坂谷もそれに続いた。

　智は長身でスタイルがいい。さらに、ほどよい筋肉がついているのがスーツ越しでもわかる。スーツ姿の男性は街中で多く見かけるが、顔立ちはもちろん、智は立ち居振る舞いが綺き麗れいなのもあって、カッコよさが際立っていた。同じような服装だからこそ、他人との差がなおさらわかる。

　朝礼は一、二階合同で行われる。進行は主に副店長が担当し、途中で店長がひとこと話す流れだ。

　百合香は、前で全スタッフを観察するように立っている智を、こっそりと盗み見た。

　智が着ている上質そうなスーツの胸ポケットには、ドイツ製万年筆の銀色クリップが光っていた。智がここへ来てからその万年筆をいつも使っているのを、百合香は知っている。おそらく、今朝のメモはあれで書いたのだ、と思った。

「なんで柳瀬くんを真剣に見つめてるの？」

　朝礼中にもかかわらず、肩を寄せて小声でささやくのは一階の女性スタッフ、桜さくら井い綾あや子こ。年は二十六歳で、短大卒で就職したため、勤務年数は五年になる。彼女は入社直後、高級筆記具を担当し、二年経ってから一階フロアに異動した。

　百合香と直接の接点はないのだが、休憩中などに意気投合し、親しくなった。

「昨日、そっちは打ち上げだったんでしょ？　もしかして、なにかあった？」

　綾子ににやけ顔で探られ、百合香はつい朝礼を忘れて必死に答える。

「な、なにもないですよっ」

「えー。そうなの？」

「そうですよ。私が柳瀬さんとなにかあるわけ……」

　ひそひそと綾子に抗議しかけたが、途中で智の視線に気づいて口を閉じた。厳しい目つきの彼に委縮し、肩を竦すくめる。綾子に表情で『ごめん』と訴えられ、それ以降は私語を慎み、朝礼を過ごした。




　朝礼が終わり、それぞれ持ち場につく。百合香は、綾子とは話が半端だった気もするが、続きを話したい内容でもなかったので、内心ほっとして開店準備を始めた。

　開店まであと十五分。ショーケースで囲まれたところに入り、包装台の上を整頓した後、ショーケースの中をチェックして回る。

　メーカーごとに分けられたショーケースを順に覗いていき、ドイツのメーカーで足を止めた。ガラス越しに智と同じ万年筆を見つけ、ドキリとする。

　昨夜、智となにかあっただなんて思っていない。ただ、自分が失態を晒さらしていないかどうかだけが気になる。

　お酒は特別好きではないし、強くもない。それなのに、調子に乗って飲みすぎた挙句、記憶が途切れている。いったい、智とどう過ごしていたかが不安だった。

「手、止まってる。開店時間が迫ってるぞ」

　ふいにかけられた声に顔を上げると、ショーケース越しに智がいた。

「すっ、すみません」

　百合香はぱっと目を逸そらし、ショーケース内のチェックを再開する。智は無言でバックヤードへと消えていった。

　肩の力が抜けると同時に、微風に乗って記憶に新しい香りを感じた。それは今朝、自分の服から香ってきた匂いと同じもの。

　やはり、智が自分を支えて家まで送り届けたのだと確信し、どれだけ迷惑をかけたのかと羞恥に悶もだえる。熱い頬を冷ましているうちに、はたと気づいた。

　昨夜のお礼を言うべきだった。タイミングを逃すと、ますます言い出しづらい。

　たったひとことお礼を伝えるだけで済めばいいが、ひどく騒いで迷惑だった、とか、こんな寝言をつぶやいていた、とか言われたら、恥ずかしさと申し訳なさで立ち直れない。

　だが、もしも昨日なにかあったとしても、今後も彼の態度は変わらないだろう。

　百合香から見た智は、常にクールだ。怒鳴ったりせず、ピリッとした空気で相手を黙らせる。必要なこと以外は話さないし、なにをするにも無駄がなく、仕事ができる人なのだと思っている。

　そういう智を、あまり得意としていなかった。彼の深い漆黒の瞳に見つめられると、すべてを見透かされる気がしてドキドキする。

　百合香は小さいため息をつき、再びショーケースの万年筆を並べ直した。




　開店して約一時間が経った頃、バックヤードで化粧箱の整理をしていた。ふと人の気配を感じ、振り返る。

「や、柳瀬さ……」

「俺、今から事務所に行くから、少しの間、売り場を抜ける。大丈夫だよな」

　智の姿に驚く間もなく、連絡事項を伝えられ、しどろもどろになる。

「えっ。あ、は、はい……たぶん大丈夫かと」

　開店直後からずっと、次に顔を合わせたときにはきちんと昨夜のお礼をしようと心に決めていた。それが、ふいを突かれて頭の中が真っ白になってしまった。おどおどしていると、智はため息をついた。百合香は彼の反応に凍りつく。

「じゃあ、なにかあったら内線で呼んで」

　智は淡々と言って、歩みを進める。

　バックヤードを通り抜けたところに、関係者専用のエレベーターがある。そこから五階にある事務所やロッカールームへ行ける。

　百合香はエレベーターを待つ智の横顔を見て、唇を引き結んだ。彼を苦手だと感じるのは自分の問題であって、礼儀に背く理由にはならない。

　ぐっと手を握りしめ、エレベーターに乗り込んだ智の後を追った。

「やっ……柳瀬さん！」

　エレベーターには幸い、智しか乗っていない。これはチャンスだ、とさらに勇気を振り絞る。

「あ、あの……き……昨日は……」

　百合香の胸の内には伝えるべき言葉がちゃんとあるのに、うまく表現できない。それは今回だけでなく、わりとしょっちゅう。どうも、怖そうな智を前にしたら言いたいことが伝えられない。無意識に委縮させられるのだ。

「〝昨日はなにもなかったですか？〟……か？」

「えっ」

　智の言葉に、百合香は瞬まばたきを繰り返す。きょとんとしていると彼は続けた。

「答えは〝なにもしてない〟」

「あ。いえ……。そういうことはまったく心配していませんでしたから」

　百合香が俯うつむき、苦笑して答えたら、智が不服そうに眉を寄せて言う。

「まったく？」

　智の不機嫌そうな声音に怯おびえ、百合香は肩を窄すぼめて細々とした声を漏らす。

「は、はい。それより、私がなにかしちゃっ――わっ」

　話の途中、手首を握られ、強引にエレベーターに引き込まれる。智の胸ポケットの万年筆が目前にあるのを見て、彼との距離に驚いた。

「や、柳瀬さん？」

「俺はきみの上司である以前に、男なんだけど」

　怖々と顔を上げていく。百合香の両目に映る智は、至極真剣な眼まな差ざしで、男の表情をしていた。今なお、手は掴まれている。智はさらに百合香の手を上へと引っ張り、じりじりと距離を詰めて、ささやいた。

「それとも、なに？　俺は絶対〝安全圏〟と思ってる？」

　かたちのいい唇が、艶のある音を奏でる。百合香の全身に得体の知れない感覚が巡り、頬を紅潮させた。

　言葉を詰まらせていたら、顎を掬すくい取られる。鼻孔をくすぐるのは、あのベルガモットの香り。ほんのりと甘い匂いに酔わされ、試すような彼の瞳から目が離せなかった。

「だとしたら、今すぐ考えを改めろ」

「えっ？　……んっ！」

　戸惑う百合香に構わず、智は長い睫まつ毛げでミステリアスな黒い瞳を隠し、百合香の柔らかな唇に口づけた。

「柳っ……ふっ……う」

　一度、触れるか触れないかギリギリで口が離れた際、百合香が声を漏らす。その甘い声ごと、再び智に奪われる。

　数秒後、ようやく解放された唇を、彼の親指が官能的になぞっていく。百合香は背中を震わせ、堪たまらず瞳を閉じた。

「昨日、きみを送り届けた報酬、確かにもらったよ」

　耳元で聞こえた色気を含む低い声に、目を開ける。すでに腕は解放されていたが、百合香はそれにも気づかなかったほど、智のキスに翻弄されていた。

「なに？　まだ俺に用がある？」

「あっ、ありません！」

　妖艶に微笑む智の言葉に、顔を真っ赤にしてエレベーターから飛び降りる。

　エレベーターのドアが閉まるまでの智の顔は、これまでに見たことがないものだ。楽しげに口元を緩め、意地悪な目を向けてくる。

　エレベーターが五階に着いたのを見届けた後も、智の表情が頭から離れず、心臓がバクバクと騒いでいた。




　百合香は、小さいときから文房具が好きだった。小学生の頃は、可か愛わいいキャラクターや香りつきのペン。中学生になれば、いろんな色やかたち、ラメなどが入ったペンをたくさん持っていた。

　大人になっても好きという気持ちは変わらなくて、こうしてショーケースに飾られるようなペンに憧れを抱いている。

　自分には手が届かない。けれど、いつか自分に合う最高の一本に巡り会えたら……。そして、出会えたペンにふさわしい大人な女性になりたい、と。

　時刻は十二時半。百合香は休憩室で弁当に手もつけず、ぼんやりとテレビを眺めていた。

「百合香ってば！」

「あ！　綾子さん！　いつの間に……」

　視界に無理やり入ってきた綾子に驚いて、のけ反った。綾子は百合香の向かいの席に腰を下ろし、呆あきれ声で言う。

「いつの間にって、何度も『百合香』って呼んでたのに。今朝から、絶対に変。昨日、やっぱりなにかあったんでしょ」

「な、なんにもないですよ」

　綾子の二度目の詮索は、〝さっき〟の出来事があるため、今朝以上に心臓に悪い。キスをされたのだから、綾子の突っ込みに動転して当然だ。

「なんか焦ってない？　怪しいなあ」

　綾子は勘のいい人間だ。百合香は綾子の疑るような視線に負けそうになる。手元の弁当に目を落とし、ぽつりと尋ねる。

「綾子さんは、柳瀬さんと仲がいい……んですよね？」

　智が数週間前に二階にやってきたときに、綾子は彼と入社したときからの知り合いだと聞いていた。

「仲がいいっていうか、研修期間中、柳瀬くんと江え川がわくんと私が一緒だったんだよね」

『江川』とは、一階の主任で智と同い年の男性社員だ。気さくな性格で、綾子とは気も合い、先輩後輩の関係など気にしないほど仲がいい。

「どんな人なんですか？　綾子さんと江川さんは弐國堂にいて、柳瀬さんだけ本社に異動して部長って……すごい人ですよね？」

　百合香も、自分でどんな答えを聞きたいのかわからない。しかし、今はとにかく智について知りたかった。そうすれば、混乱している感情のやり場が見つかるかもしれない。

　期待の眼差しを綾子に向けるも、彼女の口から出てきたのは微妙な反応だった。

「ああ……そうね」

　歯切れの悪い様子を、百合香は訝いぶかしく思う。しかし、なにかを言う前に、綾子はいつもの軽い調子で百合香に詰め寄った。

「急に彼に興味を持つのは、なにかあったって言ってるようなものでしょ。全部白状しなさい」

「う……あ、あの……」

　たじろぐ百合香は、押しに負けてぼそぼそと綾子に耳打ちする。瞬間、綾子の驚きの声が休憩室に響き渡った。当然、休憩中のスタッフに注目される。百合香と綾子は愛想笑いを浮かべ、周りにペコペコと頭を下げた。

「綾子さんっ」

「ご、ごめん。予想を上回る展開だったもんで……。まさか職場でそんなことが、って。それで、どうするの？」

「どうするって」

　百合香にとっては青天の霹へき靂れき。綾子の疑問は、百合香も同様に思っていた。

　ただ、キスされただけで好きだと言われたわけではない。しかも、さっきのニュアンスだと〝昨日のお礼〟みたいな口ぶりだった。

　彼にとってはそれで済んだかもしれないが、百合香の胸はいまだに熱いまま。唇の感触が忘れられず、あのときの鼓動を鮮明に思い出せる。

　百合香が目を伏せ、頬をうっすら染めるのを見て、綾子が口を開く。

「百合香。なにがあっても、まずは自分に素直にならなきゃだめよ」

「綾子さん……？」

「迷う気持ちは十分わかるけど、タイミングは逃しちゃだめ」

　綾子のうら悲しそうな表情に、百合香は釘くぎづけになる。明るい彼女の知らない一面を垣間見て、思わず声をかけた。

「綾子さん。わ、私も話くらいは聞けます」

「あはは。ありがとう。あっ。私、仕事残ってるから早めに行くわ！」

　席を立つ綾子をもどかしい気持ちで見つめる。これまで自分の相談をするばかりで、彼女の話を聞いたことがないと気づいた。

　綾子とは先輩後輩の垣根を越えた仲だが、いくら自分が後輩という立場とはいえ、いつも綾子に甘えていると反省した。

　百合香の心境などつゆ知らず、綾子は去り際に耳打ちする。

「売り場に戻る前には、化粧室に寄ったほうがいいよ」

　自分の唇をトントンと指差し、軽くウインクして休憩室を出ていった。百合香は首を捻り、ポーチの中から手鏡を出す。

　自分の口を見れば、リップが取れていた。食事もまだなのにリップが落ちている。百合香は理由を思い浮かべ、ひとり赤面した。




　休憩から売り場に戻った後は、スタッフからの伝言メモがあるかどうか必ずチェックする。不在時にほかのスタッフ宛の来客や電話があった際、ホワイトボードにメモを残す仕組みだ。

　百合香がショーケースの奥へ入り、ホワイトボードを確認すると、自分宛に一枚のメモが貼ってあった。それを剥がし、手に取る。

【ダイマルコーポレーション川かわ口ぐちさんよりＴＥＬあり。折り返し連絡が欲しいとのこと。　柳瀬】

　相変わらず綺麗な文字。インクの色はいつものブルーブラック。白い紙にとてもよく映える色。

　百合香はしばらくメモを見つめる。そこに、接客中の智がやってきた。百合香はなぜか智からのメモをポケットに隠し、横目で彼の動向を窺うかがう。

「万年筆はこちらに。試し書きもできますので、お気軽におっしゃってください」

「まあ。こんなにあったら目移りするわね」

　四十代の女性客は感嘆の声を漏らし、ショーケースを見ていた。

「プレゼントを贈るお相手は、どのような場面でお使いになられそうですか？」

「相手は母なんですが、日記をつけるのに使うと思います」

「一般的な日記帳でしたら、文字を小さく書かれると思うので、細めのペン先がいいかもしれませんね」

　智は白手袋をはめてショーケースから万年筆を何本か取り、ペントレーに載せ、流りゅう暢ちょうに説明する。

「日記なら、持ち歩きはしませんよね？　それでしたら、軸がそれなりに太めのものでも大丈夫ですね。ほどよい太さがあれば、手も疲れにくいですし」

　百合香はメモの相手に電話をしながら、ときどき智の様子を盗み見ていた。彼はずっと女性客の話に真摯に耳を傾け、女性が気に入る商品を、時間をかけて提案した。

　数十分かけ、智と一緒に購入する万年筆を決めた女性は、とても満足そうな顔をしていた。

　百合香がちょうど電話を終えたとき、レジへ向かう途中の智と目が合った。

「神野さん。プレゼント包装、頼んでいい？　包装台に置いてある万年筆。サービスインクはブラックで」

「はい」

　智がショーケースから離れていった後、百合香はペントレーにあった万年筆を洗浄し、インクを入れてきちんと書けるかを確認すると、化粧箱に収める。

　ここ、高級筆記具売り場は、贈り物を購入する客が多い。

　百合香は包装が好きだった。綺麗に包んだこの箱が誰かの手に渡り、リボンを解かれる瞬間を想像して幸せを感じる。

　慣れた手つきで包装を終わらせる。レジから戻ってきた智に、目で合図を送った。彼は百合香の元へやってきて、包装された箱を手に取った。

「お客様。お待たせいたしました」

　百合香は、商品を紙袋に入れて渡す智の背中を、ひそかに見つめる。

「ありがとう。先ほどほかに勧めてくださったペンも、近いうちに自分用で買いに来ようかと思います。その際は、またあなたについていただきたいわ」

　紙袋を受け取った女性は、満面の笑みを浮かべていた。智は「お待ちしております」と深々礼をし、女性を見送った。頭を戻すなりクルッと智が振り返って、百合香はドキリとする。

　さっきまでは智が接客中だったからキスの記憶も薄れていたけれど、今は接客も終わり、ほかのスタッフも出はらっていて、完全にふたりきり。どんな顔をしたらいいのかわからない。

　過剰に意識する百合香に対し、智はまったく変わらぬ態度だ。カウンターから離れていく際、なにか言葉を交わすどころか、目も合わさずに去っていった。百合香は彼の広い背中が遠くなっていくのを見て、いろいろな感情が入り乱れる。

　気にしているのは自分だけで、恥ずかしい。彼の一挙一動に振り回されているのが、悔しい。全然相手にされてもいないのだと思うと、悲しい。

　小さく唇を噛かんですべての思いを呑のみ込もうとした矢先、足音が聞こえて、はっとする。

「あ、神野さん。これの在庫ってさー……なにかあった？」

「ど、どうしてですか？　なにもありませんよ」

「そう？　いや、なんか泣きそうな顔してる気がしたから」

　坂谷の鋭い指摘に、百合香は焦ると同時に驚愕する。まさか、自分が泣きそうになるほどショックを受けているとは気づいていなかった。

　本当は大きく動揺したが、精いっぱい笑顔を作って答える。

「気のせいですよ」

「うーん。そう？　ごめん、変なこと言って」

「いえ。それで、在庫の場所を探してるんですか？」

「あ、そうそう。これの色違いがさあ――」

　百合香は、うまくごまかせた、と心底安あん堵どし、坂谷に在庫場所を案内した。




　営業時間が終わり、各フロアで夕礼という名の申し送りをして業務が終了する。

　百合香たち二階のスタッフがエレベーターを待っていると、一階のスタッフもちょうど終わった直後で、上昇するエレベーター内は混雑していた。

「百合香！」

　エレベーターの奥から聞こえた声は綾子だ。百合香はスタッフたちの隙間を縫って、綾子の元へ行く。

「綾子さん！　お疲れさまです」

「お疲れさま。百合香、今日この後の予定は？」

「え？　家に帰るだけですけど」

　答えながら、嫌な予感がした。綾子の顔を見れば、にんまりとなにか企たくらんでいるものだとわかる。

「じゃ、ちょっと飲みに行こう」

　絶対に智との件を聞かれる。そう思った百合香は、微妙な面持ちで「はい」と答えるしかなかった。




「早速本題ね。今日、あれからなにか進展あった？」

　一軒の居酒屋に入り、運ばれてきたビールで乾杯が終わるや否や、綾子の口から早速飛び出してきたのは予想通りの話題。百合香はグラスをテーブルに戻し、深いため息をついた。

「いいえ。一日でいっぺんにいろいろあったら、私の思考回路が壊れますよ……。それに、あれは夢じゃないかって思うほど、柳瀬さんが普通すぎて」

「柳瀬くんはポーカーフェイスだもんね」

　今日一日、なにかと智を気にしていたが、彼はちっとも変わらなかった。百合香はそんな智を見て、ひとりで思い悩むのがばからしいとさえ思い始めた。

「もう忘れようかと」

「え！　ちょっと待ってよ。百合香はそれでいいの？」

「いいもなにも……なにか言われたわけでもないのに、どうすればいいんですか？」

　綾子の指摘にも、やや投げやりに返す。

「そう言われれば返す言葉もないんだけど……。ただ、休憩室で百合香も柳瀬くんのこと、ちょっと気になっている感じがしたから」

「そりゃあ……気にはなりますよ。だって、キス……されれば誰だって」

　確かに昨日まではただの上司だったのに、今日は違って感じる。そうかといって、キスされたから好きになる、なんて単純な話でもない。だが丸一日、智のことを考えていたのは確かな話。百合香は頭を抱える。

「じゃあさ。好きか嫌いか、だったら？」

　真面目な顔で、綾子が声のトーンを落とした。百合香は彼女をジッと見つめ、少し間を置いた後、ゆっくり口を開く。

「……嫌い、ではないです」

「急にキスされて、嫌いじゃない……。それって、なにか理由がある気がしない？」

　綾子の押しに、百合香は黙る。百合香の揺れ動く気持ちを察したのか、綾子が慌てて首を横に振った。

「あー、ごめん。別に、無理にくっつけたいとかじゃなくて」

　グラスビールを一気に飲むと、綾子はトンとテーブルに置く。再び百合香と目を合わせ、意を決した様子で切り出した。

「百合香だから話すね。私、実は江川くんが好きで」

　さらっと告白された内容に、百合香は思わず大声を出しそうになった。なぜなら、江川には妻がいるからだ。百合香の反応に、綾子はすかさず言い直す。

「あ！　過去！　過去よ！　正確には〝好きだった〟って話」

「いつからですか？　だって、確か江川さんの奥さんって、綾子さんの同期でもあるんですよね？」

　百合香は江川の妻に直接会ったことはないが、綾子から『江川は社内恋愛の末、結婚した』と、耳にしていた。百合香の中では智を含め、綾子と江川夫妻の四人は仲がいいイメージだ。

「そう。彼女と江川くんが付き合う前から好きだったの。結局、自分が素直にならなかったからこうなったのよ。後悔はしても未練はないから安心して」

　初耳の綾子のプライベートな話に戸惑う。

「私と同じようになってほしくない。どんなことがあっても遠慮しないで。自分の気持ちに素直に動いてほしいなって。老婆心よ」

　綾子は冗談めかして笑うと、近くにいた店員にビールの追加をオーダーする。百合香は彼女の気持ちを自分なりに受け止め、きちんと本心と向き合おうと決心した。




　翌日。遅番だった百合香は、十時半に売り場に入る。ホワイトボードを確認していると、坂谷に声をかけられた。

「神野さん、おはよう。昨日は桜井さんと飲んだんでしょ？　朝礼で聞いてさ。今度飲むときは俺も呼んでよ！」

「は、はあ……」

「俺、結構いい店知ってるし。桜井さんはお酒強いって言ってたけど、神野さんは？　この前の飲み会の様子だと、あんまり強いイメージじゃないなあ」

「そ、そうですね……あまり得意では」

　百合香は気軽に誰とでも飲みに行くタイプではない。ここで安請け合いをしないほうがいいと思いつつも、無邪気に誘ってくる坂谷を無下にもできずにいた。

「そっか。じゃあ、料理がうまい店のほうがいいか」

「それ、女子会ってやつらしいから坂谷は参加できないよ」

　突然会話に入ってきたのは智だ。百合香は驚いて彼を見上げる。

「え。女子会っすか？」

「いつも桜井がそう言うからな」

「そうなの？　神野さん」

　坂谷に聞かれ、ペコッと頭を下げる。

「は、はい。すみません」

「ところで、坂谷。商品課で検品済みの担当商品がバックヤードにあったぞ」

　さらに智が自然に話の流れを止め、坂谷を移動させた。百合香はほっとしたのも束つかの間、智の視線が痛い。

「神野さん。悪いけど、今日中に四階倉庫にあるダイアリー返品分の在庫数をまとめてもらえる？　今日、坂谷は早番だし、きみに頼むよ」

「わ、わかりました」

　突然、指示を出されて背筋を伸ばす。百合香はキスの一件から、以前にも増して智に対しての緊張が大きくなっていた。

「ときどき内線で売り場の様子も気にして。売り場が回ってなかったら困るから」

「はっ、はい……」

　いちいち返事がどもってしまい、気まずい思いになる。現に、智は眉根を軽く寄せ、不満そうに見受けられた。

　百合香は智から逃げるように、そそくさと階段で倉庫へと向かう。

　五坪ほどの広さの倉庫に入ると、棚だけでなく床の四分の一に、びっしりとダイアリーの在庫が敷きつめられている。百合香はすぐに業務に取りかかった。

　在庫を数え、数字を控え終える一瞬の間で、昨夜のことを思い出す。

　昨日、綾子と別れ、自宅に着いた後はベッドに寝転がった。おもむろに顔を回すと、置きっぱなしだったメモが目に入り、智が家まで来たのは現実だと思い知らされ、同時にキスされたのも夢ではないのだと再認識した。

　百合香はペンを持つ手を止め、胸が高鳴っていると気づく。自分の意思とは関係なく、智に触れられた心地や匂い、すべてが蘇よみがえり……身体が熱くなる。

　仕事中の智はクールでぶっきらぼうな節があるが、本当は優しい一面もあるのかもしれない。ほかにも人がいたのに断らず、酔った自分を自宅まで送り届けてくれた。

　さっきも、坂谷に誘われて困っているところを助けてくれたのかもしれない。キスも……触れる直前までは強引だったけれど、とても優しかった。

　百合香は無意識に自分の唇に触れ、はっとする。我に返り、ふるふると顔を横に振って、仕事に集中した。




　あれから必死に数を取り、メモにはぎっしりと数字が羅列されていた。そろそろ昼になるかというときに、ガチャッとドアが開く音がして視線を上げた。

「進んだ？」

「や、柳瀬さ……っ！」

　ドアに右肩を預け、腕を組む智を見た瞬間、百合香は咄嗟に立ち上がった。その拍子に、山積みだった在庫品が崩れ、床に散らばる。

「す、すみませ……」

　百合香が慌てて屈み、商品を掻き集めようとしたら、智の腕が視界に入る。危うく触れそうになって、思わず手を引っ込めた。

「俺が片づけとくから。休憩に入っていいよ」

　智は商品を拾い上げながら、淡々と指示をした。しかし、さすがに自分が原因で散らかったものを上司に片づけさせるなどできない。百合香は商品を拾い続ける。

「あの、大丈夫です。私がやります。ここを片づけたら休憩に行きますから」

　百合香の言葉に、智の返事はない。ふたりはただ黙々と商品を積んでいく。百合香が沈黙に困っていたら、珍しく彼が業務外の話を口にする。

「こんなところにこもらせて悪い。さっき、坂谷が神野さんと飲みに行きたがっているのを見て、つい職権乱用できみにここに来るよう指示してしまった」

「はい……？」

　智の発言に驚いて、百合香は無意識に手を止めた。そんなことを言われたら、まるで妬やかれていると勘違いしそうだ。昨日のキスも気持ちがあったのだ、と期待してしまう。

　百合香が俯いた刹那、智の大きな手が頬に触れる。

「今、きみがなにを考えてるか、当ててみようか」

　彼の声は、いつもとわずかに違ってどこか明るい。口角を上げ、声と同じく楽しげに目を細めている。

　彼の笑顔に見とれていると、おもむろに距離が近くなって、気づけば唇を奪われていた。

　初めこそ緊張で固く閉ざしていた唇は、彼の優しいキスで力が抜け落ちる。腰をさらに引き寄せられ、いっそう胸が高鳴った。百合香は堪こらえきれず、隙間から吐息を漏らす。こんなに強く求められると、恋人同士みたいな気分になる。

　智が離れていくと、百合香は頬を上気させ、潤んだ瞳を彼に向けた。智はニッと笑って、余裕たっぷりでささやく。

「当たり？」

　智の言動ひとつひとつに、身体の奥から熱くさせられる。百合香は羞恥心でいっぱいで、なにも答えられない。

「そういう顔は、正直、俺以外に見せてほしくないな」

　そう言って智は百合香に手を伸ばし、耳みみ朶たぶからうなじへと指先を掠かすめる。微かな刺激にも敏感になり、百合香は肩を上げて目を瞑つむった。

　いったい、智はどんな意図があってこんなことをするのか。冗談などを言ったりするタイプではなさそうだが、本気かどうかもわからない。

　智の気持ちは別として、百合香の中では確実に彼の存在が大きくなり、支配される。

「ほら。休憩入っていいよ」

「え。は、はい」

　本当はきちんと片づけてから……と思っていたが、これ以上ふたりきりでいても困るだけだ。百合香は苦渋の選択をし、智を残して倉庫を後にした。




　閉店の時間が近づき、百合香は倉庫から売り場へ内線を繋つなぐ。電話に出た相手は、幸か不幸か智だった。

『はい。二階万年筆、柳瀬です』

　百合香は一拍置いて反応する。

「か、神野です」

『ああ。どう？』

「それが、あと少しなんですが閉店までには厳しくて……」

　山積みの在庫のカウントも、ゴールが見えてきた。とはいえ、残り一、二時間はかかる。

『とりあえず、こっちに戻って。もう閉店になるから』

「わかりました」

　智に指示された通り、倉庫をそのままにして二階に戻る。ほどなくして閉店し、夕礼も終わった。百合香は智を追いかけ、声をかける。

「や、柳瀬さん……あの……」

『残業させてください』と言うだけなのに、精せい悍かんな目を前にすると言えない。

　智のため息が聞こえ、びくっとした。彼は自分の前では不機嫌そうに見えるため、委縮してしまう。

「なに？」

　そして今も、やはり不満げな声に思える。彼を苛いら々いらさせているとわかっている。百合香は勇気を出して答えた。

「私、残って終わらせたいので、残業を許可してください」

　智は短期で来ている本社の社員だが、売上戦略だけでなく人件費などにも関わっているため、残業の許可は店長よりも彼に乞うほうが早い。

「明日は土曜日で売り場も抜けられなくなりそうですし、今日終わらせたほうがいいと思うんです」

　人手が足りていない現状は、誰よりも智が知っている。彼は腕を組んで少し考え、「わかった」と了承した。




　現時刻は普段の退勤時間から二時間遅い、二十二時半。

「やった。終わったあ！」

　百合香は両手を上げ、伸びをする。倉庫の戸締まりをし、階段で五階に向かった。事務所に入ると、ぽつんと一ヵ所だけ電気がついている下で、智がパソコンに向かっていた。百合香の存在に気づくと、席を立って歩いてくる。目の前で立ち止まり、静かに笑った。

「お疲れさま。助かったよ。送っていくから着替えておいで」

「えっ。いえ、まだ電車もある時間ですし」

「さっきは、残業したいっていう神野さんの希望を聞いてあげたんだ。今度は俺の希望を聞いてくれるよな？」

　百合香は意地悪な笑顔を見つめ、おずおずと無言で頷うなずくしかなかった。




　ロッカールームに入り、着替えをしている間も、緊張のあまり制服のボタンがうまく外せない。なんとか着替え終えて、ロッカーについている小さな鏡に自分を映す。おかしなところがないか念入りにチェックしている自分に、はっとした。

　彼に送ってもらうことになって、ドキドキしている。一緒に電車で揺られて帰るのか。それとも車だろうか。後者であれば、またふたりきりの空間だ。しかし、警戒心よりもわずかに期待のほうが大きい。

　高鳴る胸を手で押さえ、ロッカールームを出る。きょろきょろと智を探していたら、喫煙ルームで煙草たばこをくわえている彼を見つけた。百合香に気づいた智は、煙草を灰皿に押しつけ、そこから出てきた。

「じゃ、行くか」

　百合香は先を歩く智に、黙って小走りでついていく。エレベーターを待つ間は会話もなく、機械音だけが廊下に響いていた。エレベーターが到着し、ドアが開く。智が先に乗り込み、百合香は後に続くと距離を置いて後方に立った。静寂な中、エレベーターの動く音だけが聞こえる。百合香は智の後ろ姿を見て、昨日のここでのキスを思い出し、恥ずかしさで俯いた。

　地下に着いてエレベーターを降りる。前を行く智は警備員に挨拶をして、地下駐車場へ向かった。ここで百合香は、車で帰宅するのだと確信する。

「まだちょっと、夜は冷えるな」

　五月下旬にもなれば、日中はかなり暖かいが、朝晩との寒暖の差がある。

「そ、そうですね。地下だと余計に」

　当たり障さわりのない返答をしつつ、これから智の車に乗る緊張感に襲われる。智が足を止めたのを見て、近くに停まっていた車に目をやった。

　薄暗い中でもわかる、艶のある白いボディ。車に詳しくない百合香が、流麗なラインに見とれるほど素敵なスポーツカーだ。

「どうぞ。乗って」

「お、お邪魔します」

　男性の車に乗ったこともないのに、初の相手が上司だなんて、平常心を保つのは困難だ。百合香はナビシートに乗り込むまではよかったが、うまくシートベルトをはめられずに苦戦していた。一般的な車と違う深めのシートに慣れていないせいもある。

　後から乗ったはずの智の準備はすでに整い、百合香を観察していたが、いよいよ耐えきれなくなったようで手を出した。

「はあ。本当に、きみは」

　呆れ色の息を吐き、百合香のシートベルトを装着した。急に智の頭が目の前に来て、百合香は硬直する。

「すみません……」

　ぽつりと謝罪して、膝の上に視線を落とす。今、智がぼやいた『本当に、きみは』には苛立ちを感じず、仕方がないな、というニュアンスを覚えた。果たして、この感覚は智に変化があったのか、それとも自身が変わったのか。

　百合香がひとりで考えていると、車が動き出した。

「行き先をナビに入れて」

　智に言われ、返事をしてタッチパネルに指を伸ばす。自宅の住所を入力し終えると、車は地下駐車場を出て、街灯やネオンで明るい夜道を走り出した。

　百合香は隣の智を見ることなどできるはずもなく、ただ窓の外の景色を瞳に映していた。なるべく、なにも思い出さないように――。

「今日は驚いた。きみも俺に対してちゃんと意思を伝えられるんだな」

「えっ」

　沈黙を破ったのは智。無意識に彼へと顔を向けた。

「確かに、俺が弐國堂に来て神野さんと仕事をし始めたのは最近だが、きみは極端に俺に対して苦手意識を持っている感じがしたから」

「そう……見えましたか？」

「神野さんは、はっきりものを言わない。特に俺にはね」

　百合香は深く反省した。自分の言動ひとつひとつが、相手を気にさせている。智に指摘されたように、彼と接するたび構えていたかもしれない。けれども、決して百合香は智を嫌っていたわけではない。もちろん、今も。

　智は相変わらず前を見て、左手をせわしなく動かしながら小さく笑った。

「今日はいったい、なにがきみをそうさせたのかな」

　信号で停まったタイミングで、ふたりは久方ぶりに目を合わせた。『なにが』だなんて、自分自身わからない。ふいに脳裏をよぎったのは、二度のキス。

「俺は早く慣れてほしいんだけど」

　智がこれまでにない柔和な面持ちで言うものだから、百合香は驚いて固まる。知的な目が優しく細められ、唇に柔らかく弧を描く彼に、頬を赤らめた。

　刹那、熱を帯びた箇所に智の大きな手のひらが添えられる。心臓が大きく打ち、瞬きも忘れて大きく見開いた双そう眸ぼうに、彼を映し出す。

　これ以上、彼の深い色をした瞳に見つめられれば、理性を失いそうな気がする。百合香が思った直後、信号が青になり、彼の手は離れていった。




　約三十分後。百合香のアパートに到着した。あの後は特に会話もなく、エンジン音を耳に入れ、流れる景色を眺めていた。しかし、智に触れられたときの鼓動が鳴りやまない。

「ありがとうございました」

　百合香はお礼を言って、シートベルトを外す。車を降りようと試みたが、シートが深く、うまく立ち上がれなかった。スマートに別れることすらできず、恥ずかしい気持ちでいたら、智がスッと手を差し出す。百合香はためらいがちに指を載せ、どうにか浅く座り直した。

　次の瞬間、左肩に手を回され、ふい打ちで唇を奪われた。触れるだけの軽いキス。それでも、心が大きく揺れ動く。

「そういう顔されたら、終わらなくなるよ。いいの？」

　百合香にとって、智は常に余裕がある人なのに、今はどこか違う。先を急せくようにじりじりと詰め寄り、百合香の後頭部に手を回す。

「ん……っ」

　再度重なった唇は、一番優しくて、力強い。

　百合香がキスの終わりを名な残ごり惜しく思っていると、徐々に広がる視界に入った彼も同じ表情をしている気がした。

「……お疲れさま。明日、寝坊するなよ」

　智が瞬時に気持ちを切り替えたのがわかった。百合香は車を降りて、深く頭を下げる。姿勢を戻してすぐ車はウインカーを出し、あっという間に夜の闇に消えていった。高揚する気持ちを抑え、部屋に入る。キャビネットの上にキーを置き、智からのメモを手に取った。

　彼の優美な文字を指でなぞる。ふと目の前のカレンダーを見た。

「明日、明後日を頑張れば定休日……か」

　ぽつりとつぶやき、ひとつの感情を認めた。

　彼に会えない。それが寂しいと思う自分がいる、と。










彼と彼女の告白




　鳥のさえずりが聞こえてくる。カーテンの隙間から差し込む陽射しが、やたらと眩まぶしい。枕元のスマホで時間を確認すると八時半。普段なら会社に向かっている頃だ。百合香はベッドから身体を起こし、カーテンを開けた。

　今日は月に一度の定休日。特に予定もなく、パジャマ姿でテレビをボーッと眺める。そのとき、スマホが鳴った。メッセージの着信音だ。

【おはよう。百合香、今日、暇？　暇だよね？　十三時に駅前のいつものカフェで待ってるよー】

　綾子からの一方的なメッセージを確認する。百合香は自由な綾子に、ひとり笑いを零すと、おもむろに立ち上がり支度を始めた。

　ひとり暮らしの朝は、質素なものだ。コーヒーすらも、余裕があるときしか淹いれて飲むことをしない。今朝の朝食も小さなヨーグルトを見つけ、喉に流し込んで終わり。

　百合香は綾子とのランチに思いを馳はせ、うきうきした気分で着替え始めた。




　休日に綾子と待ち合わせをする際、よく使うカフェがある。オープンテラスもあり、店内も広くゆったりしていて、百合香もお気に入りの店だ。

　店内に入るなり、奥の客席に目を向ける。大抵、綾子は一番奥の席に座り、スマホを弄いじって待っている。けれども、今日は綾子の姿が見当たらない。念のため、ほかの席も確認しようとしたとき、店員がやってきた。

「いらっしゃいませ」

「あ、待ち合わせで」

　おそらく、自分が先に着いたのだと結論づけた直後、店員が笑顔で「あちらの方ですか？」と窓際の席にいる人物を示した。瞬間、百合香は驚愕する。

「や、柳瀬さん……!?」

　百合香の声に反応し、智も珍しく目を剥いた。

「神野さん？　……はあ。なるほどね」

「えっ。どういう……」

　智はなにかを察したようで、読んでいた本を静かに閉じ、立ち上がる。気づけば、店員はふたりが待ち合わせをしていた相手だと思い込んだのか、パントリーへと下がっていた。百合香は困惑し、おずおずと尋ねる。

「どなたかと、待ち合わせですか？」

　こんな偶然があるのだろうか。信じられない気持ちで智と向き合う。

「まあね。おそらく、きみだけど」

　百合香は智が言っていることの意味が理解できず、いっそう混乱する。ふと、バッグの中のスマホが振動していると気づいた。ディスプレイには【綾子さん】の文字。百合香は智に軽く頭を下げ、小声で電話に出る。

「あ、綾子さん！　私、もう着きましたよ。今どこに――」

『知ってる知ってる！　外見て、外！』

「え？　外って……」

　言われた通り窓から外を見ると、道路を挟んだ向こう側の歩道で大きく手を振っている綾子がいた。

「ちょっ……！　なんでそっち側にいるんですか！」

『今日は月に一度の定休日だから、休みが絶対一緒だと思って』

「は？　どういう……」

『柳瀬くんを知るのに、いい機会でしょ』

　百合香は開いた口が塞がらない。一方的に通話を切られ、唖あ然ぜんとしてスマホを見る。一部始終を眺めていた智は、水を持って戻ってきた店員に目を向けて、百合香の腕を引く。

「とりあえず座ろう」

「柳瀬さんも綾子さんに……？」

「ああ。桜井に誘われるなんて滅多にないから、なにか裏があるとは思ってた」

　智は淡々と答え、コーヒーを口に含んだ。天気のいい午後。おしゃれなカフェでひとり本を持ち、コーヒーを飲む姿がとても似合う。彼が伏せていた睫毛を上向きにしていき、深い色の瞳が露あらわになる。百合香はドキッとした。

　なんの準備もしていないのに、彼と急にふたりきりにされても困る。胸の中で綾子にそう叫ぶが、現状が変わるわけではない。

「なにか頼んだら？」

　智にメニューを渡され、ひとまずメニューに集中し、気持ちを落ち着かせる。迂う闊かつに智の瞳を見つめれば、心が乱されてしまう。

「決まった？」

「え。あ、じゃあ同じのを」

　智はすぐに手を上げ、店員にオーダーする。こういう普通のことが、どうしてか智だとスマートに思える。

　智を改めて見ると、今日は私服姿のせいで違和感があった。黒のチノパンにＶネックシャツ。それに濃紺のジャケットを羽織ったシンプルなファッション。シンプルだからこそ、とても決まっている。

「今日の予定は？」

「……予定、なくなりました」

　智の質問に、百合香はぽつりと答えた。

　窓の外は道路に光が反射して、キラキラしている。こんな休日、想像もしなかった。急な展開に緊張はあるが、高揚する気持ちも入り交じる。

「お待たせいたしました」

　そこに頼んだコーヒーが運ばれてきた。今朝、面倒で淹れなかったコーヒーを、まさかこうして智と向かい合って飲むなど、誰が想像できただろう。

「美お味いしい」

「この店、いい雰囲気だな」

　智が穏やかに微ほほ笑えみ、カップに口をつける。

　こんな表情は、職場では絶対に見られない。

「じゃあ、せっかくの厚意、いただくとするか」

　百合香がコーヒーを飲み終えた頃、智はおもむろに言って席を立った。先にレジへ行った彼を小走りで追いかける。

「や、柳瀬さん。私の分は自分で払いますから」

「いいから」

「でも……」

　百合香は不服だったが、店員の前で揉もめるのはマナーが悪いかと口を噤つぐむ。結局、智が会計を済ませ、ふたりは外に出た。百合香は行き先も決めず、ぶらりと歩き始める彼についていく。

「あの、やっぱりさっきのお会計、ちゃんとしないとよくないです」

「意外に粘るな」

「だ、だって」

「わかった。それなら」

　智がぴたりと足を止めるや否や、百合香の手を取った。ふいに繋がれた手に、百合香は動揺する。

「コーヒー代の代わりに、これで」

　智にニッと笑って言われると、抵抗できなかった。彼の手を受け入れ、再び歩き始める。誰に見られるかもわからないのに、こんなふうに触れて大丈夫なのだろうか。百合香が気にしていたら、智が「ふっ」と笑った。

「神野さん、ボーッとしてて、はぐれそう」

　もっともらしい理由を告げられ、複雑な気持ちになる。そのまま歩き続けていたら、ショーウインドウに映る自分たちに気づいた。さながら恋人同士で、ひとり照れて下を向く。

　平日だが、街は多くの人が行き交っている。すれ違う女性が、決まって智に振り返ることに気がついた。

　冷静になってみれば、彼はルックス、スタイルともに目を引く。そんな智の隣にいるのが平凡な自分となると自信が持てなくて、視線を靴から離せなくなった。

「せっかくだし、どこか行きたいところは？」

「あ、特に――」

　智の質問に答えるや否や、自分の声を遮るほどの派手なお腹の虫の音が響く。百合香は顔から火が出るほど恥ずかしく、「すみません」とひとこと消え入るような声で謝った。

「俺も腹減ったな。まず食事にしよう。なにがいい？」

　百合香が涙目で顔を真っ赤にしていると、智は優しく笑い、百合香の頭にポンと手を置く。彼の手の重みにドキドキして、か細い声で返した。

「な、なんでもいいです」

　すると、智は柔和な表情を見せ、「わかった」と手を引いて歩を進めた。




　ふたりは緑に囲まれた、隠れ家のようなおしゃれなイタリアンレストランで食事をした。そこでもやっぱり、智に代金を受け取ってもらえなかった。

　店を出て、百合香は仰々しく頭を下げる。おずおずと「ごちそうさまでした」と伝えると、重いため息で返された。

「そんなに硬い表情で言われたら、完全に部下にごちそうした図だろ。今日は休み。俺はきみと対等に過ごしたいんだよ」

「す、すみま……わかりました」

　途中、智の視線に気づき、肩を窄めて言い直す。智は微笑を浮かべ、ごく自然に百合香の手を掬い取った。

「神野さん、細いからあんなに食べると思わなかった。意外だったな」

　再び手を繋がれて動転する間もなく、まるで大食いみたいに思われて恥ずかしいやら落ち込むやらで、百合香の心境はぐちゃぐちゃだ。智は俯く百合香の耳元で、低くささやく。

「俺はそういう子、好きだよ」

　今の『好きだよ』が、特別な意味かどうかは不明だ。けれど、休日にふたりきりで過ごしているときに言われたら、胸の奥が熱くなる。

「この後は、どこに行こうか？」

「あ。ど、どうしましょう」

　自分の感情がめまぐるしく変わって、行き先を考える余裕もない。百合香はあたふたと辺りを見回してみる。ふいに智の愛車に似た雰囲気の車が目に留まり、思い出したようにお礼を言った。

「残業した日は、ありがとうございました。わざわざ自宅まで送っていただいて……」

　店では周りの目を気にして、伝えるタイミングがなかったのだ。

「ああ。別に。帰り道だったし」

「そういえば、今日は車じゃないんですね」

「神野さんと会えると思ってなかったからね。最初からわかってたら、車で来てたよ」

　智はさらりと言うが、そんな言動をするのは、やっぱり好いてくれているからなのかも、と自意識過剰になる。しかも、何度もキスだってしたのだ。百合香はどうしても期待せずにはいられなかった。智の気持ちを望む自分を認めざるを得ない。迷いもあるが、完全に彼に惹ひかれていた。

「特に行き先のリクエストがないなら、この後も俺に付き合ってくれる？」

「は、はい。どこへ行くんですか？」

「本屋。駅前に大きな書店あるの、知ってる？」

「ああ！　確か最近オープンしたところですよね」

「そう」

　ふたりは本屋に向かう。百合香は自分でも気づかぬうちに、彼の大きく温かい手を自ら握り返していた。




　七階建てのビルに到着する。そこは、一階から七階まで、すべて同一の書店。取り揃えているのは、書籍と文具、雑貨や知育玩具などだ。ふたりはエスカレーターで三階まで上る。

「ここだ。ちょっと回ってきてもいいか？　適当に見てて」

　智に言われ、百合香は「はい」と返し、手を離そうとした。瞬間、彼に強く握られ、しまいには引き寄せられる。

「えっ？　な、なんですか？」

「スマホ貸して」

　なにか検索するのであれば、自分のものがあるのでは……と疑問に思いつつ、智に自分のスマホを貸した。

「さっきも言った。きみははぐれそうだから、俺の番号を入れておく。ついでに神野さんの番号も教えて。探し物が終わったら、電話するから」

「は、はい」

　そうして智は互いの番号を交換し終え、本棚の奥へと消えていった。百合香は彼の姿が見えなくなったのを確認し、スマホを操作する。連絡先リストに【柳瀬 智】と間違いなく登録されていた。

　この本屋は全国で展開している大手の店。書籍がメインだが、弐國堂と同じような事務用品や筆記具もあり、百合香にとってはいくらでも時間をつぶせそうな店だ。

　職業柄、筆記具が並んでいるショーケースに目がいく。同じ商品でも、ディスプレイの仕方でまったく違って見える。百合香はショーケースに釘づけになっていた。

　順に見て回っていたら、弐國堂に置いていない筆記具を見つける。国産メーカーの〝桜さくら〟という名の筆記具で、万年筆とボールペンが生産されている。それぞれ二種類あり、ボディが木の素材でできているものと、樹脂でできているものがある。

　木の素材のほうは、桜にちなんで桜の木を使用している。一方、樹脂の商品は、白濁したボディに桜の花びらを思わせる模様が、全体にちりばめられている。

　双方とも、同じ木目、模様のものはひとつとしてないため、同じ商品名であっても違った顔に見える逸品だ。

　百合香はカタログでしか見たことのない桜に、心を惹かれた。

「いらっしゃいませ。よろしければお出ししますよ」

　店員に声をかけられて、桜の世界から引き戻された百合香は、慌てて店員に断ってカウンターを離れた。直後、背後から声をかけられる。

「出してもらったらいいのに」

「ひゃっ！」

　飛び上がって驚く。振り返ると智がいた。

「すみません。これ、見せていただけますか」

　智が百合香を連れ、先ほどの店員に言うと、「どうぞ」とペントレーに桜を載せて出された。

「書いてみたら？」

　百合香は智に促され、花びらの模様のボールペンを手に取った。自分の手に馴な染じむ気がする、と感じながら紙にペンを滑らせる。

　職業柄、身近に溢あふれている高級な筆記具。しかし、改めて向き合うことはなかなかないため、とても新鮮だ。夢中になる百合香を、智は柔らかく細めた目で眺める。

「どう？」

「はい。なんていうか……いい感じです」

「そう。うちにはないペンだから試せてよかったな。にしても結局、休みでもこうして仕事に関係ある場所に興味を持っちゃうよな」

　苦笑交じりに話す智は、とても身近に感じられた。こんなふうに砕けた雰囲気で話をするんだ、と新たな一面にドキドキした。




　店内を心置きなく見て回り、ふたりが外に出たら十八時を回っていた。

「わ。もうこんな時間。何時間いたんですかね」

「こういう店は、つい長居してしまうからな。付き合わせて悪かった」

　百合香に智を責める気持ちなどない。百合香は思わず、不服な顔をする。智は彼女を見て目を丸くし、笑った。

「また、なにか言いたげだ」

「私も楽しかったから、大丈夫です。謝らないでください」

　百合香は、すんなりと気持ちを伝えられた。数時間前までは、智を前にすると構えていたのが、一日一緒にいて慣れたようだ。

　智もそれを感じたのか、うれしそうな表情で当たり前のように手を繋ぐ。

「柳瀬さん？　どこへ行くんですか？」

　問いかけると、彼は口元を緩め、意地悪を言う。

「んー。誰かのお腹が鳴る前に、食事かな」

「ひ、ひどっ……！　人の傷口を……」

　昼間の件を思い出して、百合香は顔を赤らめる。智はおかしそうに眉を下げ、宥なだめるように百合香の頭をポンポンと撫でた。

　今日は、今までの上司と部下の関係ではないような不思議な日だ。仕事中よりも存在をずっと近くに感じ、ごく自然に話せている。

　すっかり暗くなった街は、ネオンできらびやかになる。百合香は夢見心地で、揺らめく光の中を歩いていた。




　約二時間後。ふたりはホテルのレストランに入って食事をしていたのだが、百合香はすでにでき上がっていた。都内でも有名なレストランに緊張して、お酒に頼りすぎた結果だった。

「柳瀬さんも、今日は車じゃないんですから飲んでくださいよ～」

　百合香は上機嫌で智にワインを勧める。彼はため息をついて窘たしなめた。

「いや。俺はもういい。神野さんも、そろそろやめておけ」

「あ！　また、ため息つきましたね？　幸せが逃げちゃいますよ」

　素面しらふの百合香なら絶対に口にしない発言だ。酔った勢いで、つい普段抱えている本音を零してしまった。智はまた息を吐いてつぶやく。

「この状況にいたら、誰だってため息も出るだろう」

「……柳瀬さんはいつも、私に対してため息ばかりついてますよね」

　百合香が急に落ち込むと、さすがの智も驚いた顔を見せた。

「私がどんくさくて、苛々するのはわかりますけど……正直、柳瀬さんにため息をつかれるたびに気持ちが落ちて」

　今にも涙を流しそうな雰囲気に、智は慌てた様子で言葉を返す。

「俺はそんなふうに思ってたわけじゃ……」

「仕方ないですね。私だって柳瀬さんにだけ、構えちゃうところもあったでしょうし」

　百合香は言下に笑ってごまかし、すっきりしてテーブルに突っ伏し、寝息を立て始めた。

「神野さん……？」

　夢の中で智の呼び声に反応する。が、眠気には勝てず、意識が遠のいていった。




　それからどのくらい経ったか。

　百合香は覚えのある感覚に、うっすらと意識を取り戻し始める。

　身体がふわふわと宙に浮き、温かく包まれる感触と、仄ほのかに香る甘い匂い。とても心地よくて安心できる。百合香が無意識に身じろぐと、唇に柔らかいものが触れた。

「ん……」

　上唇から優しく撫でられ、自然に声が漏れる。髪を解きほぐされるにつれ、心も身体も解放された。

　ずっと触れていてほしい。心から願いつつ、うっすらと瞼を開けた。

　視界にぼんやりと人影を捉え、両腕を伸ばして捕まえた。広い背中。寄りかかりたくなるようなたくましい胸板。少し速いリズムを刻む心音。

　百合香は夢うつつで、小さく笑った。

「や……なせさ……」

　ひとこと、そうつぶやいて――。




　頭がズキズキと痛む。これに似た目覚めは、つい最近、経験した。『またやった』と深く後悔し、同時に反省もする。

　今日は遅番のはず、と痛みに顔をしかめ、ほぼ開いていない瞼のまま、重い身体をゆっくり起こした。頑張って目をこじ開けた直後、知らない部屋に放心する。

「……は？」

　今ばかりは、頭痛も忘れた。思考が冴さえていくにつれ、嫌な動どう悸きが百合香を襲う。恐る恐る横を見た。隣で眠っている端正な顔を凝視する。

「やっ……柳瀬さん！」

　瞬間、昨日のことを一気に思い出す。記憶があるのはホテルのレストランで食事をしている途中までだ。硬直していると、智が目を覚ます。

「……おはよう」

「おっ、おはよう……ございます」

　百合香は智の視線から逃れるように、さりげなく背を向けて挨拶を返した。すると、背中越しに言われる。

「昨日はなかなか刺激的な夜だったよ」

「えっ……まさか、私」

「今日は遅番だっけ？　まっすぐ行く？　それとも家まで送っていこうか？」

「え？　いや、ええと……」

　貞操の心配をしたいが、智が会話を進めてしまって核心に迫る機会がない。頭の中はパニック状態で、ほかの話題など上の空だ。

「神野さんの家だったら、一度戻る時間ありそうだけど」

「あ、はい……」

「じゃあ、準備するから待ってて」

　智はベッドから立ち上がり、どこかへ行ってしまった。シャワーの音が聞こえてきた頃に、百合香はようやく正気に戻り始める。自身を見て、衣服は乱れていないのを確認し、とりあえずほっと胸を撫で下ろした。

　次に姿見を見つけ、ベッドから出た。メイクが落ちてひどい顔を目の当たりにし、危惧の念を抱く。バッグを探し、急いでポーチを取り出してメイクを直す。智が戻る前に最低限の処置を終え、ふと部屋を見渡した。

　さっきまで視野が狭くて気づかなかったが、とても広い。余計なものは一切なくて、すっきりした部屋だ。仕事をするためのデスクなのか、パソコンと文具雑誌だけ置かれている。

　さらに近づくと、机上のペントレーにいろいろな筆記具が並んでいた。そこに、ガタッ、と音がして、姿勢を正した。

「シャワー使う？」

　バスルームから戻った智は、上半身が裸。さらに髪の先からしずくが滴って、セクシー。百合香の胸は跳ね上がり、彼を避けるようにデスクに身体を向けた。

「いっ、いえ！　自宅で済ませますから！」

　濡ぬれた髪を無造作に拭ふく腕に、男らしさを感じる。いつも長袖だから余計だ。

　百合香が身動きを取れずにいたら智が背後までやってきて、肩越しにペントレーから一本のペンを手に取る。百合香は智との距離が近すぎて、ますます鼓動が速くなる。懸命に平静を装い、智の指に摘ままれたペンを見て言った。

「こっ、これ、万年筆……ですよね？」

「そう。桜」

「え？　桜？」

　百合香が驚いたのは、昨日駅前の店で見た桜とはまったく雰囲気の違うボディだったからだ。智の手にしている桜は、花びらではなく木目の種類。昨日のものと比べ、深みと艶がまるで違う。色が濃くて艶やかだ。

「本当に昨日見た桜ですか？」

「同じものだよ。これは俺が弐國堂で研修していた時期に手に入れたもの」

「研修時期……？」

「約五年前かな。こういう木の素材は使えば使うほど、人の手の温もりなんかで、艶と深みを増していくんだ」

　智の説明は、百合香も職場での勉強会などで耳にしていた。けれど、こんなにわかりやすく変化した実物を見たことがなかった。

「本当に、世界でひとつだけの万年筆……」

「そういうふうにも取れるかもね」

　智は百合香に万年筆を差し出す。百合香はそれを受け取って、おもむろにキャップを開いた。

「かっ、書いてみてもいいですか」

「どうぞ」

　百合香が子どものように目を輝かせたからか、智はおかしそうに笑った。ノートにペン先を走らせると、とても滑らかな持ち味に驚く。インクの色は智には珍しいブラックだ。

「なんか、人のものなのに……すごくいい感じです」

「毎日自宅で、可愛がってるからな」

「ふふ。子どもみたいに言うんですね」

「さっきの神野さんのほうが、子どもみたいな目をして可愛かったよ」

　百合香のイメージでは、智は殺し文句なんて言わない。度肝を抜かれ、恥ずかしさで耳が赤くなる。

「この万年筆は、ある人との思い出があって大事なものなんだ。普段は滅多に貸さないんだけど、きみの反応があまりに可愛すぎたから」

　智がこれまで見たことのないくらいに、柔らかい雰囲気で話す。よっぽど大切な思い出なのだと、表情だけで感じ取れるほどだ。

　万年筆は基本的に、人に貸さないほうがいい。それぞれの持ち方や、書き癖などがペンの先に表れるからだ。一度でも人に貸せば、書き味が変わったと感じる人もいるだろう。

　百合香は、うっかり失念していた自分を責めたが、『普段は貸さない』万年筆を自分に差し出してくれて、ひそかに喜びも感じていた。

「っと。そろそろ出ないと」

「あ！　本当ですね。もうこんな時間！」

　智の声に反応し、かけ時計を見たら七時半になるところ。百合香は急いで万年筆のキャップを閉める。自分は遅番だが智は違う、と今になって気づき、さらに慌てた。

「神野さんの家には八時過ぎに着けると思う。大丈夫？」

「はい、大丈夫で――」

　返事をして振り返ると、智がワイシャツに袖を通し終えたばかりのところで、はだけたシャツから素肌が見えた。百合香はクルリと元に戻り、硬直する。

「ああ、ごめん。もういいよ」

　智が百合香の顔を覗き込み、ニッと笑った。百合香はちゃんとワイシャツを着た姿の彼にもどぎまぎして、直視できなかった。




　その後、無事に時間通り職場に着き、制服に着替えてエレベーターホールに向かう。今、事務所を通ったときには、智の姿は見当たらなかった。おそらく売り場にいるはず、と百合香は彼と顔を合わせる心の準備をし、エレベーターを待つ。

　エレベーターに乗った後、スマホを取り出した。そして、今朝届いていた綾子からのメッセージをもう一度見る。

【デートはどうだった？　結果報告よろしくね！】と書かれた画面に目を落とし、ぽつりと漏らす。

「どうだった、って……。私も半分知りませんよ」

　百合香は自宅に戻ってから、悶もん々もんとしていた。

　昨夜、食事の後半以降の記憶がない。智の前で二度も同じ失態を見せて、消えてしまいたいくらいだ。綾子には【詳しくは、会ったときにお話ししますね】とだけ返しておいた。メッセージでなんて、うまく説明できる気がしない。

　沈む気持ちを押し込め、二階のフロアを歩く。遠目で智を見つけると、やはり緊張が増す。さっきまで彼と一緒にいたのが変な感じだ。

「おはようございます」

　意識するあまり、かなり小声になった。百合香の出社に気づいた智は、なんら変わらず、ポーカーフェイスを決めている。

「おはよう。ダイアリーの在庫表、助かったよ。おかげで今日中に商品入れ替えの話ができる」

　本当にこの人と数時間前まで一緒だったのか、と疑うくらい、上司と部下の関係に戻っている。百合香はそれが、ちょっと寂しかった。

「お役に立ててよかったです」

　百合香が言うと、智は入荷した商品を手に売り場に消えた。素っ気ない態度の彼に気持ちが囚われそうだったが、頭を切り替え、仕事を始める。

　平日の売り場は閑散としていて、客も少ない。発注書を手にしてショーケースを見下ろすと、〝OCEANオーシャン〟の文字に目が留まった。昨日、智と見た桜を生産しているメーカーだ。百合香は思わず顔を綻ばせる。

「なんかいいことあった？」

「えっ。あ、坂谷さん！　おはようございます。いいことって？」

　突如として現れた坂谷が、百合香の横に来て OCEAN のショーケースを覗き込んで言う。

「いや。神野さん、なんか今、笑ってたからさ」

　百合香は坂谷に指摘され、初めて自分の表情の変化に気づき、狼ろう狽ばいした。

「そ、そんな顔してました？」

「うん」

　はっきりと肯定されるくらいだ。下へ手たにごまかしたら怪しまれるかもしれない。懸命に考え、口を開く。

「昨日、駅前で OCEAN の桜を見てきたのを思い出していたからかも」

「ああ、最近オープンしたところ？　誰かと行ったの？」

「あ、えっと、ひとりで」

　智と行ったなど、口が裂けても言えない。平静を装って答えたら、坂谷が大きな声を上げた。

「ええ～！　だったら俺が付き合ったのにー。神野さんとどっか行きたいし。今度、休みが合ったときどう？　あ、後で番号教えてよ」

　業務中なのに自由な坂谷に、百合香は唖然とする。いい人ではあるが、周りが見えていない彼に思わず失笑した。

「お前ら、私語が目立つ」

　そこに、ピリッとした空気が走った。ふたりが目線を上げると、智が厳しい顔つきで立っている。

「いくら暇だって、いつお客様が来るかわからないんだぞ」

「……すみませんでした」

　ふたりは首を竦める。特に百合香は今朝まで一緒だった智に注意され、ばつが悪い気持ちで深く俯いた。

「神野さん。ちょっと来て」

　智に名指しで呼ばれ、びくっと肩を上げる。すごすごと智の後について、バックヤードに入るなり、Ａ４用紙を十数枚綴じた資料を手渡された。

「これ、企画部から。神野さんが担当のメーカーだ。ホームページのデザインとかチェックしてほしいって。あと、なにか要望があればそれも」

「はい。早めにチェックします」

　もらった資料の表紙に向かって返事をすると、智がぼそっと言う。

「きみは本当、押しに弱いな。さっき俺が戻らなかったら、あいつに連絡先を教えていただろう？」

　百合香は驚いて、視線を上げた。智は不服そうに眉を寄せている。もしかして、嫉妬心から出た言葉なのかと想像して、鼓動が高鳴る。

「もうちょっと警戒心を持ったほうがいい」

「すみません」

「もう戻っていいよ」

　普段クールな彼が、自分のことで熱くなったのかも、と思うだけで頬が緩む。百合香は、資料でにやける口元を隠して売り場に戻った。




　遅番の休憩は、基本的に十三時半スタートだ。綾子と時間が一緒であれば、昨日の文句とお礼のひとつでも伝えたいところだったが、あいにく今日は別々だ。

　今朝、百合香は弁当を作る時間がなかったため、近くのコンビニで調達する。休憩室へ戻る途中、手製の弁当を手に持つ江川と会った。

「あ、神野さん。今から休憩？」

「はい」

「柳瀬はどう？　うまく馴染んでる？　あいつ口数少ないし、初めはちょっと愛想なく感じるからな～。あ、せっかくだし、お昼一緒にどう？　そういう話も聞きたいし」

　少し垂れ目で常に微笑んでいるイメージの江川は、百合香にとって優しく頼れる兄という感じだ。物腰も柔らかく、気さくで弐國堂の中で好かれている男性上司ナンバーワン。

「はい。ぜひご一緒させてください。でも、詳しいお話ができるかわかりませんけど」

　百合香は快く承諾し、ふたりは休憩室で向かい合って席に着く。

「俺らが知り合った研修中もさ、休憩が一緒になっても全然話に加わってこないから、よく無理やり俺と桜井が捕まえてたんだよね」

「へえ」

「まあ、親しくなって、あいつもいろいろあるんだって知ったんだけどさ」

「いろいろ……？」

　百合香が繰り返しつぶやき、小首を傾かしげたが、江川は話題を進める。

「ああ、いや。本当は、いいやつなのに、なんか損してるよなって話」

　江川が軽く笑って言うと、百合香は真剣な面持ちで返す。

「確かに、あまり会話はしませんが、お客様からの信頼は厚いと思います」

　以前、贈り物用の万年筆を購入した女性客が、とても満足そうに帰っていったのを思い出す。

「あー。確かに、柳瀬ってお客さんからモテるよねえ。研修中も柳瀬目当ての女性客は数人いたわ」

　揶や揄ゆするように零された言葉に、百合香の胸がざわついた。

「そうなんですか」

　そう返答するのが精いっぱい。どうやら江川は百合香の暗い表情にも気づいておらず、さらに話を続ける。

「でもさ、柳瀬って長いこと、想い人がいるらしいからさ。きっと今も好きなんじゃない？　浮いた話聞かないし」

　百合香は、鈍器で殴られるほどの衝撃を受ける。江川の話は不確かで、事実かはわからないが、ふたりの仲がいいのは知っている。その江川が言う話だ。まるきり嘘ではないはず。

　百合香が茫ぼう然ぜん自失になっている前で、江川はランチボックスをテーブルに出してつぶやく。

「なんか、結構前に出会った人のはず……。研修時代だったから、五年くらい前？」

　百合香は思わず、手にしていた箸を床に落とした。

「わ。神野さん、大丈夫？　休憩室にある予備の箸を持ってくるよ」

　江川が席を立った後も、ボーッと考え込む。

　研修時代というワードで、今朝の智を思い出した。万年筆の桜に向けた、智の優しい眼差しは、鮮明に記憶に残っている。

　きっと、間違いない。智が話していた『ある人』というのが、彼の想い人だ。

「お待たせ。はい、箸」

「あ……ありがとうございます」

　百合香は動揺を押し隠し、笑顔で箸を受け取った。

「ごめん。話し込んでたら時間なくなるね。食べようか」

　江川はそう言って、ランチボックスのふたを開ける。中身は、赤緑黄の色がちりばめられ、かつボリュームもある手製弁当だった。百合香は、愛情溢れる弁当を美味しそうに食べる江川を眺め、微笑ましい気持ちになる。

　反面、智と自分は、江川と彼の妻のような関係にはなれないかも、と落ち込んだ。

　彼には想いを寄せている人がいるのだから。

　なにも知らず、期待をして……彼を好きになってしまった。今なら、まだ引き返せるのだろうか。

　百合香は暗い気持ちが立ち込め、食事も喉を通らなかった。




　なにごともなく閉店時間を迎える。休憩後は、智が事務所にこもっていて、顔を合わせずに済んでいたのだ。

　夕礼には智も参加していたが、終わった直後にほかのスタッフに話しかけられていたので、彼と目も合わせず売り場を去った。

　ロッカールームでようやく肩の力を抜き、着替えていたら明るい声が飛んできた。

「百合香！　お疲れさま！」

「綾子さん」

　通しのシフトでも元気そうな綾子の顔を見て、今朝のメッセージを思い出す。

「あれ？　なんか暗くない？　疲れた？」

「あー、はい。ちょっと……」

　百合香は、うっかり綾子から目を逸らした。勘のいい綾子だ。百合香の変化を察し、声のトーンを落とす。

「言いたくない話なら、無理には聞かない。でも吐き出したいなら聞くよ」

　頼もしい綾子の言葉に、百合香は瞳を揺らす。

「じゃあ……聞いてくれますか？」

「もちろん！　メッセージの件もじっくり聞きたいしね」

　綾子はふたつ返事でＯＫし、ふたりは急いで着替えを終えて職場を後にした。




　五分ほど歩いて、カフェに入る。居酒屋だとにぎやかすぎて、落ち着いて話を聞けないという綾子の判断だ。

　百合香はホットカフェオレをオーダーしたが一度も口をつけず、定休日から今日の休憩まで、だいたいの経緯を綾子に伝えた。

「そんな事実かどうかもわからないような話を、江川くんがしたの？」

「あのおふたりは仲がよさそうですから、信しん憑ぴょう性せいはあるかなって……。綾子さんはなにか知りませんか？」

「うーん……。ごめん。それについては、私はなにも聞いてないなあ」

　綾子の回答に肩を落とす。苦笑いを浮かべ、強がった。

「私、柳瀬さんから『好きだ』なんて一度も言われてませんし。私が勝手に……」

〝勝手に勘違いをして好きになった〟

　口にしようとしたが、胸がいっぱいになって咄嗟に俯く。

「あのさ。前に私が言った話、覚えてる？　『素直になりなよ』って」

　まるで穏やかなクラシックのように、綾子が優しい声音を奏でるものだから、気が緩んで涙が浮かぶ。無言のまま、一度こくりと頷いた。

「私の過去の失敗を押しつけてるって思われるかもしれない。でもやっぱり百合香には後悔しないでほしいからさ」

　綾子はいつも元気で、太陽みたいな女性だ。どんなに疲れていても失敗しても、気丈に振る舞い、周りを明るくする人。その綾子が、これまで見たこともない寂しそうな表情を見せる。

「柳瀬くんの気持ちがわからなくても、百合香の気持ちがはっきりしてるんだったら、伝えるべきだと思う」

　綾子にそっと手を重ねられ、百合香は決意する。

　この気持ちはもう引き返せない。消すこともできない、と。




　それからすぐ綾子とは別れ、まっすぐ帰宅した。部屋に入るなりベッドに寝転がる。

　今日は仕事で疲れていたわけではない。どうやっても智のことが頭から離れず、気疲れした。夕飯を作る気力も残っておらず、ぼんやり天井を眺める。

　ようやく風呂に入った後は、なにをしていても彼のことを考えてしまうのなら、いっそ寝ようという結論に至り、ベッドに潜り込む。

　だが、そう簡単に寝つけず、何度目かの寝返りをした直後、着信音が鳴った。吃驚して一瞬身体を硬直させたが、すぐにスマホに手を伸ばした。

「えっ」

　思わず声を漏らした。真っ暗な中、煌こう々こうと光るディスプレイに表示されているのは、智の名前だ。百合香は躊ちゅう躇ちょしたが、着信音に急かされるように応答した。

「も、もしもし……」

『もしもし。寝てた？』

　耳孔の奥へと低く艶のある声が入ってきて、胸の奥がきゅうっと締めつけられる。

「い、いえ！　なんだか眠れなくて。どうしたんですか？」

　百合香は完全に目が冴え、仄暗い中、ベッドの上で正座をして尋ねる。

『今日、あまり話ができなかったから』

　予想もしない答えが返ってきて、言葉に詰まる。数時間前まで同じ場所にいたのに、わざわざ電話をかけてこられたら、期待する。

「あの」

『なに？』

　返された声色が、とても柔らかい。たったひとことなのに、心を支配され、会いたくなる。

　昂たかぶる感情を必死に抑え、ぽつぽつと言葉を紡ぐ。

「昨日のこと……私、覚えてなくて……」

　知るのは怖い。けれど、知らないでいるほうが、もっと不安だ。

『本当になにも覚えてない？』

「柳瀬さんとお酒を飲み始めてから、しばらくの間は覚えてるんですが」

『きみが、俺に言ったことも？』

　智の質問に、百合香の顔色が変わる。

「えっ。私、なにか言ってました？」

　酔った勢いでなにを言ったのかと、ひどく焦る。百合香がハラハラして返事を待つと、智は『聞きたい？』と試すように煽あおってから、さらりと言った。

『ため息つくと幸せが逃げますよ、って感じのことを』

「そ、そんなことを？」

『あとは、俺にため息をつかれると気持ちが落ちる、とも言ってたかな』

　百合香は顔面蒼そう白はくになり、頭を垂れて閉口した。

『言い終えたら、神野さんが寝ちゃって。タクシー拾って、車の中で起こしてみても起きなくて。アパートの場所は覚えてるけど、勝手にバッグを探って鍵を開けるわけにもいかないし』

「すみません……」

　平身低頭謝るしかない。百合香はただひたすら、「すみません」を小さい声で繰り返した。

『前は神野さんが、酔いつつも鍵を出していたから助かったけど、今回は……。で、俺の家に連れていった』

　もうなにも返す言葉が見つからず、身を竦めて智の話だけを聞いていたら、ふいに彼がおかしそうに笑い出す。百合香はきょとんとして、耳を澄ませた。

『きみをベッドに寝かせたんだ』

　心臓がドクン、と脈を打つ。

『そうしたら、きみが俺を掴んで離さなくて。だから俺もあきらめて、そのまま寝た』

　智の口から語られる事実を聞き、呆あっ気けに取られる。

　なにか間違いが起きたわけではないと知り、安堵するも、智を離さずに眠っていただなんて羞恥の至り。相変わらず沈黙していると、智が言う。

『ああ。言っとくけど俺は寝てるときになにか……っていうのは基本しない主義だよ』

「そっ、そんな……心配してませんよ」

『それ。前にも注意したはずだ。〝俺も男だ〟と。だから今回は忠告を聞かなかったきみが悪い』

　あれは、初めてキスされた直前のこと。エレベーターでのキスを思い出すと同時に、昨夜も同じ感触を味わった記憶がうっすら蘇り、「まさか……」と唇を覆う。

『これ以上は教えない』

　智の意味深な発言は、百合香の想像を肯定したようなものだ。

「で、でも今、寝てるときにはなにもしない、って」

『ちゃんと聞いてた？　〝基本的には〟って説明したよ』

「えっ……。も、もう！　柳瀬さんってクールかと思ってたら、本当はすごく意地悪なんですね」

『さあな』

「ほら、今も！」

　電話で話しているうちに、昨日のデートと同じ雰囲気が戻ってきた。すると、智がぽつりとつぶやく。

『今日の午後、なんか変だった気がしたけど、今はいつもの神野さんだな』

「え……」

　今日一日、江川の話で悶々としたが、それなりに仕事をこなしていたつもりだった。なのに、異変を智に見透かされていて驚愕する。

『それじゃ、また明日。おやすみ』

　通話を終え、スマホをしばらく見つめる。

　彼には、ほかに想いを寄せている人がいるはずなのに。

　百合香の中の疑念は消えない。それでも、たった今繋がっていたスマホを両手に持ち、彼を想って夜が更けていった。




　翌日。百合香はあくびを噛み殺し、店頭に立っていた。昨夜寝ついたのは結局、朝方だったのだ。

　今日の二階フロアのシフトは、坂谷が公休でアルバイトがふたり。智は出社しているが、午前中は OCEAN の担当との打ち合わせだと報告があった。

　百合香はアルバイトのスタッフを順に休憩に行かせ、智を待った。フロア内に必ずひとりは社員がいなければならないルールだからだ。

　売り場の整頓をしていると、什じゅう器きの向こう側に智の頭が見えた。百合香はつい、なにも考えず、智に会いたいがために顔を覗かせる。

「ああ、神野さん。お疲れさま。休憩、待たせて悪い」

「いえ」

「お世話になっております。OCEAN の阿あ部べ美み雪ゆきと申します」

　智の後ろからひとりの女性が現れた。百合香は目を丸くし、姿勢を正す。

「か、神野と申します。よろしくお願いします」

　以前、美雪をちらっと見かけたことはある。美雪は約二ヵ月前に前任と代わり、弐國堂へは最近足を運び始めたばかり。

　彼女の容姿に、百合香は釘づけになっていた。智の隣に並んでも遜色ない長身と美貌。若干きつそうな顔立ちではあるが、美人には変わりない。

「神野さん、これからお昼だったんですね。ごめんなさい。私が柳瀬さんを付き合わせてしまったから、お待たせしたようで」

「え？」

「神野さんはすぐ近くにある〝パミリエ〟っていうお店をご存じ？　とても美味しいから、ぜひ一度食事をしてらして」

　流れるように聞かされた情報に、百合香の頭の中は真っ白。美雪はにっこりと笑って、智と去っていった。




　休憩中も、ずっと美雪の顔がちらついて離れない。メーカー担当者とランチに行く話はあまり聞かないため、動転していた。

　弁当も半分しか食べず、売り場に戻る間も心ここにあらずといった様子で歩く。そんな百合香に声をかけたのは、事務所に用事があってやってきていた綾子だった。

「あっ、百合香！　休憩終わり？」

　百合香は綾子の顔を見て、無意識にほっとする。それから、胸につかえているものをどうにかしたくて、苦し紛れに口を開いた。

「綾子さん……。パミリエってお店、知ってます？」

「あー、あれでしょ？　高級ランチのしゃれたお店！　そこがどうかした？」

「いえ。えーと、お客様から聞いて、どんなところなのかなって」

「いやあ。私には敷居が高すぎて、行けないお店だな」

　綾子が笑って話すのに合わせ、どうにか笑顔を作る。百合香は再びひとりになって、重い足取りでエレベーターホールに向かった。エレベーターが到着してドアが開くと、智が乗っていて目を剥く。

「神野さん、ちょうどよかった。本社に急ぎの連絡があって事務所に来たんだ。売り場に大至急行ってもらってもいい？」

「……はい。わかりました」

　変な間を生み、あからさまに顔を逸らしてしまった。気まずいが、智と向き合う勇気もない。

　百合香は滑り込むように、智が降りたエレベーターに入れ違いで乗った。

　俯いて『閉』ボタンに指をかけ、ドアを閉める。すると半分閉まりかけたドアに、ガッ、と大きな手がかけられ、強制的にドアは開いた。びくびくしながら、大きくさせた瞳で智を見つめる。

「な、なんですか……？」

「どうかした？」

　智の言葉にぎくりとする。昨夜の電話もそう。智にはなんでも見透かされているのかもしれない。不安を抱えつつ、消え入る声で答えた。

「いいえ。……なにも」

　視線の先は、エレベーターの床。一向に目線を上げようとしない百合香の顎を智が捕らえ、強引に顔を向かせた。

「きみは本当にわかりやすい。言葉を呑み込む癖も知ってる」

　動揺したが、百合香も引くに引けない状態に、強く言いきる。

「すみません。売り場では顔に出さないようにしますから。急ぐので失礼します」

　百合香は智の手から逃れ、ゆっくりと下降を始めるエレベーターでひっそりと呼吸を整えた。




　智は事務所に缶詰めだった。百合香にとっては好都合。智の姿が見えなければ、誰かと並ぶ姿に嫉妬しなくて済む。

　閉店を迎え、アルバイトスタッフが帰っていき、売り場にひとりになる。百合香はレジを締め、ノートパソコンに向かって日報を打ち込む。そこへ数時間ぶりに智が戻ってきた。

「お疲れさま。今日はありがとな」

「いえ、特に売り場も問題ありませんでしたから」

　百合香は智を一瞥しパソコン画面に視線を戻すと、智が発注書を手に取って言った。

「終わったら上がっていいよ。夕礼はこれで済ませよう」

「わかりました。この後、商品補充して上がらせていただきます」




　そして、なんだかんだと坂谷の担当商品まで手を出していたら、終わったのが通常より三十分ほど遅い二十一時前。百合香は私物バッグを手にし、バックヤードの在庫をチェックしていた智の元に向かった。

「柳瀬さん。終わりましたので、お先に失礼します」

「ああ」

　報告が完了し、踵を返して奥のエレベーターのボタンを押した瞬間、腕を掴まれた。

「悪い。やっぱり待って」

　ふい打ちで捕まったため、仕事の顔になり損ねた。明らかに動揺の色を浮かべた表情を見られ、あたふたする。

「な、なんですか？」

「昼間の話の続き」

　智にとって、すっかり終わった話だと思っていた。百合香は狼狽うろたえるばかり。

「あ、あれは別に……柳瀬さんには関係のない話ですし」

「本当に？　じゃあどうして、ずっと俺の目を見ないんだ」

　手に力を込め、問い質される。さすがにこの状況からは逃れられない。百合香はうっすらと唇を開いた。

「私が勝手に……モヤモヤしているだけです」

「なんで？」

　こんな気持ちを言ってどうなるのか。

　この期ごに及んで、ここから先を伝えるべきか迷っていた。

　なかなか思いを口にしない百合香を、智は余裕顔で、さらりといなす。

「ほら。さっさと言わないと残業にするよ」

　百合香は、自分と智の温度差を感じる。自分だけが必死になっていて、嫉妬して、子どもみたいな態度を取っている。彼との感情の差がつらい。

　智の手から逃れるべく一歩後ずさって、溢れる感情のまま口走る。

「柳瀬さんが誰とランチに行ったって、誰を想っていたって、私には関係ないです。関係ないはずなのに……ずっと、頭から離れない」

　エレベーターがやってきて、ドアが開く。しかし、ふたりとも気にも留めずに時間が止まったかのように固まっている。先に動いたのは、智だ。

「神野さ――」

「すみません！　私、帰ります！」

　智の呼びかけに反応し、百合香はエレベーターに駆け込んだ。今、もう一度彼に捕まれば、どんな言葉を浴びせるかわからない。急く気持ちで、何度も『閉』ボタンを押した。

　すると、智が手にしていたファイルとボールペンを放り投げて、完全に閉まりそうだったドアをギリギリのところで阻止した。ゆっくりとドアが開いていく。張りつめていた緊張の糸は切れ、堪えていた気持ちが涙に変わる。

「今日は同じことが続くな」

　智は苦笑してぼやき、エレベーターに足を乗せる。百合香の元へと近づくと、そっと頭を撫でた。

「そうさせてるのは、きみだけど」

　百合香の下睫毛に乗っていた光の粒がひと筋、頬を伝う。それを目の当たりにした智が、初めて鉄壁を崩す。驚愕で漆黒の瞳を揺らし、つぶやいた。

「なんで、泣いて……」

　再びドアが閉まったエレベーターは、ボタンも押されていないため静止する。智は戸惑っている様子だったが、おもむろに涙が通った道を優しく拭ぬぐった。百合香はぴくっと肩を上げたが、後ろは壁で、逃げる場所などない。

『後悔しないように』と繰り返した綾子の言葉が脳裏をよぎり、背中を押す。

「……どうして。なぜ、思わせぶりな態度を取ったりするんですか。私に気がないのなら、初めから優しくしないで。手なんか繋がないで」

　きっと、綾子はこんなふうに伝えてほしかったわけではないのだろう、と心の隅で思った。けれども、今はもうなにも気にしていられない。止まらない。

「キスなんか、しないでっ……」

　悲痛な叫びとほぼ同時に、智に強く抱きしめられた。智の香りを感じ、涙交じりに訴える。

「だから……こういうことを、しないで……」

　涙も止まらなければ、智への想いも止まらない。いつの間にか、こんなにも好きになっていた。

　百合香は智の胸の中で声を押し殺して泣きながら、ぽつりとつぶやく。

「これ以上、好きにさせないで……」

　無意識に本音を零した百合香の震える唇に、智はそっと口づける。すべてを受け入れ、包み込んでくれるようなキスを、百合香は拒めない。

「……ん、ん」

　切なくて甘い。涙が混ざった、キスの味。

　智の大きな手が、百合香の後頭部を優しく捕らえる。丁寧に扱われるのは、唇も同じ。百合香はいつしか智の上着を握り、与えられる快楽に酔いしれた。

　数秒かけて離れていった智の口から、意地の悪い言葉が聞こえてくる。

「嫌だ、と言ったら？」

「えっ……」

　百合香が切ない色に染まったつぶらな瞳に、涙をいっぱい溜ためる。智は眉根を寄せ、喉の奥から絞り出すように言った。

「なあ。きみは本当、俺をどんな男だと思ってるんだ」

　そうして百合香の両頬に触れ、顔を上向きにする。

「俺が、誰とでもこういう真ま似ねをすると？」

「……違うんですか」

　血色のいい小さな唇を開き、掠れ声を出す。智が、「はあっ」とどこか苛立ちを感じさせるため息をつくと、百合香は『まただ』と肩を竦める。

「心外だ。俺だって、こうしてきみに触れるだけで緊張してるのに」

　智の反論に驚きを隠せない。

「柳瀬さんが……？　最初から、そんな素振りはまったく……」

「必死だったよ、いろいろと」

「嘘！　だって、必死だったら、こんなふうに何度もキスなんかっ……」

　いつでも余裕綽しゃく々しゃくに見えた。キスを重ねたところで、翻弄されるのは自分だけだ、と百合香は信じて疑わない。

　これまでクールだった智が自信なさげに睫毛を伏せ、ぽつぽつと答える。

「きみは俺にだけ明らかに距離を取っていたから、強引にいくしかなかった。きみを苦しませるつもりはなかった。本当だ」

　誠意が伝わる声に、心が揺れる。さらに、まっすぐ見つめる智の双眼が至極真剣で、とても嘘を言っているようには思えなかった。

　智は百合香をもう一度抱きしめ、耳の裏でささやく。

「あれは、俺を意識させるための布石」

　ぞくぞくと背中が甘く震える。彼の鼓動も低い声も、香りも吐息も、力強い腕も、なにもかも百合香の身体を熱くさせる。それは、髪一本の先まで――。

　百合香は、そこで気づいた。

　跳ね回る心音は、自分のものだけではない事実に。

　智の胸の中で、そっと視線を上げる。鼻先をうずめていたそばには、スーツの胸ポケットにペンのクリップが見える。

　この間まで、銀色のクリップのドイツ製万年筆が差さっていた。今、彼のポケットにあるのは、金色のクリップ……彼の心の中にいる誰かを象徴する桜だ。

　不安を押し込めるべく、百合香は凛りんとした表情を向ける。

「はっきり言ってくれませんか？」

「これだけ態度で示しているのに？」

「明確な言葉を聞きたいんです」

　智の過去になにがあっても、自分の気持ちは明確だ。彼が今、受け入れてくれるのなら……。

　百合香はその一心で、目を逸らさぬように見続ける。

「はあ……。本当に、きみは……っ」

　深く吐いた息の後に、激しいキスが襲ってくる。これまでとは違う、煽情的なキス。

　長身の智との距離を縮めようと、百合香は無意識につま先立ちをしていた。彼の背中に手を回し、自ら唇を重ねに行く。自分の気持ちをぶつけるように……。

　夢中で互いを求め続け、呼吸が乱れていき、いよいよ百合香が苦しそうになったところで、智はキスをやめた。

「本当、可愛すぎてずるいな」

「え……？　今、なんて？」

「いや。好きだ、と言ったんだ」

　百合香が瞬きも忘れて固まっていると、智は腰を引き寄せ、鼻先を近づけて言った。

「満足？」

　百合香は真っ赤な顔で、コクコクと頷いた。意地の悪い笑みを浮かべた智に、さらに詰め寄られる。

「俺だけ言わせるのは、なしだろう。ほら。聞かせて」

　智は百合香の唇に触れるか触れないかのところまで口を寄せ、告白を求めた。百合香はきつく瞼を閉じ、蚊の鳴くような声で伝える。

「……や……なせさんが、好き……です」

「え？　なに？　聞こえない」

　わざとらしく聞き返され、百合香は顔を真っ赤に染めた。一度口を引き結び、意を決して言い直す。

「柳瀬さんが、好き……っ」

「俺もだよ」

　最後はやけくそじみた告白だったが、智は満足そうに頬を緩めた。さらに、小さな額に軽くキスを落とす。

　百合香はまた視界が滲にじんできたが、ぐっと堪えた。自分を見つめる彼の優しい微笑みを、目に焼きつけるために。

　目尻に浮かんだ涙を、智が手の甲で拭う。ふと視界に入った智の胸にある桜は、いっそう艶めいていた。

　智の想い人の話が脳裏を掠めたが、故意に思考を閉じた。

　彼が『好きだ』と言ってくれた言葉を信じる。

　仮に偽りだったとしても、この甘い嘘の中で、できる限り酔っていたい。










砂上の楼閣




　昨夜は智が忙しそうで、そのまま別れた。そして、ひと晩明けた今日。

　百合香はシフト表を見て、がっかりしたような、ほっとしたような気持ちになる。智が公休日だったのだ。正直、昨日の今日でどんな顔をして仕事をしたらいいか悩んでいたが、いざ智が休みだと知れば、やはり会いたい気持ちが勝る。

　それでも、仕事には集中しなければならない。百合香はいつも通り業務をこなしていく。ふと、【柳瀬】と書かれた発注ファイルに目が留まり、手に取った。

　表紙を捲めくると、ボールペンであっても変わらず綺麗な文字が書き連ねられていて、そっと文字を指でなぞる。些さ細さいな行為ひとつで智を身近に思っては、会いたくなる。こんなにも好きだと気づかされる。

〝会いたい〟

　たったひとことを伝えるのが、簡単なようで難しい。こうして離れている間、彼も自分のことを考え、想ったりしているのだろうか。

　そう考えては我に返り、仕事と向き合っていた。




　智がいない一日は長い。一秒が一分にも十分にも感じられていた百合香に、ようやく夕礼の時間が訪れた。だが、仕事が済んだところで、会う予定などない。事務所に向かうエレベーター内でスマホを見ても、着信履歴はなにもなかった。

　小さなため息をつき、百合香は着替えを済ませた。裏口から外に出たところで、着信音が聞こえてくる。淡い期待を胸に、いそいそとスマホを手に取った。表示されている名前を見るなり、急いで指を滑らせる。

「柳瀬さんっ……！」

『もう終わった？』

「はい。今、外に出たところですよ」

　百合香が上機嫌で夜空を仰ぐと、くすっと笑う智の声が耳に届く。

『そう。じゃあ、これからどう？　近くにいるんだ』

「え？」

　足を止め、ふっと視線を戻すと、数メートル先にスマホを耳に当てている智を見つけた。百合香は迷わず智に駆け寄る。

「足、速いね」

　屈託なく笑って迎える智に、胸がときめく。横には車が停まっていて、「乗って」と促された。百合香は周りを気にしつつ、素早くシートに腰を沈める。

「今日はなにごともなく終わった？」

「はい。なんだか柳瀬さん、休みだったのに部長の顔をしてますね」

　休日まで店のことを気にするなんて。しかも本当の彼は本社の人間なのに、どれだけ真面目なのだろうかと、つい声を上げて笑った。

　智はハンドルに両腕を載せ、ジッと百合香を見る。

「神野さんは、プライベートでも俺を部長として見るの？」

「ごめんなさい。そういうわけでは……」

「はは。冗談。なにか食べに行こうか」

　車が動き出した途端、車内は沈黙。エンジン音だけが響き、なにか話さなくては、と焦りが募る。すると、運転席の智がクッと喉を鳴らして笑った。

「わかりやすいよな、きみは。いつまで緊張してるの？」

　余裕たっぷりに流し目をくれる智に、百合香はいまだにあたふたするばかり。いつになったら慣れるかなど、自分でもわからない。

　智が主導で会話を交わし、十五分ほど経った頃、パーキングに入る。

「ここって……」

　百合香が窓から、ちらりと建物を見上げた。ここは都内屈指の有名ホテル〝デリエ〟だ。芸能人もよく結婚式やパーティーに利用している。

　百合香が困惑している間に、智はナビシート側に回り、ドアを開いた。

「柳瀬さん！　ここ、デリエですよね？　こんなにいいホテル……」

「こういうところは嫌い？」

「嫌いもなにも……来たことなんかないですし」

「じゃあ、よかった」

　智は口の端をニッと上げ、百合香の手を引いてエスコートする。洋風な造りの華やかなホテル内に入ると、智は堂々と廊下を行き、迷いもせずエレベーターホールへ辿たどり着いた。

「柳瀬さんはよく利用されるんですか？」

　ずいぶん慣れている印象を受けた百合香は、首を傾げた。

「……たまに。親族の結婚式とか、会社関係とか。ああ、来た」

　エレベーターがやってきて乗り込む。ふたりきりでエレベーター内に立っていたら、百合香はどうしてもキスを思い出す。

　会社のエレベーターよりも、上昇速度が速い。緊張しつつ、階数表示のランプを目で追う。

「今、なにを考えてる？」

「べっ、別になにも……」

　ふいに聞かれた質問に、しどろもどろになる。智は頬を染めて必死にごまかす百合香を見て、「ふっ」と笑った。

「なんてね。聞かなくてもだいたいわかる」

　至近距離でささやくように言われ、百合香の鼓動はさらに数を増す。目を閉じた瞬間、ポンと音が鳴ってエレベーターが停まった。最上階である三十階で降りてすぐ釘づけになったのは、パノラマの夜景。

「わ、あ……！」

　非現実的な体験に感激していると、智がさりげなく腰に手を回した。ドキドキしながら歩みを進めた先には、きらびやかな出入口のレストラン。

「いらっしゃいませ、柳瀬様。お待ちしておりました」

　百合香はなにも言わずともスムーズにウエイターに案内されて吃驚したが、黙って智についていった。

　ふわふわとした感覚で、豪華な料理を楽しむ各テーブルを横目に進んでいくと、目前に足元から天井までの大きな窓が百合香を待っていた。さっきのエレベーターホールにあった窓とは比べ物にならないほどの、一面に広がる美しい夜景に圧倒される。

「神野さん、こっち」

　智は茫然と立ちつくす百合香の手を取り、席へ連れていく。案内されたのは窓際で、まるで夜景の中に浮かんでいる感覚を覚える特等席だった。

「や、柳瀬さんって、こちらのお店をよく利用するんですか？」

　こんなＶＩＰ席を予約できるのは、上客だからなのでは、と考えた。智は爽やかに歯を見せて笑う。

「よくは来ないよ。相手がいなかったしね。せっかくだし、好きなものを選んで。遠慮はしないように」

「えっ……」

「じゃなきゃ、ペナルティを科すよ」

　場所のせいか、智がいっそう素敵に見える。思わずメニューで顔を隠したときに、ふと自分たちが窓に映っているのに気づいた。

　いつかのショーウインドウ越しに見た自分たちは恋人同士ではなく、直視できずにいた。

　けれども、今は本物の彼と彼女。それが、こんなにも幸せだとは想像もしない。

「飲み物は？　白ワインでも頼もうか？」

「いえ。今日は遠慮しておきます。もう、あんな醜態は晒せませんので……」

「今さら？」

「い、今さらですけど！」

　くすくすと笑う智を前に、百合香はぽつりとつぶやく。

「だって、嫌われたくないですから」

「嫌いだなんて、一度も言ってないと思うけど？」

「なんというか……愛想尽かされそうってことです」

「はは。どうかな。だとしたら、とっくにそうなっててもおかしくないんじゃない？」

　百合香は智の返答に、『確かに』と納得した。そもそものきっかけだった打ち上げの飲み会から、迷惑をかけていた。さらに、定休日に同じ過ちを犯したのだから。

　いた堪れなくて沈んだ面持ちでいたら、智に言われる。

「俺はそんな軽い気持ちで、神野さんと一緒にいるわけじゃないよ」

　まっすぐ見つめられ、ドキッとする。

　もはや夜景などには一瞥もくれず、百合香は向かいに座る智だけを見つめていた。




　レストランを後にして、エレベーターに乗り込む。

「ごちそうさまでした。とっても美味しかった。こんな素敵なホテルだと、きっと部屋も豪華なんでしょうね」

「それは、もしかして誘ってるの？」

「えっ？　ち、違っ……」

「神野さんにその気がなくても、男はそうは思わないよ」

　智はじりじりと距離を詰め、百合香を壁に追い込む。エレベーターという密室で、百合香に逃げる場所なんかない。

　智に顎を掬い取られ、キラキラと光るエレベーターの照明を視界の端に捉えた後、ゆっくりと瞳を閉じた。引き上げるように腰に手を回される感覚に、胸がきゅうっと音をたてる。影を落とされ、甘いキスが落ちてくる。

「ん……っ」

　啄ついばむように唇を奪われているうちに、ポン、と音が鳴る。百合香は照れて赤く染まった顔を隠すように俯いた。

「あまり無邪気すぎるのも危ないな」

　智は百合香の頭に一度手を置いて言うと、エレベーターを降りる。

　ふたりは地下駐車場を歩き、車に乗った。百合香は以前より慣れた手つきでシートベルトを装着し終えたが、車は発進するどころかエンジンもかけられない。不思議に思って智を見る。智は目が合うなり、息を吐いた。

「はあ。本当に心配」

「え？　なにがです？」

「そういう鈍感なとこ。店でも気が気じゃない。だからうっかり、きみは部下だって忘れて行動してしまう。上司失格だ」

「や、な……っん」

　首の後ろに手を回され、瞬またたく間に唇が重ねられる。今度のキスは、激しくて息もできない咬かみつくようなキス。名前を呼ぶことも阻まれて、何度も何度も求められる。

「今は上司じゃない。名前で呼んで……百合香」

　彼の声で自分の名を呼ばれただけで、胸の奥が締めつけられる。

「智……さん」

　伏し目がちにつぶやくと智はスイッチが入ったらしく、百合香の小さな口を貪る。

　キスをしていてもどこか距離を感じる。今、唇を重ね合い、互いの身体を抱きしめているのに。

　百合香は不思議な感覚を抱き、もっとそばに……と願う。

　やっとふたりの影がふたつに分かれると、智は愛おしそうに百合香の艶やかな髪を撫でてつぶやいた。

「絶対、誰にもやらない」

「誰にもって、そんな人いませんよ」

「坂谷とか」

「坂谷さんって、冗談がうまいから。柳瀬さんもそう思いませんか？」

　高揚した気持ちを冷ますよう、おどけて答えたが、智の顔色がわずかに変わったのを見てぴたりと固まる。

「呼び方、戻ってる。今度外で間違ったら、これもなにかペナルティを考えようか」

　涼しげな目を細めて言われ、あわあわと動揺する。一瞬の隙を突かれ、再び唇が触れた。

「『柳瀬さん』って呼んだら、こうしてキスして口を塞ぐ？　それが、たとえ車内でも道端でも」

「ええっ」

　百合香があたふたすると、智はふっと笑って、ようやくエンジンをかけた。駐車場を出て、夜道を走り出す。

「今日は急に誘って悪かった」

「いえ！　うれしかったです。その……連絡来ないかなあって思っていたから」

「あのさ、気にしないで連絡して。百合香はすぐに遠慮するから。だろ？」

　図星を突かれ、百合香は黙った。受け身な性格上、些細な連絡ですら、いろいろと考えすぎて躊躇するタイプだ。

「例えばなにかあったとき、迷って、気を使ってほかの誰かに連絡するくらいだったら、絶対に俺にして」

　ふと、『ほかの誰か』なんていないのに、智が嫉妬しているみたいに思えて「ふふっ」と声を漏らした。




　しばらく会話が途切れたが、百合香は静寂な車内に居心地のよさを覚えてきていた。自分のアパート前に到着し、シートベルトを外す。

　明日も仕事だ。早々に別れを告げ、智を解放しなければ。頭でわかっていても、好きな人を前にすると、どうしても別れがたい。

　なかなか車から降りられずにいる百合香を見て、智は微笑む。

「本当は帰したくないが、上司が部下を遅刻させるわけにはいかないから」

「ずるいです。ふたりのときは、上司とか出さない約束なのに」

「そんな顔して、俺を送り狼おおかみにさせたいの？」

「きょ、今日はありがとうございました！　おやすみなさい！」

　百合香は真っ赤な顔で慌てて挨拶をし、ドアハンドルに手をかける。智は喉を鳴らしておかしそうに笑った。

「残念。逃げられた。おやすみ」

　そうして、そっと百合香の顔へ指先を伸ばす。彼の手の甲が、するっと頬を撫で落ちていくと、たちまち熱を帯びていく。

　それから車外に出て、車が見えなくなるまで見送った。

　夜の風は冷たいのに、身体はしばらく火照っていた。




　翌日も、百合香は真面目に仕事をしていた。売り場からショーケースのほうへ足を向けると、接客中の智が目に入る。

「以前お預かりした万年筆は、もう少々お時間がかかるかと……。ご不便をおかけして申し訳ありません」

「ほかにもペンはあるんです。店員さんに謝ってもらうことじゃないですよ」

　開店間もないため客は少なく、多少離れたところにいても会話が聞こえる。

　笑顔での接客は基本。わかっているのに、智が同世代の女性客を相手にしているところを見たら、どうしても面白くないのが百合香の本音だ。独占欲が膨らみ、自己嫌悪に陥りながらも、気にせずにはいられなかった。

「柳瀬さん、女性客に人気あるよね」

　突然現れた坂谷が、百合香にぼそっと耳打ちする。百合香は声を上げそうになったが、なんとか堪えた。

「まあ、柳瀬さんは目立ちますもんね」

「もしや、神野さんも柳瀬さんがタイプ？」

　ぎょっとする質問を投げかけられ、内心慌てつつ、笑顔を崩さずに答えた。

「えっ……タ、タイプっていうか……客観的に見てモテそうだなって」

「そうだよね。男の俺でもちょっと見入っちゃうもんな」

　ふたりはどちらからともなく、智を窺う。そこに別の客がやってきて、坂谷は客とともに離れていった。ひとりになった百合香は自分の仕事に戻るが、智に意識がいってしまう。

「またゆっくり選びにいらしてください」

　にっこり顔で智が女性客に言い終えるかどうかのときに、女性はペントレーに載っていたペンをおもむろに取り、試し書き用のメモに走り書きをする。それを智に手渡す瞬間を、百合香は偶然見てしまった。

「あのっ、これ、私の番号です。よかったら！」

　一方的に告げ、女性は売り場から風のように走り去っていった。百合香は茫然として遠くから見つめる。メモの行方に注目していると、智はポケットに入れた。そして百合香の視線に気づき、ゆっくり近づいてくる。

「大丈夫。心配するようなことはなにもないよ」

　ひとこと言って、智は颯さっ爽そうと売り場へ消えていった。

　おそらく智には、自分の気持ちなど手に取るようにわかるのだろう。百合香はそう思うと途端に恥ずかしくなり、俯いた。

「どうかした？　柳瀬さんに怒られた？」

　突如、戻ってきた坂谷に声をかけられ、首を横に振る。

「えっ！　お、怒られたりなんかしてませんよ！」

　心外だとばかりに頬を膨らませると、坂谷は宥めるように肩に触れてきた。

「ごめんごめん！　今度お詫わびになにかごちそうするからさ。週末とかどう？　あ、行き先は財布と相談ね」

「これくらいで、お詫びって。坂谷さんったら調子いい」

　ノリのいい坂谷に笑いを零していたら、急に彼の表情が変わる。

「俺、適当な気持ちで言ってない。ずっと本気だよ」

「えっ」

　坂谷の真剣な声色に、百合香の顔から笑みが消える。

「ねえ、神野さんは彼氏いるの？」

「彼氏……」

　さらに声が低くなった坂谷に、動揺を隠せない。

「すみませーん！　これに合うインクってどれですか？」

「あ、はいっ」

　ちょうどいいタイミングで、売り場にいた客から声がかかった。百合香は、ささっと坂谷から離れ、逃げるように接客についた。




　なんだかんだと忙しく過ごし、智とも坂谷ともまともに話もせぬまま、昼になった。

　休憩時間で精神を整えてから売り場に戻れば、先ほどの忙しさと打って変わって閑散としていた。百合香は手持ちの仕事も落ち着いたので、ショーケースの中のペンを磨く。

　ショーケースはメーカーごとに分けられていて、その数は、ざっと十は超える。とりあえず、目の前の海外メーカーから手を伸ばす。以前、智の胸ポケットに光っていたドイツ製のブランドだ。

　百合香は白手袋をはめて、トレーに一本ずつ取り出し、専用の布で磨いていく。

　真っ黒なボディに、銀色のリングとクリップ。シンプルなデザインで、ぱっと見はほかのメーカーにも似通ったものはあるのだが、毎日関わっていると微妙な違いがわかってくる。

　このドイツ製のものは、万年筆を愛する人なら誰もが一度は憧れるブランドだろう。その分、高価なものだと十万円と値段も張るが、一生ものとして長く使える逸品だ。

　自分が気に入る万年筆を探して買いたい、と百合香は思っている。制服のポケットには、一般事務用のボールペンが二本と、比較的安価な万年筆が一本。

　安価なものが悪いわけではないが、せっかく素敵なペンに囲まれて働いているのだ。もしも気に入ったものが高価であっても、奮発して手にしてみたい。

　しかし、毎日見ているからこそ、逆に〝自分の一本〟を決めかねる。

　今、手にしているドイツメーカーにももちろん憧れはあるが、自分が手にしたのと智が手にしたときの印象が全然違う。自分にはまだ似合う品ではない。では、いったいどの万年筆が自分にぴったりなのか。

　女性らしいデザインも素敵だし、昔からあるようなシンプルなデザインも味があっていい。外国製は基本的にデザインが斬新で魅力的だが、国産品は書き味が自分に合っている気がする。

　いろいろと考えを巡らせながら筆記具を次々と磨き、ショーケースをひと回りする。

　悩みつつも至福のときを堪たん能のうしていたら、声をかけられた。

「本当、楽しそうだな。発注は終わったの？」

「柳瀬さん。はい。もう午前中に」

「そう。それで時間が空いて磨いてるの？」

「ええ。綺麗になってまっすぐ並んだ筆記具を、最後に見るのが楽しくて」

　智が一瞬、普段の仕事では見せない極上の笑みを浮かべていて、百合香は思わず見とれてしまい手が止まった。

「えっと、柳瀬さんも急ぎの仕事とか終わりましたか？」

「とっくにな。だから、きみにちょっと警告しに」

　そう言って智はカウンターの中に入り、百合香の横に並んだ。ショーケースの上にあるメモ用紙とインクの補充を確認しつつ、声のトーンを落とす。

「さっき、坂谷に彼氏がいるか聞かれていたろ。什器の陰にいて聞こえてきた」

　百合香は吃驚したが大きな動揺もせず、真摯に答えた。

「好きな人がいる、って答えようと思ってました」

「付き合ってるとは言わないの？」

「柳瀬さんが、立場上困るかと思ったので……」

　短期で来ている職場の部下と、一ヵ月経つかどうかで恋人関係になれば、きっと智への風当たりが強くなる。

　智が黙り込むのをちらっと窺い、百合香は視線を手元の万年筆に落とした。

「あの……怒ってますか？」

「どうしてそう思うの」

「なんとなく……。すみません」

　理由もわからず、つい謝った直後、智の大きなため息が耳に届く。どういったため息なのか不安になった瞬間。

「ごめん」

　百合香は智の横顔を食い入るように見た。彼が謝るなんて、いったいなにが起きているのかわからない。

「俺に気を使ってたんだな。確かに今、俺たちの関係を軽々しく口外するのはあまり得策とは言えない。けど、それは俺の都合であって、エゴだ」

「私は大丈夫ですから」

　智を責める気持ちなど微み塵じんもない。百合香が慌ててフォローすると、智がぽつりとつぶやく。

「いや。百合香が大変になるから」

　百合香がきょとんとしたとき、坂谷がやってきた。

「あ、神野さん、休憩から戻ったんだ。ていうか、めっちゃ暇そうですね！」

「でかい声で『暇』って言うな」

　相変わらず空気を読まない坂谷の発言に、智が切り返す。坂谷はちょっと首を竦めるくらいで、めげていないようだ。

「神野さん、筆記具磨いてんの？　じゃあ俺も逆側から……」

「坂谷は倉庫から化粧箱の補充。あと、暇だと思うなら今後の売上対策を考えておけ」

「えーっ」

　坂谷はブツブツと文句を言い、倉庫へといなくなった。百合香がちらっと智を見れば、ふいっと目を逸らし、バックヤードのほうへ行ってしまった。

　今のも、やきもちの一種なのかと想像したが、深く考えないようにして黙々と筆記具を磨き続けた。




　一日の業務を終え、着替え終わった百合香は綾子と一緒にエレベーターを待っていた。そこに、智と江川がやってくる。

「お、神野さーん。お疲れさま」

「ちょっと！　なんで私はいない体ていなんですか！」

　あからさまに存在を無視する江川に、綾子が噛みつく。ぎゃあぎゃあと言い合いをしているふたりは、これがいつものやり取りだ。百合香はくすくすと笑って、眺めている。

「お疲れ」

　智は綾子と江川の後ろにいた百合香の横に並んで、声をかけた。百合香は「お疲れさまです」と柔らかく微笑む。

　エレベーターがやってきて、四人は順に中へ入った。奥に綾子と江川。手前に智と百合香。百合香がボタンを押し、エレベーターが下降した直後、智が口を開く。

「明日、休みだっけ？」

「はい。なにか急ぎの仕事がありました？」

「いや。ゆっくりして」

「心置きなく寝坊します」

　百合香は、明日は公休だ。冗談を交えて答えたが、明日は智に会えなくて、少しがっかりした気持ちになる。

　ふたりのやり取りをジッと見ていたのは、綾子。エレベーターが一階に到着し、百合香と綾子だけが降りた。地下駐車場で降りるため、エレベーターに残るふたりに挨拶をし、綾子と一緒に外に出る。

「ねえ。なんか、雰囲気違わない？」

「え？　誰のですか？」

「百合香と柳瀬くん」

　綾子に指摘され、百合香は考え悩んだ末、やっぱり綾子には伝えたい気持ちが勝り、改まって向き合った。

「実は……私たち、付き合うことに……」

　初めはきちんと目を見ていたが、徐々に照れくさくなって俯いた。

「ええー！　でも、やっぱりー！　ふたりとも前と違うもん！」

　綾子の大きな反応に、百合香は控えめにはにかんだ。

「すみません。ちょっと事情があって、今は秘密にしていて」

「えっ。なんで？」

　興奮気味の綾子に丁寧に経緯を説明すると、彼女は腕を組んで頷いた。

「なるほどね。まあ、柳瀬くんならうまくやり過ごしそうではあるし、どっちかというと百合香のためを考えてのことだろうね」

「私ですか？」

「だって、今のタイミングじゃあ、百合香だっていろいろ言われるかもしれないじゃない」

　綾子に言われるまで、考えもしなかった。智は常に視野が広く、冷静に周りを見ている印象がある。今回も、綾子の言う通りかもしれない。

　綾子が歩き出したのに倣って隣に並ぶと、問いかける。

「それにしても、私、わかりやすいですか？　江川さんもさっき一緒にいたし、気づいちゃったかな」

「江川くんは気づいてないよ。超鈍感だもん。ま、遅かれ早かれ、柳瀬くんからちゃんと聞くんじゃない？　百合香が私だけに話してくれたように」

　綾子は人差し指を立て、自信満々に言いのける。そういう彼女がとても頼もしく、百合香は弱音を零した。

「実は今日、お客さんが柳瀬さんへ連絡先を渡してたのを見ちゃったんですよね」

　思い出すだけで気落ちする。だが、暗い顔を見せたくなくて、強引に口角を上げた。

「心配いらないって言われたんですけど、やっぱりモヤモヤしちゃって」

　あのメモをポケットに入れたのを目撃したから、余計だった。綾子が右手を握って眉間に皺しわを寄せる。

「そりゃそうだよ！　彼氏がほかの女にモテてたら誰だって！」

　まるで当事者みたいに憤慨する綾子に、百合香は驚いて目を丸くする。

「だけど、やきもちをやく以上に、子どもじみた嫉妬をする自分に自己嫌悪しちゃって……。自分の中にこんな黒い感情があるなんて」

　頭では智を信じているが、心は霧がかかったまま。大人でいなければと思っているのに、むしろ子どものように彼をひとり占めしたくなる。

「やきもちは普通でしょ？　考えすぎだよ、百合香は」

　綾子の言う通り、この感情は本当に普通なのだろうか。彼を好きだと認めた途端、智には、気がありそうな女性の接客はしてほしくないという嫉妬心が。

　――怖い。智の存在が大きくなるにつれ、まともな自分が崩壊しそうだ。それに、彼に依存して嫌われてしまうかもしれない。そうしたら立ち直れる気がしない。

「あのさ、きっと私だって好きな人がいたらそうなるよ」

　ネガティブな思考に囚われていたら、綾子のさっぱりとした声音に助けられる。

「プラスに捉えればさ、それだけ好きってこと。百合香ははっきりしない性格だったのに、今はそれだけ自分の気持ちが明確だって証拠なの。いい傾向だよ」

「こんな重い気持ち、引いたりしないですか……？」

「しないよ！　誰だって、いろいろ抱えてるって。……柳瀬くんもね」

　百合香は綾子の言葉に救われ、かなり気持ちが軽くなった。

「それより、江川くんが言っていた話については確認したの？」

　それは智が長い期間、誰かを好きという件だ。百合香は寂しげに微笑んで、小さく首を横に振る。

「……怖くて。今の幸せが壊れるかもしれないなら、ずっと聞かずにいてもいいかなって」

　砂上の楼閣となりそうな現実。モヤモヤした心を抱えたまま付き合うのは、本当はよくないに決まっている。しかし、ふたりきりのときの智からは、どうしてもそういった女性がいるようには思えなかった。

「そっか。百合香がそう決めたなら、なにも言わないよ」

　綾子は優しい表情でそう言って、百合香の手を握った。




　駅で綾子と別れると、スマホが震えた。

「もっ、もしもし！」

『すぐ電話に出られたってことは、今ひとり？』

「はい。駅に着いて、綾子さんと別れたので……」

『本当はもっと早く連絡するつもりだったのに、江川に捕まって遅くなった。まあ、百合香も桜井といたしな』

　百合香は、綾子に自分たちの関係を伝えたと報告するタイミングを窺っていた。すると、予想外の言葉に驚かされる。

『じゃあ、そっちに迎えに行ってもいい？』

　今から会える。それだけで仕事の疲れも一気に吹き飛んだ。

『数分待って』と告げられ、百合香は待ち合わせの大きな通り沿いに出た。夜は冷えるが、数分後を思っていれば、寒さを忘れられる。暗くてよく見えないにもかかわらず、コンパクトミラーで身だしなみをチェックした。

　スマホを握りしめ、探すのは一台の白い車。すると智の車がハザードをつけ、道路脇に停止するのを見つけた。人ごみをすり抜け、駆け寄る。

「悪い。待たせたよな。寒かった？」

「大丈夫です。それよりも、まさか会えるなんて思わなかったからうれしい」

　車に乗るなり百合香が素直に気持ちを伝えると、智は額に片手を添えて、ぼそっと言う。

「そんな殺し文句、どこで覚えた？」

「えっ」

　智は次に、その手を百合香の頬に近づけ、髪に差し込んだ。百合香の頬はたちまち紅潮する。

「まっすぐ家まで送るだけにしようと思ってたんだけど、百合香の言葉で気が変わった。せっかくだし、どっか寄り道しようか」

「あ、でも……」

　明日、自分は休みだが、智は仕事だ。

「俺は平気。俺がそうしたい」

　智はニッと白い歯を見せ、アクセルを踏んだ。だんだん速くなる景色を眺め、時折、智の横顔を盗み見る。




　数十分、車に揺られていると、車は街から少し離れた丘の上の駐車場へと入った。ふたりは車から降り、丸太の柵越しに見える夜景を眺める。

「近くに、こんな綺麗な夜景を見られる場所があったなんて……！　ちょっと暗いけど、夜景を見るにはちょうどいいですよね」

　感動する百合香の横で、智は柵に軽く腰かけた。百合香の大きな瞳に反射する街の光を見て、満足そうに微笑む。

「もしかして、さっき桜井に話した？」

「あっ。すみません……。相談もせずに」

「別にいい。遅かれ早かれ知られることだ。桜井は勘がいいし、今日のエレベーターでもすごい視線を感じてたから、なんとなく察してた。それに、俺もさっき江川には報告したし」

「柳瀬さんのほうは……」

　百合香は言いかけて、はっとした。うっかり『柳瀬さん』と呼んでしまった。まだ下の名前に慣れず、勢いで話すとこれまでの癖が抜けない。

　ちらりと智の顔を窺う。目が合ったが最後、たちまち智の深い色の双眸に囚われる。

　視線をずらせば東京の夜景があるのに、智のミステリアスな瞳に魅力を感じ、惹き込まれる。智が近づくだけで、胸の奥が甘く切なく締めつけられ、なぜだか涙が出そう。嫌なわけではない。どうしようもなく心臓が脈打つ。

「……ん」

　自然に瞼を下ろし、キスを交わす。物足りなさが残る軽い口づけに、もどかしくて心が疼うずいた。ふいに智が、くすっと笑う。

「ペナルティ忘れてた？」

「お、覚えてます」

「へえ。じゃあ、わざと？」

「ちっ、違いますよ！」

　目を潤ませて必死に反論すると、強引に腕を引かれ、広い胸に抱き留められた。そして、もう一度唇を重ねる。

「百合香。唇、冷たい。寒い？」

「暑いくらい、です」

　百合香が答えると、さらにきつく抱きしめられる。智は百合香の旋毛つむじに鼻先をうずめて言う。

「今日、嫌な思いをさせて悪かった。本当に大丈夫だから。信じて」

　女性客から連絡先をもらった話だ。百合香は智の中にすっぽりと収まったまま、なにも言わない。

「百合香？」

「智さんを……信じてます。でも」

　言葉を詰まらせる百合香の顔を、智が覗き込む。

「でも、なに？」

「私には、そういうのを笑顔で聞き流せる余裕がなくって……。今回みたいに智さんが女性と並んで話していたり、アプローチされたりしているのを見てしまったら、気になって、苦しくて。どんどん心が醜くなっていく」

　声が掠れる。自分の感情に押しつぶされそうだったが、言わずにはいられなかった。

　智が「はあ」と息を吐いた。瞬間、百合香は唇を噛みしめる。

　面倒くさい女だと思われたかもしれない。だけど、我慢できそうになかったから本音をぶつけた。果たしてそれが正解だったかわからなくなり、自分への嫌悪と後悔が交錯する。

「驚いた」

「やっぱり、鬱陶しく思いますよね」

「そうじゃなくて」

　言下に否定され、百合香は戸惑った。百合香をまっすぐ見つめる智の黒い瞳には、光の粒が灯っている。時間を忘れて向き合っていたら、智が口を開いた。

「俺もまったく同じ。きみと」

「同じ……って？」

「俺も、きみを信じてる。それでもやっぱり、坂谷といるところを見たくないし、江川ですら近づかせたくない。隠したくなる」

　百合香は智の言葉を聞き、茫然とする。

「嘘。智さんが……？　私と同じ？」

「そう。一緒だ」

　ピンと張った糸が、ぷつりと切れた。普段はクールな彼なのに、嫉妬が自分だけではないと知り、安堵したのだ。予想外の告白に思わず涙を流す。

「なんで泣いている？　そんな顔するなよ……離せなくなる」

　百合香は智に抱きしめられているうちに、落ち着いてきた。そっと距離を取って、彼を見上げる。

「すみません。もう大丈夫です」

「ならよかった。冷えてきた。百合香が風邪ひいたら困るし、そろそろ帰ろう」

「はい」

　ふたりが車に戻ると、すでに二十二時過ぎ。

　百合香は再び車に揺られながら思う。

　もっとゆっくり走ってくれたら、長く一緒にいられるのに……と。

「そういえば、一番初めに私を送り届けてくれたときって、おうちの方向が一緒だったから、智さんが私を送る羽目になったんですか？」

　不測の事態ではあったが、一度だけ智の家に行った際に知ったのだ。自分のアパートとそこそこ近かったのだという事実を。

「いや。そういうわけじゃないが、それを口実に俺が役を買って出た。だって、放っておいたら坂谷が手を上げるのが目に見えていたし。あいつに任せるのは、絶対に嫌だったからね」

　智はしれっとして、あの日の対抗心を露わにする。そのときから、坂谷を意識していたのだ。彼の気持ちを知るとうれしくなり、百合香は頬が緩んだ。ますます智と離れがたくなる。

　もうすぐアパートに着く信号待ちのタイミングで、智が尋ねた。

「なんだか落ち着かないみたいだけど、ほかにまだ言いたいことがある？」

『まだ一緒にいたい』と言うなら、今。このタイミングを逃したら、きっと伝えられない。だが、即答できるような勇気もない。

「早く言って。青になる前にね。ほら。歩行者の信号機、点滅してるよ」

「え？　えっ？」

　いたずらに急かされた百合香は、膝の上のバッグを握りしめ、勢い任せに口にした。

「あの……っ。かっ、帰りたくない……」

　スポーツカーのエンジン音は比較的大きい。それに掻き消されそうなひとことだったが、百合香にとっては一世一代の告白だ。

「それ、どうなるかわかって言ってる？」

　智の問いかけに百合香は一度、首を縦に振る。直後、信号が青に変わり、智はアクセルを踏んだ。グン、と勢いよく走り出す感覚に吃驚していると、智に一瞥される。

「じゃあ、帰さない」

　そう答えたのを最後に、智はマンションに着くまでなにも言葉を発さなかったが、運転の合間に繋がれた手は温かかった。




　智の部屋に入るのは二度目。智がテーブルに車のキーを置いた音に、心臓が跳ねた。

「なにしてるの？　ソファに座ったら？」

　彼が上着を脱ぐだけで、ドキドキする。百合香は目を泳がせ、遠慮がちにソファの隅に腰を下ろした。

　大それた発言をしてしまった。今さらながら自分の言動に驚いていると、智がネクタイを緩めて隣に座った。緊張が一気に高まる。智は百合香の耳元に口を寄せる。

「今さら嫌だって言っても、遅いから」

　百合香は、ぞくりとして瞼を伏せる。キスされるだろうか。それとも……などとパニックになっていたら、あっさりと智はソファから立って離れていった。

「お腹空かない？　なにか適当に作ろうか。なんでもよければ俺がやるよ」

　ちょっとのことで百合香は胸がバクバクと騒ぐのに、智は至って冷静。彼との差に物寂しさを抱きつつも、確かにお腹も空いたので、こくりと頷いた。




　百合香も普通に料理はするが、人の家でいきなりキッチンに立つ度胸はない。智の言葉に甘え、簡単な手伝いだけをした。

　慣れた手つきでパスタを作る姿から、彼は普段から自炊を心がけているらしい。あっという間に仕上がったパスタを見て、感嘆の声を漏らす。

「あり合わせのパスタで、生ハムが入ってる！」

「たまたまね。ワインのつまみに用意していたものがあった」

　ふたりはダイニングテーブルに向かい合って座る。智の作ったパスタはシンプルでいて上品な味つけで、ぺろりと平らげた。百合香が食器を片づけようとキッチンに向かうと、智に呼び止められる。

「百合香。そこはいいから。先にシャワーを使ってきていいよ。あ、さっき身体が冷えたし、お風呂のほうがいいか」

「え！　いや、ご迷惑なので……」

　自分が発端なのに、ここで『迷惑』だなんて、と口を噤む。すると、智はしたり顔で言った。

「一緒に入るか、先にひとりで入るか。どっち？」

「一緒って……あ、ありがたくお先に失礼します……」

　完全にからかわれている。

　智からバスタオルとルームウェアを借り、百合香はバスルームへ移動する。

　バスタブに入り、智の余裕ぶりを思い出して口を尖とがらせた。それでも勇気を出して伝えたから、今、一緒にいられる。静かに睫毛を伏せ、幸せを噛みしめた。




　百合香がリビングに戻ると、入れ替わりで智がバスルームに入る。ソファにちょこんと座り髪を拭くと、タオルから仄かに智の香りがした。途端に、彼に抱きしめられた感覚に陥り、胸を鳴らす。

　あまりにドキドキしすぎて、気分転換にと立ち上がった。木製のおしゃれなシェルフラックをなにげなく見れば、ペン立てやペントレーが置いてある。

「本当、ペンがいっぱい」

　好きなものを前にして、自然に笑顔になる。大きいペントレーに整然と筆記具が並んでいて、智の几き帳ちょう面めんな性格が窺えた。

　百合香はそっと、一本のペンを選んで手に取る。ラックの上部には、オレンジの表紙のメモ帳がある。若いビジネスマンに人気のメーカーの商品だ。

　中になにか書かれているのが見えて、つい覗くと、フェアやオリジナル商品の企画アイデアなどが綺麗な文字でしたためられていた。自宅でも仕事のことを考えている智を、ますます尊敬する。

「盗み見？」

「ひゃあっ！」

　背後から急に声をかけられ、飛び上がる。

「ごっ、ごめんなさい……」

「別に見られてまずいものはないし、構わないよ」

　智の許しにほっとして、改めてメモ用紙に目を落とす。

「智さんって、本当に字が綺麗」

「そうか？」

　智の書いた文字に、百合香はそっと指を置いた。

「はい。字って、人の雰囲気を表しますよね。智さんはとても繊細で芯が通っていて……力強い感じ」

「ふうん。百合香の字は？」

「私はだめですよ。迷いがあるっていうか。気が小さい感じです」

　百合香が笑って振り向くと、ふいに抱きしめられる。

「気が小さいわりに、さっきはずいぶん大胆なことを言って、驚かされたな」

「きゃあっ」

　智は「ふっ」とうれしそうに笑って、軽々と百合香を抱き上げる。

「猶予をあげたつもりだけど、覚悟はできた？」

　そのままベッドルームへと連れられ、百合香は尋常じゃないほど緊張する。

　智の寝室の記憶は、まだ新しい。十畳はある広い空間に、キングサイズの大きいベッドと木製のデスク。

　優しい手つきで百合香はベッドに下ろされた。体勢を整える間もなく、智が両手をついてじりじりと近づいてくる。

　彼の洗いたての髪からは、シャンプーの爽やかな香り。おもむろに顔を上げた先に見える、シャツから覗く鎖骨が、男性らしさを感じさせる。

「百合香」

　薄い唇から、低い声でささやかれる自分の名前。視線を上へ滑らせていくと、心を奪った宝石のような黒い瞳がある。

　濡れた髪が目元にかかっていて、そっとよけてあげると射るような双眸に侵される。もうどうしたらいいかわからない。手も、身体も、視線も、息ですらも。

「今日はキスだけでやめないよ。いつかと違って、ちゃんと記憶があるだろうからね」

　智は楽しむように、百合香の陶器のように滑らかな肌に触れる。

「……っあ、ひとりで余裕な感じ……ずるいです……」

　百合香が必死に訴えたら、智は苦笑いを浮かべた。

「ひとりで余裕、ね」

「だって、そうですよね……？　二度も見逃してくれたくらいに」

　一度目は店での打ち上げの飲み会。二度目は定休日の突然のデートの後。二度も夜をともに過ごしたのに、智は百合香に手を出さなかった。

「あのさ、本当にきみは俺を買いかぶりすぎだ」

　刹那、百合香は腰を引かれ、身体を倒された。自分を組み敷く彼がどんな表情をしているのか。しかし、顔を確認する隙も与えられず、唇を押しつけられる。

「俺が平気だったとでも？　好きな女が自分の腕の中にいて、余裕なんかあるわけないだろ。だから、この前は我慢できなくて、こうして奪った」

「あっ……ふ」

　再度口づけられると、角度を変えては力強く繰り返される。頭の奥がぼうっとして、いつしか百合香の艶やかな唇から、甘ったるい吐息が漏れていた。

「思い出した……？」

「ん、んう」

　答える機会ももらえず、また快楽の波に呑まれる。

　うっすらと感じてはいた。夢の中で唇に感じた熱。あれが彼の葛藤した後のものだったとは、考えもしなかった。

　智のしなやかな指が、百合香の髪を掻き上げるように撫でる。それが今はなんだか官能的で、智を見つめ返す瞳は潤み、小さな手は智のシャツをきゅっと掴んでいた。

　彼が必死だったことに喜びを隠せない。百合香は頬を上気させ、ねだるような視線を向ける。すると、やや乱暴に両手で顔を包まれた。

「そんな表情をされたら、自制がきかなくなる……って！」

　熱情のこもった双眼を向けられるなり、待っていたのは貪るようなキスの嵐。次第に口内にするりと舌が入り込み、中を蹂じゅう躙りんされるうち、恍こう惚こつとして頭の中が空っぽになっていく。

　布擦れの音が静かな部屋に響く。智の急くような手の動きで、身体が容易に露わになり、恥ずかしさのあまり、両手で顔を覆った。だが、智に手を掴まれ、強引に外される。

「どうして隠すの」

「やっ……は、恥ずかしい……」

「だめ。ちゃんと見せて。俺を見て」

　廊下から漏れる灯りに照らされた智の整った顔も、濡れた髪も、がっしりした首筋も、鎖骨から引きしまった腕までのラインも……すべてが色っぽい。女である百合香のほうが、変な気持ちになる。

「百合香。好きだ」

　何度も心臓を刺激され、もう冷静ではいられない。

　智は百合香の肌を、じっくりと味わっていく。唇。それから、頬。耳介まで辿り着くと、いたずらに甘噛みをする。

「んんっ」

「ずっと、こうしたかったのに……肝心なときは寝てるなんて」

　胸元にキスを落とす智が、激情に満ちた目で自分を見上げている。百合香は瞬時に、ぞくぞくっと背筋が粟あわ立だった。

「今日は我慢しない」

　今度は手を取られ、爪の先まで丁寧に口づけられる。やまないキスは、百合香の火照る身体を下っていき、果てはつま先まで下りてきた。

「あっ、んぁ……」

「もっと、その可愛い声を聞かせて」

　ぴたりと添わせた身体の感触を、目を閉じて必死に感じる。ふたりは求め合うように熱を重ねた。

「おかしくなり、そう……っ……」

「いちいち煽ってくるね。声も表情も。本気で俺、余裕なくなるんだけど」

　迫りくる快感に呑み込まれ、広くたくましい背中に爪を立てる。

　こんなに幸せでいいのだろうか。

　智の声も指も、流れ落ちる汗のひとしずくでさえも愛おしい――。




　百合香が穏やかな気持ちで目を閉じていると、智が口を開く。

「そういえば、明日もなにも予定がないなら、一度アパートに帰って、またここに戻ればいいよ」

「え？」

　ベッドの中で寄り添いながら出された提案に、百合香は目を瞬しばたたかせた。智は喉の奥を鳴らし、優しく眉尻を下げる。

「だって明後日はふたりとも休みだよ」

「えっ。嘘！」

「やっぱり気づいてなかったか。明後日、行きたいところ考えておいて」

　智は腕枕をしている手で、繰り返しゆっくり髪を梳すく。それがとても心地よくて、百合香は返事もそこそこに、智の香りに安心して眠りに就いた。

　とても満たされ、幸せな表情のまま。










明かされた秘密




　智は心地いい夢を見ていた。そこに、微かにスマホのバイブレーション音が邪魔をする。重い瞼を押し上げたら、目の前には百合香の寝顔があって、昨夜の甘いひとときを思い出し、つい笑みが零れた。ひそやかに彼女のこめかみにキスをする。

「ん……？」

「おはよう」

　横たわったまま智は肘をつき、手に頭を預け、百合香を見つめた。

「えっ、お、おはようございます……」

　どうやら寝起きの百合香は、ここが智の家だったと忘れていたようだ。驚いた顔を見せた後、頬をピンク色に染めて布団に潜った。

「百合香、なにしてるの？」

「こ……心の準備を」

「今さら？」

　智がくすくすと笑って言うと、布団の中から「だって」と聞こえてくる。なかなか布団から出てこない百合香に痺しびれを切らし、ベッドから立ってひとこと投げかけた。

「俺、もう会社に行かなきゃならないから」

「えっ」

　仕かけた罠に、百合香はまんまとハマって布団を跳ねのける。

「引っかかった」

　百合香を待っていたのは、ふい打ちのキス。

「続きはまた夜に」

　智はにんまり顔でささやき、「百合香はゆっくりしてて」と言い残してベッドルームを出た。




　皺のないスーツに身を包み、キッチンでコーヒーを淹れる。ふと見ると、廊下から百合香がひょこっと顔を覗かせていた。

「なにもお手伝いできず、すみません……」

　見るからに落ち込んだ様子を見て苦笑する。

　百合香と一緒に働くようになってたった一ヵ月だが、彼女は真面目で、それゆえ、ちょっとしたことで自己嫌悪に陥りやすい性格だと察していた。

「それなら今夜、なにか作って待っててくれたらうれしい」

「わ、わかりました！　苦手なものはないですか？」

　そして彼女は、必要とすればとても弾けるような笑顔を見せる。それはもう、子どもみたいに純粋だ。

「特にないよ。ああ、あとこれを渡しておく」

「なんですか？」

　智は百合香の元へ歩み寄り、小さな手のひらに合い鍵を載せる。

「家の中のものも、自由に使っていいから」

　驚く百合香もまた可愛い。彼女の分のカップを出し、上機嫌でコーヒーを注ぐ。彼女と一緒に飲む朝のコーヒーは格別だった。




　緩む頬をなんとか引きしめ、智はいつもより数分遅れて職場に着いた。とはいえ、時間には余裕があるため、ほかの社員はいない。事務所のデスクに荷物を置き、パソコンを立ち上げ、受信メールを確認する。

【柳瀬様　お世話になっております。先日からお話ししておりました、出張の件とオリジナル商品についての打ち合わせをお願いしたいので、ご都合のいい日時をお知らせくださいませ。　OCEAN Co.　阿部美雪】

　智は腕時計と卓上カレンダーを見やってしばし考え、返信をせずに二階へ向かった。ショーケースが目に入った瞬間、百合香を思い出す。

　――『綺麗になってまっすぐ並んだ筆記具を、最後に見るのが楽しくて』

　陽だまりのような温かな笑顔を頭に浮かべ、今頃、百合香はなにをしているだろうかと考える。きっと、まだ朝なのに今夜の食事をどうするか思い悩んでいるはず。

　会いたい。約一時間前に別れたばかりなのに、と思わず失笑する。

　ずっと惹かれていた百合香を手に入れたら満足するかと思いきや、ひどい独占欲と執着心だ。自分の新たな一面を知り少々戸惑ったが、それも一興かとひとりで笑った。

　目を閉じて、智はショーケースの上にそっと手を置く。再び瞼を開けたときには、部長の顔になっていた。




　休憩時間も過ぎ、十五時を回った頃。事務所で仕事をしていた智は、売り場へと下りた。すると、ショーケースを挟んで坂谷と美雪が雑談中だった。

「阿部さんって、美人っすよね」

「ふふっ、ありがとう。坂谷くんって、いい子ねえ」

「や、お世辞じゃないっすよ。実際モテるんじゃないですか？」

　坂谷のフランクな雰囲気に、美雪も打ち解けた様子だ。

「それが全然。会社では男性扱いよ」

「ええ！　ったく、社内の男はなにしてんすかね！」

「じゃあ、坂谷くんが相手してくれる？」

「いや、すみません！　俺は無理っす。ほかにいるんで」

　そこでようやく、美雪が智の存在に気がつく。

「あ、柳瀬さん。お世話になっております」

「お待たせしたようで、すみません」

「いいえ。坂谷くんが、気遣って相手をしてくれていましたから」

　今朝の美雪からのメールの返事は、午前中に電話で『今日の十五時頃に』と話をつけていた。智は坂谷を横目で見て、「応接室に行くから」と告げる。坂谷は美雪との雑談がまずかったかと気づいたようで、返事をするなり、そそくさと仕事に戻った。

「では、移動しましょうか」

　美雪に声をかけ、先ほどまでいた事務所の一角にある応接室へ行く。

「今日はお時間をいただきまして、ありがとうございます」

「こちらこそ、急な日程に合わせていただき、感謝します」

　美雪は、智と同じ二十九歳。はっきりした物言いをし、男性社員にも負けず劣らずの働きぶりで、社内外で評判は上々。自分に自信があるからか、今も堂々と打ち合わせを始めている。

「まず、来週に予定しております当社の工場見学の件ですが、柳瀬さんがいらっしゃいますよね？」

「ああ。それですが、実は検討中で」

　年に一度の工場見学。万年筆やボールペンの生産過程から、細部の仕組みの説明まで、内容は多彩。今回、たまたま弐國堂にいるから、自ら出向いて知識を深めるチャンスだと考えた。

　しかし、百合香や坂谷をそばで見ていたら、彼らこそ少しでも早く勉強させてあげたほうがいいのでは……と感じ始めたのだ。

　ただ今年は、元々智が提案した OCEAN との初のコラボ企画としてオリジナル筆記具を考えているだけに、事業戦略部部長として、工場への理解と挨拶を兼ねて伺うべきとも思い悩む。

「柳瀬さんの、部下の能力を伸ばしたいというお気持ちはわかります。ですが、うちの工場は来年もまた機会があるはずですから。今回は柳瀬さんが適任なのでは？」

「そう、ですね」

「私も同行しまので、宿の手配などはお任せください。ああ、出先でなにかあったときに困ると思いますから、携帯番号をお渡ししておきますね」

　そう言って、美雪は名刺に個人の携帯番号を記入し、智に渡した。




　新商品や今後の展開など、いろいろと打ち合わせを行い、席を立ったのは約一時間後。ふたりはエレベーターホールに立ち、階数ランプを見上げる。

「平日はほぼ毎日、ここへ足を運んでいただいているようで。ありがとうございます」

「いいえ。私も弐國堂の担当を引き継いだばかりですし、覚えなければならない仕事が山ほどありますから」

　先に智がエレベーターに入り、ドアを押さえ、美雪は智の後ろに乗り込んだ。

「それに、柳瀬さんに会えるのも楽しみですし」

「……それは光栄です」

　智は美雪の意味深な発言に、慎重に答えた。すると、美雪はくすりと笑って言う。

「坂谷くんも。そうそう、さっきの彼、あの言い方だと本命の彼女がいるみたいでしたよね。社内恋愛だったりして。柳瀬さん、なにかご存じないんですか？」

「さあ。僕はここに来て間もないので、その辺りはよく」

「そういえば、もうひとりのスタッフ……神野さんでしたっけ？　今日はお休みなんですね。初々しくて可愛らしいですよね。坂谷くんの本命は彼女かも」

　口元に緩やかな弧を描き、なにかを探るような視線を向ける美雪に、智は警戒心を露わにする。

「阿部さんは担当になられたばかりなのに、うちのスタッフをよく見ているんですね」

「私、人間観察が好きなんですよ。なので、誰が誰を苦手とか、好意を抱いている相手とか、だいたいわかりますよ」

　彼女はどんな反応をするかと思えばまるで動じず、逆に本心を試された気がする。智は冷静に、表情も変えずに淡々と返した。

「へえ。そうなんですか」

　そこで二階に到着し、会話は止まる。美雪は端麗な顔に微笑を浮かべた。

「私はもう少し売り場のチェックをしますので」

「よろしくお願いします」

「では、また」

　智は美雪の後ろ姿を見つめ、嫌な予感を抱いていた。




　その頃、百合香は智の提案通り、一度自宅アパートに戻っていた。夕方になり、自宅を出てスーパーに寄り、智のマンションにやってくる。夕食のメニューは非常に悩んで、自分の好物でもあるロールキャベツに決めた。

　キッチンで下ごしらえをし、鍋に敷きつめて煮込み始めて約十五分経ったとき、ポケットの中のスマホが鳴る。智だ。

「もしもし、お疲れさまです」

『今から帰るよ。なにか必要なものはある？』

「いえ、特には。智さんがいるものだけを」

『俺はもう、必要なものは昨日家に置いてきたから。じゃあ、あとで』

　初めは智の言葉を理解できなかったが、通話を切って、くつくつと煮込まれているロールキャベツを見つめ、ふと気づいた。

　もしかして彼の言う『必要なもの』とは、自分のことではないか。

　途端に羞恥心でいっぱいになり、誰もいないのにキッチンの隅で顔を隠す。十数秒そうして、どうにか気持ちを落ち着け、腕時計を見た。

「あと、三十分くらいかな……」

　百合香の心は、緊張と期待で大きく膨らんでいく。




　いそいそと食事の用意を進め、ダイニングテーブルに皿を並べる。キッチンを綺麗にしていたら、予想よりも早く智が帰宅してきた。

「ただいま」

「おかえりなさい。早かったですね。もう少しかかるかと」

「ああ。百合香がいると思ったら、つい」

「も、もう。スピード違反で捕まっちゃいますよ」

　頬が緩むのを押し隠し、百合香は口を尖らせる。

「いい匂い。なにを作ってくれたの？」

「それが、すごく悩んだんですけど」

「うん。そうだろうと思ってたよ」

　智は上着を脱ぎながら、くすくすと笑った。ダイニングチェアにそれをかけ、百合香を横切ってキッチンを覗く。

「ロールキャベツだ」

「はい。私はロールキャベツとご飯の組み合わせは大丈夫なんですが、智さんは平気ですか？」

「うん、平気。一緒に食べよう」

　半日ぶりに見る智の笑顔が眩しい。今朝、顔を見たばかりなのに、またドキドキしている。

「あの、お風呂は？」

「後でいいよ。百合香もお腹が空いただろう？　それとも、一緒にお風呂に入りたくなった？」

「なっ……」

　智がククッと喉の奥を鳴らし、目を細める。絶対にからかって楽しんでいるとわかってはいても、平然な顔でいられないから悔しい。

　ふたりは向かい合って座り、「いただきます」と手を合わせる。百合香は智が料理に箸をつけるのを、内心ハラハラして見届けた。

「うん。美味しい。いつも弁当を作っているだけある」

　些細な言葉がすごくうれしい。料理を褒められて安心し、ようやく百合香もご飯を口に運んだ。

「実は再来週、二泊くらいで出張があるんだ。二、三日の間は会えなくなる」

「出張？　じゃあシフトを調整しなきゃならないんじゃないですか？」

　百合香は今日シフトをチェックしていたが、出張の文字はなかった。

「そうなんだ。たぶんシフトは、一週間くらいすれ違いになるかもしれない。だから、予定がないとき、いつでもうちに来たらいい。合い鍵はずっと持ってていいよ」

　シフトのすれ違いは、今朝もらった合い鍵で埋められる。けれども出張のときばかりは、智のマンションを訪れたところで会えるわけじゃない。

　今日、数時間離れていただけで『会いたい』と思った。近い未来、彼は本社に戻って忙しく過ごすのだから、もっと長い期間会えなくなる。

　想像するだけで、百合香は寂しさと不安が一気に押し寄せた。

「出張はどちらまで行かれるんですか？」

「神こう戸べと広ひろ島しまかな。広島に OCEAN の工場がある」

「OCEAN って……阿部さんも？」

　百合香の心は急激に乱れる。どうも美雪には苦手意識があるせいだ。

「ああ。彼女と、もうひとりの男性社員と一緒だよ。心配しないで」

　智は優しく言って、ロールキャベツを頬張る。

「それより、明日行きたいところは考えた？」

「あ……」

　百合香は、夕食の準備ばかりに気を取られ、明日についてまで頭が回らなかった。

「だと思った。せっかくだし、明日は遠出でもしようか？」

「はい」

　好きな人と食卓を囲み、明日の予定を立てて笑い合う。

　百合香は幸せな時間を噛みしめ、今はとりあえず先のことに不安になるのはよそう、と決めた。




　翌日。百合香と智は車で約二時間走り、東京を出た。ビルに囲まれた景色から一変し、窓の外は緑や青空でいっぱいになる。

「いい天気でよかったですね！」

「そうだな」

　具体的に行き先を決めていないふたりは、行き当たりばったりで立ち寄った丘の上にある公園を散策していた。階段が多くなかなか大変だったが、百合香は智と一緒ならどこでも楽しかった。

　途中、ベンチを見つけ腰を下ろす。胸いっぱいに空気を吸ったとき、ふと気づいた。

「智さんって、ひょっとして私といるとき、煙草……遠慮してます？」

　最近思い出した。以前、残業をした日、車で自宅まで送ってもらったときのこと。智は喫煙ルームにいた。思い返せばそれより前も、ときどき喫煙ルームに入っていた。それなのに、近頃は煙草を吸っている姿を見ていないのだ。

「まあ、別に吸わなくてもいいし」

「でも会社の喫煙ルームには、結構通っていましたよね？」

　ふいっと智が目を逸らした。そんな反応は今までになかったから、図星を突いたのだと確信した。子どものように強がる様子に、思わず笑いが零れる。

「そこまでわかっているなら、理由も当然気づいているんだろうな？」

　突然、智にじろっと睨にらまれ、あたふたする。瞬間、後頭部に手が伸びてきて、唇を奪われた。

「さとっ……」

　まだ昼間。さらに人が行き交う公園の敷地内だ。今はたまたま誰も通りかかっていなかったが、タイミングによっては見られてしまうかもしれない。

　百合香は真っ赤な顔でそう抗議しようとするも、言葉にならない。智が勝ち誇って口の端を上げる。

「煙草は、こうしたいときに邪魔になるからね」

　にんまりして言われ、百合香の頬がますます赤みを帯びていく。

「我慢……してるんですよね？」

「大丈夫。だって、口寂しくなったら百合香がいるし」

　さらりとキスを連想させるセリフを言われ、百合香は心臓がもたなくなりそうで胸を両手で押さえた。ベンチから立った智は愛おしいものを見るように微笑んで、右手を差し出す。目の前にある大きな手のひらに、そっと指を重ねた。

　再び歩き出すと、視界を独占したのはたくさんの桜の木。

「わあ！　桜の木！　こんな丘の上だったら、春は絶景なんでしょうね。私、桜って綺麗で好きです」

　手を繋いで並木道を行きながら、智は空を仰いだ。

「来年は、桜が散る前に来よう」

　当たり前に来年の話をしてくれるのが、すごくうれしい。智の未来に自分がいるのだと思うと、胸がじんとして目頭が熱くなった。




　それから東京に戻り、ディナーを済ませたときにはすっかり暗くなっていた。もうそろそろ帰る時間だ。楽しい時間はあっという間だと実感していたら、智が言った。

「もう一ヵ所、行ってみる？」

「え？　どこへですか？」

「食事はしたばかりだから、レストランではないよ。百合香が喜びそうなところ」

　そして数十分、車に揺られていると、徐々に街の光が少なくなっていく。到着したのは、東京湾が一望できる広い遊歩道だった。柵のそばまで歩き、東京湾の向こう側の絶景に感嘆の声を漏らす。

「すごい……！」

　都心の灯りがキラキラと輝き、波の音と相まって、幻想的な世界に立っている錯覚を覚える。東京タワーも見え、普段はあの中で生活をしているのだ、と不思議な感覚になった。

「綺麗。ずっと眺めていられ――」

　ふいに肩に手を回され、身体を引き寄せられる。流れるように前髪にキスを落とされた。

「さっ……智さん！　こんなところで」

「誰も見てない」

　確かに絶景を前にしていたら、みんなそっちに釘づけになるだろう。それに、薄暗いから近くで目を凝らして見なければ、一瞬のことなど気づかれない。だが、百合香は危機感を持って智に注意する。

「もし誰かに見られてたら」

　現在、ふたりの関係は秘密。迂闊な行動は慎むべきだ。

「いいよ。そのときはそのときだ」

「だけど、得策ではないって……あ」

　ふと百合香は思い出した。この話をしていた際、智が言い濁して……『百合香が大変になるから』と零していたのを。

　ずっと聞きそびれていたが、あれはいったいどういう理由なのか。

「私が大変になるって、どういう意味ですか？」

「ああ、覚えてた？」

「そりゃあ……気になりますもん」

　智は柵に腕を載せて寄りかかり、遠くを見つめてつぶやいた。

「そうだな。時期が来たら、ちゃんと教えるよ」

「え……」

「ま、俺はすぐ本社に戻るし、周りを極端に気にするのも残りわずかだと思うから」

　真相が聞けず、靄もやがかかる。さらに、今のように智の顔がいつでも見られなくなることもわかっていたはずなのに、衝撃を受けた。百合香は無言で智の袖口を、きゅっと掴む。

「どうした？」

「寂しい……です」

「俺もだよ。でも、いつか百合香だって異動の可能性はある」

　初めて気づかされた。彼の言うように、自分だってずっと同じところに留まっていられるわけではない。なんとも言えないショックを受け、完全に言葉を失う。すると、智が子どもを宥めるように、優しく百合香を抱きしめた。

「悪かった。せっかくのデート中に、こんな話をして。けど、俺たちがだめになるわけじゃないから」

　百合香は頭を撫でられ、甘えるように智の胸に寄りかかる。

「ごめんなさい」

　別に今生の別れになるわけじゃない。ただ、今が恵まれているだけの話。

「智さんの出張中は、売上に貢献できるように仕事を頑張ります」

　元々、智は弐國堂の人員不足による一時のヘルプを兼ねて、低迷している売上の対策を講じるためにやってきている。それなら、些細なことでも彼の役に立ちたい。

　自分に自信が持てたら、きっと精神的に強くなれて、智と離れたところで動揺したり不安になったりしないはずだ。

　百合香が力強い眼差しを送ると、智はあっさりと答えた。

「頼もしいね。ただ、押しに弱いし、鈍いから、そこだけ心配。流されたりしないようにね。特に坂谷には」

「う……流されたりなんか……」

「エレベーターの中とかね」

「そ、それはっ」

　智の意地悪にまだ慣れない。百合香が頬を膨らませると、智はもう一度背中に腕を回した。

「俺は百合香を離さないよ……絶対に」




　翌日は二日ぶりの仕事。百合香は連休中の伝言をチェックする。ホワイトボードには、思った以上に自分宛のメモが残っていて固まった。これを今日中に処理しなくては、と片っ端から目を通し、優先順位を立て始めた。

　仕事に追われるのは大変だが、こなせたときの達成感がいい。心地いい緊張を抱き、最後のメモを開く。中身を見てドキッとした。

　内容はほかの伝言とほぼ同じにもかかわらず、ブルーブラックの文字を見てすぐに智だと気づき、ときめいた。字幅がやや太い気がする。胸ポケットの桜のインク色を変えたのだろうか。

　ブルーブラックは、ほかの色と比べて退色しづらい。その特色通り、百合香の中で、自宅で智からのメモを見たときの気持ちは色褪せていなかった。




　開店して間もなく、カウンターで伝票を起こしていた百合香の元に、ヒールの音が近づいてきた。「いらっしゃいませ」と顔を上げ、目を見開く。

「柳瀬さんは……いらっしゃいますか？」

　百合香の前に立つのは、数日前に智へメモを渡して去っていった女性だ。百合香は狼狽したが、どうにか口を開く。

「柳瀬は……」

「いらっしゃいませ。私をお探しですか？」

　百合香の言葉とほぼ同時に、智がちょうどやってきた。百合香は複雑な気持ちで、ふたりを横目に伝票と向き合う。

「あの、先日はすみませんでした。私……一方的に」

「いえ。こちらこそ。連絡を差し上げられなくて申し訳ありません。次にお会いした際、きちんとお話をしたいと思っていました」

　伝票にペン先を置いたまま、百合香はひそかに耳を澄ませる。すると、智の迷いのない声が届いた。

「私には大切な女性がいます。すみませんが、お応えできません」

　はっきりとした意思表示が聞こえた途端、ペンを握る百合香の手が小刻みに震えた。

「もう少し私を知っていただいてから、とはならないですか……？」

「申し訳ないのですが」

「その方に悪いから……？」

　意外にも食い下がる女性客に、百合香の仕事は一向に進まない。ついに、ふたりを振り返ってしまった。刹那、智の凛とした横顔が目に飛び込む。

「それももちろんですが、この先、彼女以外はあり得ないと思っていますから」

　智が言うと、女性客は残念そうに「わかりました」と頭を下げて帰っていった。ほっとした気持ちと罪悪感を抱き、再び伝票に視線を落とした瞬間。

「柳瀬さんって、彼女いるんだ」

「さっ、坂谷さん！」

　いつから近くにいたのか、智のほうばかり気にしていて、まったく気づけなかった。心臓がバクバクと騒ぐ百合香とは対照的に、坂谷は無邪気に好奇心全開で話を続ける。

「柳瀬さんってプライベートが謎だし、すごく興味あるな！　ね？　神野さんは興味ない？　まあ、俺は柳瀬さんより神野さんのほうが気になるけど。前に聞きそびれちゃった話……彼氏いるの？」

　坂谷はひとり盛り上がり、逃げられる雰囲気ではない。百合香は意を決して答えた。

「好きな人はいます」

「えっ！　マジか……。付き合ってるわけじゃないんだよね？」

　重ねられた質問の返事にしどろもどろになっていたら、高らかな声が割って入る。

「お疲れさまです。坂谷くん、ほかに好きな子がいるって話、やっぱり彼女だったのねえ。ね、柳瀬さん」

　百合香と坂谷が同時に顔を上げると、いつの間にか隣には、パリッとした真っ白なシャツを着た、パンツスーツ姿の美雪がいた。さらに後ろには、美雪と合流したらしい智が立っている。

「あ、阿部さん。お世話になってます」

　坂谷が動揺をごまかすように挨拶をする。百合香も隣で同じく頭を下げた。

「ちょっと事務所に行ってくるから」

　智は無表情で淡々と告げ、百合香の肩をポンと叩たたく。

「今夜は残業しないように」

　百合香にだけ聞こえるようにささやき、颯爽と去っていく。

「では、のちほど。柳瀬さんをお借りしますね」

　美雪も踵を返し、智の後を追いかけていなくなる。百合香は美雪の後ろ姿を茫然と見つめ、無意識につぶやいた。

「すごい美人ですよね」

　バックヤードのほうへと消えていったふたりに、なんとも言えない焦りを抱く。

「だよねえ。でも今はフリーなんだって」

「え？　どうしてそんなこと」

「阿部さんと、ちょっと話したことあってさ」

　百合香は「へえ」と軽く相あい槌づちを打ち、内心ではひどく動揺する。

　美雪のように大人で美人な女性のほうが、智にはお似合いに思える。仕事だとわかっていても、以前ランチにまで出かけたふたりが正直、気になって仕方がない。

　不安に思っているうちに、急に店が忙しくなり、坂谷とはそれきりになった。




　数時間が経ち、百合香の休憩時間になった。事務所に入ると、応接室から出てきた智と美雪と鉢合わせた。

「あっ……お、お疲れさまです」

「ああ。お疲れ。売り場は大丈夫？」

「あ、さっきちょっと混みましたけど、今は」

「そう」

　話が終わり、休憩室へ足を向けたとき、美雪が智に言った。

「あ、ちょっと先に売り場へ行っていてください。経理の方にお話があったのを思い出したので」

　智が「わかりました」と答え、事務所を出ていったのを背中越しに感じる。ふたりが別行動になって心のどこかで安心していたら、突然声をかけられる。

「ね、神野さん。休憩かしら？　少しいい？」

「はい？」

「柳瀬さんって、彼女とかいるのかしら？」

「え……？」

　百合香は驚倒して、なにも答えられない。美雪ははにかんで口元に手を添え、小声で言う。

「実はずっと気になっていたものだから」

「すみません。ちょっとそういうことは、知っていてもお教えできかねます」

「そうよね。ごめんなさい。休憩の邪魔をしちゃって」

　にっこり笑顔で美雪は去っていった。経理に寄らなかったところから、あれは口実で、智について聞き出したかっただけらしい。

　百合香は嫌な予感を抱き、曇った表情で休憩室へ向かった。




　閉店まで、あと一時間。今朝から追われていた仕事も、終わりがやっと見えてきた。忙しいおかげで美雪のことを考えずに済んでいたが、商品整理をし始めたら、再び思考が支配される。財布や手帳などの革小物を整頓しながら、悶々とする。

　美雪が智に好意を抱いているのは間違いない。

　百合香の勝手な予想で、美雪の仕事ぶりから、恋愛も積極的なタイプである気がする。そうなれば不安要素しかない。どうにか考え方を転換し、せめてプラスに捉えるならば、容姿端麗な美人が好意を持つほど智には魅力がある、というくらいだ。

　しかし、彼女と一緒に出張へ行くと知っている今、寛大な心ではいられない。美雪は出張の間、智へ猛烈アプローチをかける可能性もある。

　百合香はいつからかずっと持っている商品を見つめ、顔を真っ青にした。首を横に振って、整頓をさくさく進めていく。

　作業が終わっても、手を止めているとよくないことばかり考えそうで、バックヤードに足を向けた。すぐさま棚にある在庫の整理を始める。脚立に乗り、自身の身長を優に超える二メートルほどの棚に載った、箱に入った鞄の在庫に手を伸ばした。

「神野さん」

「ひゃっ！」

　ふいに坂谷に呼びかけられ、体勢が崩れる。バランスを失い、ふらついた身体を坂谷が支えてくれた。

「だ、大丈夫!?　ごめん。俺が急に声をかけたりしたから」

「い、いえ。すみませんでした」

　百合香はぱっと離れるも、背後は棚でそれ以上身動きが取れない。彼の真剣な面持ちから、嫌な予感がする。

「神野さんは今夜、暇？」

「え……と、今夜は予定が」

　たどたどしく答えたわけは、今夜の予定が確実なものなのか、自信が持てなかったから。日中、智に『残業はしないよう』命じられた。たぶん、仕事後に会うつもりでいてくれているのだと受け取った。

「えー。そっか……残念。おっと」

　突然、坂谷が距離を詰めてきた。目の前に坂谷の喉が見えるくらい近づかれて、百合香は大きく動揺する。身体を硬直させ、なにが起きたのかと神経を尖らせれば、どうやら、在庫の箱が頭上に落ちそうになっていたようだった。

「ここ、危ないよ。高いところの整理は俺が後でやっておくから」

「あ、ありがとうございます」

　不用心にも、百合香は坂谷を見上げてしまった。間近で視線を交錯させ、ぎくりと強こわ張ばる。

「ね。神野さんの好きな人って、どんなやつ？」

「あの……」

　百合香が言い淀よどむと、坂谷は低い声で宣戦布告する。

「俺、神野さんのこと、そいつから奪いたいくらい本気かも」

　頭が真っ白になった瞬間、坂谷の後方から足音が聞こえる。人の気配に、ふたりは慌てて振り返った。

「ふたり同時に裏に入ったらだめだっていうのが、わからないのか」

　さっきの坂谷よりも遥はるかに低い声で注意したのは、智だ。

「す、すみません！　今戻ります！」

　坂谷は、ささっとバックヤードから出ていった。取り残された百合香は、静かに怒りを滲ませている視線に気まずさを覚える。智は腕組みをして出入口の壁に寄りかかっていて、逃れられない。

　恐る恐る顔を上げると、彼の鋭利な目に足が竦んだ。

「ごっ、ごめんなさい……」

「なにか謝るような理由があるの？」

　智はゆっくりと百合香に歩み寄り、柔らかな声音で問い返す。それが逆に怖い。

　自らなにかをしたわけではない。だが、結果的に智を不安にさせている。智の質問になにも返せず、小さく唇を噛んでいると顎を捕らえられ、クイッと上向きにさせられた。

「百合香、隙だらけ。もうちょっと周りを気にして。じゃなきゃ俺、出張なんか到底行けない」

　返す言葉もない。さっき智が来なければどうなっていただろう。連絡先くらいは教える羽目になっていたかもしれない。

「すみません……」

　睫毛を伏せ、百合香は掠れ声で謝った。瞬間、強引にうなじに手を添えられ、引き寄せられた。

「だめ。許せない」

　棚の死角に押し込まれる。耳元でささやかれると、抱きしめられた。やや乱暴な手つきから、彼の感情がストレートに伝わる。智は百合香と距離を取り、口元を手で覆ってぼそっとつぶやく。

「はあ……。本当、調子狂うな……。こんなふうに公私混同はしない主義だったはずなのに」

　百合香は目を点にし、動かずにただ智を見つめる。彼は踵を返し、バックヤードから立ち去る直前、一度足を止めた。

「今日、終わったら近くで待ってて。連絡する」

　心臓が早鐘を打つ中、智が売り場へ先に戻っていくのを見届けた。百合香は頬を手できゅっと上げて気を引きしめ、閉店の音楽が流れ始める売り場に戻る。周りを見たら坂谷は接客中で、智はすでに担当メーカーの商品をチェックしていた。

　百合香はひとりショーケースの元へ行き、試筆後の万年筆を洗浄する。

　グラスに入った水の中にインクが溶け出し、混ざり合う。汚れた水を何度も入れ替え、インクが薄くなるまで丁寧に、綺麗に洗う。無心になって、ひたすら同じ作業を繰り返した。

　人の心も、万年筆と似ている。定期的に綺麗にしなければ、汚れはこびりついて扱いづらくなっていく。内に溜めているものを出さずに放置していたら、中途半端に相手を傷つけたり、心が押しつぶされたり……。

　百合香は、いくつか胸に溜め込んでいた。

　坂谷に智との関係を伝えられない。智に美雪の存在が不安だと素直に言えない。『時期が来たら』と言っていた内容を、本当は今すぐに教えてほしい。

　なによりも気になるのは、自分は本当に智の一番なのかどうか――。

　百合香はさながら自分の心の中をすっきりさせるかのように、黙々と万年筆を洗浄し、ペントレーに並べて乾燥させた。




　夕礼が終わり、坂谷とふたりきりにならないようにして、事務所へ向かった。

　着替えを終えた後も同様で、彼がいないのを確認し、そそくさと事務所を横切っていく。その際、智がデスクにいることに気づいて足を止めた。

　ついアイコンタクトを取ったが、向こうがジェスチャーで〝行って〟と手を動かすから、はっとして事務所を去った。

　外に出て、ひとつ目の角を曲がったコンビニに入り、雑誌を手に取る。

　数分後、スマホが鳴った。百合香は雑誌を戻して、店外に出る。

「もしもし」

『百合香。近くにいる？』

　智の声を聞くと、自然に表情が緩む。

「はい。最寄りのコンビニにいます」

『そうか。そこから一本先の道で、待ち合わせでいい？』

「わかりました。移動しますね」

　通話を切る前から、待ち合わせ場所へと足を動かしていた。智に早く会いたい一心だ。早足で先を急ぐと、白い車が目に入る。もう周りなど見えず、智の元へと急いだ。

　ナビシートの窓をひょこっと覗き込み、ドアに手を伸ばそうとした瞬間。

「あら？　神野さんじゃない？」

　名前を呼ばれ、目を剥いた。

「あ、阿部さん……！」

　慌てて手を引っ込めるも、すでに手遅れだったようで、美雪は車の中に目線を向けていた。

「柳瀬さん？　えっ。もしかして」

　美雪は珍しく本当に驚いたようで、言葉の続きを発さない。百合香は、しまった！と青褪め、後悔と不安に襲われる。智もさすがにこの場をごまかすのは難しいと判断したのか、ナビシートのウインドウを下げた。

「お疲れさまです。仕事終わりですか」

　智の問いかけに、美雪はいつもの顔に戻り、口元に微笑を浮かべて答える。

「ええ。これから帰宅です。それより、これが理由だったんですね。以前、プライベートでお酒に付き合ってもらえませんか？ってお誘いしたら、柳瀬さんがきっぱり断ったのは」

　おそらく、あえて彼女である百合香の耳に入れようと故意に選んだ話題だ。百合香はまんまと気持ちを掻き乱される。

「社内で周知されていらっしゃるんですか？」

「いえ。タイミングを見て」

　智は百合香と比べ、さほど慌てた様子も見られない。美雪の突っ込んだ質問にも冷静に返す。美雪は大げさなほど驚きの声を上げた。

「へえ～！　じゃあ、秘密なんですね。まあ確かに、柳瀬さんのお立場なら、かなり派手に噂うわさされそうですものね。一般的な会社員とは違うでしょうから」

　やたら智を持ち上げるような美雪の発言に、百合香は小さく首を捻る。

「それなのに、こんなところで私に知られちゃうなんて。完璧な柳瀬さんでも、彼女が絡むと違った一面を見せるんですね」

　美雪の言葉を横で聞いていて、改めて事の重大さを痛感する。

　自分たちは悪いことをしているわけではないが、相手が智なだけに、社内の反応が大きいのは目に見えている。メーカー担当者に知られて、そこから話が広がっていくというのも体裁がよくない。

　どうにかしなければ、と気持ちは焦る一方、おろおろするだけでなにもできない。

　百合香が黙って智と美雪を交互に見やっていると、美雪が中腰になって車の中を覗き込んだ。

「ああ、そうでした。お願いしようと思っていたのですが、出張の前や最中になにかあったら困るので、携帯番号をお教えいただきたいのですが」

「常に一緒に行動する予定なら、必要ないのでは？」

「予定はあくまで予定ですから。イレギュラーな流れになったとき、お互いに困らないように」

　笑顔で押しきる美雪に智は降参して、小さく息を吐いて番号を口頭で伝えた。美雪は自分のスマホに登録し、確認のため一度智に発信する。仄暗い車内で智のスマホのディスプレイが白く光った。

「それが私の番号です。以前名刺にも書きましたが、お忙しくて登録されていらっしゃらないでしょうから」

「ひとつ、お願いしておきますが、仕事時間外の連絡は控えてください」

　智がやや不機嫌そうにひとこと添える。けれども、美雪はまったくこたえていない。

「彼女の前ですもんね。優しい彼氏で羨ましい」

　急に話を振られた百合香は、昼に美雪から、智には彼女がいるかと聞かれ、しらを切った手前、なにも言えず俯いた。

「では、また明日。お店にお伺いしますね」

　にっこりと笑って去っていった美雪を茫然と見送る。美雪の笑顔がずっと頭から離れない。胸の奥がざわざわする。

「百合香。おいで」

　動けずにいたところ、智にひと声かけられ、ようやく足を動かす。車に乗ってもなお、心臓が嫌な音をたてていた。

「今日は外で……って気分じゃないから、俺の家に行こうか？」

　智の提案に、小さく「はい」と返す。車が智のマンションへ向かって走り出すと、ぽつりとつぶやいた。

「なんか……とても不安……」

　今は智が隣にいるからどうにか精神を保っていられるが、自宅に帰った後、不安に押しつぶされるのは容易に想像できる。

「それなら、不安が和らぐまで俺がそばにいるよ」

　ハンドルとギアをせわしなく操作し、智はちらりと百合香を見て優しく微笑む。

　誰の視線にも言葉にも惑わされないように、揺らがないように。

　百合香は繋がれた手の温もりを感じ、気持ちを落ち着けていた。




　いざ智のマンションに着くと、百合香は落ち着かなくてそわそわしていた。

「あの、やっぱりお味み噌そ汁しるくらい作りますよ」

「いいよ、今日は。それよりふたりでゆっくりする時間が欲しい」

　ソファから立ち上がろうとした途端、動きを制止される。

　今夜の夕食はコンビニで済ませよう、と買い物をしてきた。購入してきたものをローテーブルに出し、ソファに並んで座る。智がおにぎりに手を伸ばし、フィルムを剥がしているのを、まじまじと見つめる。

「なに？」

　さすがに見すぎて、智に気づかれてしまった。百合香はおずおずと答える。

「智さんが、コンビニの梅のおにぎりを食べてるなんて……って」

　彼は眉目秀麗で、立ち居振る舞いに品がある。以前、デートで連れていってもらった場所も高級ホテルだったりで、コンビニ弁当とは縁遠いイメージだ。ギャップを感じずにはいられない。

「そりゃ、腹が減ったし食べるよ」

　智が苦笑するも、百合香はジッと見つめ続ける。

「だけど智さんって、どこかの御曹司って言ってもいいくらいなのに、コンビニの梅おにぎりを……」

　おにぎりに海の苔りを巻く所作すらも美しい。すらりとした手が、そう見せているのだろうが、智は指の先まで上品さを漂わせる。コンビニのおにぎりも、彼が持てばどこかの料亭のものに思えるほどだ。

　ふと智を見たら、自分のほうを注目していて、たじろぐ。

「えっ。さ、智さん？　なんですか？　食べづらいですよ……」

「だって、お互いさまだろう」

　くすっと笑って返されたときに、仕返しをされていたのだと気づく。百合香が堪らず視線を逸らし、「意地悪」と頬を膨らませた。

「ごめんごめん。ほら、食べよう」

　気を取り直し、ご飯を食べる。好きな食べ物や苦手なものの話などしていたら、あっという間に食べ終わった。百合香がさっとテーブルの上を片づけ終えたところで、智が切り出した。

「今日、阿部さんに知られたのは俺のミスだ。気にしなくていいよ。どうせ、このままずっと隠すつもりはないし」

「いえ。私が迂闊に車に近づいたから……。そのせいで、智さんは携帯番号まで教えることになっちゃって」

　美雪は仕事上で必要だからというニュアンスで聞き出していたが、智と繋がっているのは変わらない。自分のせいとはいえ、こういう結果を招き、深く落ち込んだ。

「出張の間だけ。それが終われば直接かかってきた電話は取らないよ。連絡は会社を通してもらうのが普通だしね」

「でも」

　そんな簡単な話だろうか。今日の美雪の口ぶりだと、智を誘った事実もあるようだし、今後もないとは言いきれない。仮に電話に応答しなかったとしても、着信履歴は残る。智にとってストレスになる可能性だってある。

　気落ちしていると、おもむろに智の手が髪に伸びてきた。彼は手のひらで軽く掴み、するすると毛先へ滑り落としていく。

「俺は平気。それより、百合香も誓って」

「え？」

　触れられた髪には神経なんかないはずなのに、心音が大きすぎて、髪の毛さえ脈打つ錯覚を起こす。智は百合香の顔を両手で包み込み、鼻先を寄せた。

「今日あいつ……坂谷、きみを奪うって言ってた。この俺から」

　額同士がくっついた箇所が熱い。

「手放す気はさらさらないけど、俺から離れないって約束してくれる？」

　その誓いに似た想いは、もう百合香の胸にある。

　智の心の中に誰かがいるかもしれないと引っかかっていても、彼からなにも言われない限りはついていくと心に決めた。

「はい」

「……離すもんか」

　百合香の言葉から、ひと呼吸置いてそう言った智の唇が、緊張で力んだ小さな口を覆った。

　互いの体温が混ざり合っていくうち、思考が蕩とろけていく。

　片手で腰を引き寄せられ、ちょっと苦しさを感じるキスが好き。顔にかかる智の前髪や、指から伝わる熱も心地いい。

　頬を撫でたり、睫毛や額に軽くキスを落とされたり、肌と肌とが触れ合って、指を絡ませ、大きな手に握られるのも。

　低音の甘い声で名前を呼ばれるのも。

　広い胸に抱き留められることも。

　彼の綺麗な漆黒の瞳が、まっすぐ自分を映し出しているのも。

　百合香にとって、すべてが愛おしい。




　甘く長い夜を一緒に過ごしたのち、百合香はまた智の車の中にいた。自宅アパートまでもう少しのところで、智が口を開く。

「百合香。出張から帰って落ち着いたら……うちに来る？」

「戻った直後は疲れていませんか？　無理をしなくても休んでからで……」

「いや、そういう意味じゃなくて」

「えっ？」

　百合香は数秒考え、〝一緒に生活をする〟意味合いで言われているのだと気づく。あまりに突然の誘いに、すぐに返事ができない。

「返事は今すぐじゃなくてもいい。考えておいて」

　別れ際、智に言い残され、美雪の存在が薄れるほど幸せな余韻に浸っていた。




　それから、約一週間。百合香は仕事の合間に、智を目で追うようになっていた。

　明日の火曜から木曜まで、智は二泊三日で出張だ。戻った翌日は、百合香が公休。さらにその翌日は智が公休。つまり、五日間は店で顔を合わせない。

　とはいえ彼が出張から戻りさえすれば、合い鍵もあるので夜に会うのは可能だ。

　しかし百合香は、明日以降しばらく見られなくなる智の姿を、無意識に朝からずっと気にしていた。すると、背後から声をかけられる。

「神野さん。お世話になってます」

「阿部さん……！」

　今日もパンツスーツを着こなして、営業スマイルで挨拶をしてきた美雪にドキリとする。

「先日はどうも」

　早速触れてほしくない話題になりかけて、百合香は必死でほかの会話を探った。

「あ、の……明日からの出張って、OCEAN の工場に行ったりするんですよね？」

「ええ。事務用筆記具から万年筆まで、いろいろなラインを見学する予定で。あとは展示室なんかもありますよ」

「展示室？」

「廃番商品や希少商品など、うちの歴史がいろいろわかるんです」

　万年筆の工場は、どんな感じなのだろう。昔の文具にも興味がある。百合香はこんなときに、うっかり呑のん気きに想像した。

「神野さんは、ご自分の一本を持っていらっしゃらないの？　柳瀬さんは木軸の桜を持ってくださっていますよね。渋くてとても似合っていると思います」

　ふいに美雪に不敵な笑みを向けられ、ざわざわする。

「そ、そうですね。私も桜は、とても素敵だなあって」

　美雪は見定めるように、百合香の制服のポケットに目を向けて言う。

「あれは神野さんにはちょっと合わないかと。あ！　そうだ。神野さんがご自分でまだ決めきれないのであれば、来年以降うちの工場に来た際に、一本差し上げますよ」

　暗に、『あなたは彼とは釣り合わない』と言われた気分になった。おそらく、本当にそういう意図があっての発言なのだろう。

　百合香と智の関係を知っているうえで、好戦的な会話を持ちかける。それは、美雪が智をあきらめないという心境の表れだとしか思えない。

　しかし百合香は先日、智に誓った。あの約束があるから、俯かずにいられる。

「自分の一本は、じっくり選びたいんです」

　美雪をまっすぐ見て百合香は言った。

「そうですか。素敵なペンに出会えたらいいですね。それでは。私、明日の最終打ち合わせに行きますので」

　美雪はコツコツとヒールを鳴らし、バックヤードへと消えていった。百合香は自分の胸ポケットのボールペンに視線を落とし、下唇を噛んだ。




　昼になり休憩室に入ると、奥の席に綾子の姿があった。

「綾子さん！」

「わ、百合香だ！　なんかお昼が一緒なの、久しぶりだね」

　ふたりは興奮気味に言葉を交わし、昼食を一緒にとり始める。

「最近はどうなの？　百合香ったら、ちっとも連絡くれなくなって」

「ごっ、ごめんなさい」

「嘘よ。恋愛初期は忙しいもんね。結構会えてる？」

　百合香は自分の弁当のおにぎりを見ては、先日の智を思い出し、顔を赤らめた。

「ええ？　なに赤くなってるの？　百合香ったら。ごちそうさま」

　綾子は揶揄するように、にやにやと言った後、「そういえば」と続ける。

「柳瀬くん、明日から出張だってね。本社の人なのに、本当に真面目よね」

　出張の話題に及んだ途端、百合香の表情が陰った。綾子はきょとんとして、首を傾げる。

「どうしたの？　ただ寂しいっていう顔じゃないみたい」

　百合香の頭の中には、美雪が浮かんでいた。

　せっかくの楽しい休憩時間が暗くなると思ってためらったが、綾子が前傾姿勢で真剣な眼差しを向けてくるから、思いきって切り出した。

「先週、一緒のところを阿部さんに見られてしまって……。しかも彼女、彼を好きっぽくて」

「え！　あのきつそうな人？　最近やたら柳瀬くんといるところは見てたけど、まさか本当に……」

「はたから見ていてお似合いだなって思っちゃったりするんですよね。私、自信がなくて。明日からの出張も、彼は大丈夫ってわかってても、平気ではいられなくて」

　美雪は仕事ができて、いつでも自信に満ち溢れている。容姿にも恵まれ、大人の女性の色気もある。それらは自分にはないものばかりだ。

　百合香は美雪と比べて焦りを滲ませていた。

　肩を落とし力なく笑うと、綾子は激励する。

「百合香は百合香じゃん！　彼女なんだし、堂々としてなよ！　百合香はいっぱい、いいところあるよ！」

「ふふ。ありがとうございます。本当に」

　ふと綾子を見たとき、彼女の胸ポケットに光るクリップに目が留まった。

「綾子さん、そのペンは？」

「え？　ああ、これ？　なくして探してたやつが、やっと見つかったの。私の勝負ペン！」

　綾子は胸ポケットからボールペンを抜き、百合香に差し出す。

　銀色のクリップに黄色いボディの回転式ボールペン。ぱっと見はただの黄色だが、目を凝らすとマーブル状の模様だ。軸を捻り、ペン先を繰り出すとブルーのインクが微かに見えた。

「素敵なペンですね。これはイタリアの？」

「そう。〝チェルヴィーノ〟！　高級筆記具担当のときに、ひと目惚ぼれして勢いで買っちゃった！」

　チェルヴィーノは基本的に男性向けのデザインが多いメーカーだ。でも綾子の持つボールペンのシリーズはカラーバリエーションが豊富で、女性に人気。値段は決して安くはないが、美麗な色やデザインで、女性客がジュエリー感覚で購入する。

　百合香は綾子の手に戻ったボールペンを見て、色もかたちも綾子のイメージにぴったりだと思った。

「綾子さんの手に似合ってますね。羨ましい」

「百合香はなにか買わないの？　毎日見てたら欲しくなるでしょ」

「はい。でも、なかなか『これ！』っていうのに巡り会えなくて……」

　百合香の返答を、綾子は冷やかした。

「ふーん。いい人には巡り会ったのにねえ」

「も、もう！　綾子さん！」

「ふふっ。百合香、顔赤い」

　綾子と話していて、ひとつ思い浮かんだものはある。いつか智と出かけた先で見た花びらの桜だ。実は、百合香はあれから桜が気にかかっていた。

　けれども、弐國堂では実物を見られない。それと桜は OCEAN の商品だ。最近、OCEAN といえば美雪を連想してしまうため、わざと近づかないようにしていた。

「話を戻すけど、なんかあったら、いつでも声かけてよ」

「ありがとうございます」

　綾子と一緒だと気持ちが軽くなっていく。百合香は、綾子のおかげで弁当を全部平らげることができた。




「神野さん、ちょっといい？」

　売り場に戻るなり、よそよそしく智に声をかけられる。

「これ、発注しておいて」

　淡々と渡された発注書に手を伸ばす。百合香はＡ４サイズの発注書に添えられたメモに、目を見開いた。

【今夜は出張同行メンバーと急きゅう遽きょ飲み会に行くことになった】

　一文だけの短いメモに動揺を隠せない。出張のメンバーとなれば、当然美雪が一緒だ。百合香はメモを折りたたんで隠すと、顔を背けたまま作り笑いで答える。

「わかりました」

　他人行儀に会え釈しゃくをして立ち去ろうとしたとき、智が声を落とした。

「向こうはふたりだし、店長も来るから」

　ふたり？と百合香は疑問に思ったが、智が出張行きの話をしていた際、OCEAN のもうひとりの男性社員も一緒だと言っていたのを思い出す。

「夜遅くなりそうだけど……連絡するよ。ごめん」

　百合香はふるふると首を横に振った。そもそも今夜、明確な約束を交わしていたわけではない。だが、出張前夜に一分でも会いたかったのが本音ではある。

　智が休憩に入りしばらく経っても、暗い気持ちが拭えずにいた。覇気のない顔でショーケースの奥に足を踏み入れたとき、「すみません」と声をかけられ、背筋を伸ばす。

「ペンを探しているんですが……」

　立っていたのは、薄紫の洋服でブローチを胸元に輝かせた年配の女性。つばの広い白い帽子を取ると、ふわりとした白髪が露わになる。上品な身なりの女性客は、目尻に皺を寄せていた。

「はい。お使いになるのはお客様ご自身でしょうか？」

「ええ、ええ」

「万年筆やボールペンといったご希望はありますか？」

「万年筆ねえ……昔はよく使ったわ」

　女性は懐かしそうにつぶやいて、ショーケースを眺める。

「そうなんですね。現在は、そちらの万年筆はお使いになられていないんですか？」

「ええ。年を取るとね、手入れの仕方も忘れてしまったわ」

「確かに今はボールペンがありますし、手入れが少々大変に感じられますよね……」

　百合香は話を丁寧に聞き、共感した。百合香の接客はひとりの客に多くの時間を取るため、忙しいときには回転が悪いと思われがちだ。けれど、百合香はひとりひとり、接客を蔑ろにしたくなかった。

「あら？　見覚えがある。このメーカーって、昔からあるわよねえ？　私の万年筆も、確かここのものだった気がするわ。でも、もうかなり前のだから……」

「OCEAN ですね。もうすぐ創業百年になりますよ。もしよろしければ、今度ぜひメンテナンスにお持ちください。店頭で状態を見るだけでしたら無料ですから」

　和やかに会話を交わし、ふたりはショーケースの中を順に覗いていく。

「いくつかボールペンをお出ししましょうか？　万年筆は大事に持っていらっしゃるものがあるようなので」

「そうねえ」

　話がひとつ進んだときに、横から「いらっしゃいませ」と耳に心地いい声が聞こえてきた。顔を上げると、いたのは美雪。百合香は驚いたが、接客中のため平静を装う。

　弐國堂での接客は、もちろん百合香の仕事。だがメーカーの人間も、たまに売り場で商品陳列などの作業をしている際に声をかけられたりして、接客したりもする。

　しかしながら、積極的な接客はほとんどしないため、今こうして美雪が声をかけてきて、百合香は動揺していた。

「あら、あなたも店員さん？」

「わたくしはここに置いております OCEAN の者です。よろしければ、ご説明をさせていただいてもよろしいですか？」

　百合香を差し置き、美雪が接客に割り込む。唖然とし、美雪の仕事ぶりに圧倒された。美雪は女性客が OCEAN の万年筆を愛用していたことを聞き出すと、ショーケースから万年筆を数本取り出す。

「ぜひ、今の時代の OCEAN 商品もお手に取ってみてください。書き味もかなり進化していますから」

「まあまあ。こんな立派なペン、年寄りにはもったいないわ」

「いえいえ。ぜひ試し書きをどうぞ」

　丁重に断る女性に、美雪は有無を言わせず笑顔で万年筆を差し出した。

「……じゃあ、少しだけ」

　美雪の熱意に女性が折れて、差し出された万年筆を手に取る。メモ帳にペン先を置いて、クルクル動かした。

「いかがですか？」

「今の万年筆は見た目もいろいろで綺麗ねえ」

　女性はそう言って、万年筆をペントレーに戻した。直後、アルバイトスタッフが美雪に駆け寄ってくる。

「阿部さん！　すみません、このペンって廃番ですか？　今、お客様に聞かれて……」

「ああ、これは後継モデルが……一緒に行きます」

　美雪は渋々といった感じで、女性に「申し訳ありません」と会釈をし、事務用品売り場へと去った。百合香はなんとなく気まずい思いで、再び女性客の前に立つ。

「うーん。やっぱり、こんな立派なものはもったいないわ。あなたが言っていたボールペンはどういうのかしら？」

「ただいまお出ししますね。こちらに椅子がございますので、どうぞおかけになっていてください。試し書きも座った状態のほうが、よりわかると思いますし」

　百合香は女性を椅子に促し、ボルドー軸とシルバー軸の二本のボールペンを出した。

「ボールペンは本当に楽ね。けれど、なぜだか万年筆のほうが字をうまく書ける気がするのよね」

　女性はにこやかにつぶやきながら、書き比べをしていた。百合香はその間、余計な話しかけをせずに見守っていた。

「すみませんが、そちらのペンも持たせていただけます？」

　女性がそう言って指したのは、百合香の胸ポケットに差してある、メモ書きに使うボールペン。それは値段にすると二、三千円と、高級筆記具に比べて安価なもの。百合香は胸元のペンを取って渡す。

「ええ、どうぞ。お使いください」

「まあ！　すごく軽くて書きやすいわ！　長さも太さもちょうどいいし」

「最近出た商品なんです。インクが滑らかに出るのが売りなので、書き心地も抜群ですよね。私も愛用しています」

　女性が「本当ね」と何度も繰り返し、うれしそうに文字を書く姿を、百合香は目を細めて眺めていた。

「万年筆からさっきのボールペンまで、いろいろ出していただいて申し訳ないですけれど、これと同じものはありますの？」

「ええ、もちろん。軸色も数種類ございますので、今お持ちしますね」

「なんだか、これだけ長い時間付き合ってもらったのに、安い買い物になってしまって申し訳ないわねえ」

「とんでもございません。気に入っていただけるものが見つかって、うれしいです」

　万年筆と比べれば売上は下がったが、百合香は心から満足していた。女性は百合香に気を使ったのか、少々悩んで口を開く。

「同じペンを、もう一本いただこうかしら」

「え？　もう一本ですか？」

「とっても書きやすかったから。インクが切れたときも予備があればいいでしょう？」

　優しい口調で言う女性に、百合香は口角を上げる。

「無理に本体を二本買っていただかなくても、替芯という中身だけのものも置いていますから、それを予備にされてもいいと思いますよ。予備を使用し始めたら、また替芯をお求めにいらしてください」

「そんなものがあるの？　ご親切にありがとう。では、そうするわ」

　百合香はにっこりと笑顔で返し、商品を用意する。会計を済ませて女性に袋を手渡すと、姿が見えなくなるまで見送った。

　一段落し、抱えていた仕事をしようかと思った矢先、美雪が戻ってきた。

「ああ。もうさっきの方は帰られたんですね。なにかご購入していただけました？」

　にこやかに聞いてくる美雪に事実を言いづらい。美雪は万年筆を推していた。それが他社のボールペンとなれば、なにか思われるに違いない。

「え、と……他社の……ボールペンを」

「ええっ!?　ボールペン!?」

「はい……。お客様がとても気に入られて」

「さっきの方は万年筆のほうが合っていたのに」

　美雪にため息交じりに言われ、百合香は肩を窄めた。

「私なら一本を選んで差し上げられたと思うわ」

　結果的に、女性客はとても満足して帰っていったはずだ。今回は万年筆の売上に繋がらなかったけれど、女性の気持ちには応えられたと思っている。

　いくら、こちらがいいと勧めたところで、相手も同じだとは限らない。それとも、美雪なら客にも同じように思わせることができるのだろうか。

　百合香は不満げにペントレーの万年筆を見つめた。

「あ、柳瀬さん。お世話になっております」

　そこに、いつもよりワントーン高い美雪の声がして、顔を上げた。美雪は明らかに上機嫌で智の元へ歩み寄る。

「明日から三日間不在なので、それを考慮して、代わりに事務用筆記具等の発注リストを書いておきました。後でご確認をお願いします」

「ああ、すみません」

「いいえ。今夜は残業できないでしょうから」

　くすっと笑って、百合香を一瞥した。百合香がふいと目を逸らすと、そばに来た智に柔らかく微笑まれる。

「長い時間、同じお客様についてたんだって？」

「え……どうしてそれを」

　百合香は驚いた。今戻ったばかりの智が知り得ることではないせいだ。

「今、インフォメーションに立ち寄ったら、お客様がずいぶん喜んで帰っていったよ。『楽しく買い物ができました。神野さんに、また来ますとお伝えください』ってね」

「ほ、本当ですか！」

「なんで嘘を言うんだよ。そういうひとつひとつの接客が次に繋がる。その調子で」

　先ほど美雪に言われたことなどすっかり吹き飛び、百合香ははにかんだ。智もまた、美雪の前にもかかわらず、優しい眼差しを向けていた。




　翌朝は、とても天気のいい一日の始まりだった。カーテンを開け、晴れ渡る青空を仰ぎ、大きく息を吸った。

　弁当も作り、身支度を済ませ、余った時間でコーヒーを淹れる。今頃、もう智は家を出ているだろうか。ふと昨日の夜にかかってきた電話を思い出す。

　――『今、家に着いたよ。ここに百合香がいたらって思うけど、今だけと思ってこの距離を楽しむよ』

　電話越しに聞こえてきた声を思い返し、ひと晩経った今でもドキドキする。

　高鳴る鼓動を落ち着けるため、コーヒーを口に含む。次の瞬間、スマホが着信を知らせた。驚いてテーブルに置いたカップからコーヒーが零れる。百合香はそんなこともお構いなしに、スマホが入ったバッグに駆け寄った。

「も、もしもしっ！　智さん！」

　勢いよく電話に出ると、スピーカー越しにくすくすと笑い声がして、『おはよう』とささやかれる。さっきまで、あんなにゆったりとした朝だったのに、彼からの電話一本でまったく余裕がなくなる。

「おはようございます！　どうしたんですか？」

『うん。やっぱり声が聞きたくなって』

　さらりと耳に届いた言葉に、百合香は固まった。そして顔が熱くなる。

「う……うれしいです」

『で、会いたくなってね』

　そわそわと手を動かしながら答えていたが、智の言葉に、手も身体も瞬きさえも止まる。百合香は数秒後、窓際に走った。アパート前には一台のタクシーと、スマホを耳に当てて立っている智がいる。

「う……そ」

『まだ寝ぼけてる？』

「大丈夫です！　今すぐ行きますっ」

　スマホを握りしめ、百合香は階段を駆け下りる。朝陽に細めた目を徐々に開いていくと、太陽に負けず劣らずの眩しい笑顔の智がいた。

「智さん！　どうしてっ……時間は？　昨日も遅かったのに、こんな早くに」

「時間は間に合うから。早起きは確かにつらかったけど、昨夜の電話であんなふうに言われたらね」

　百合香はきょとんとする。瞬時には、自分がなにを言ったか思い出せない。

　不思議そうな表情で百合香が固まっていたら、智は眉尻を下げて百合香の頬に手を添えた。

「きみが言ったんだぞ。『声を聞いていたら会いたくなってくる』って切なげな声で」

「あ……」

　言われて記憶が蘇り、途端に恥ずかしさが込み上げる。同時に、わがままを言って負担をかけたと俯いた。

「あんなこと言ったら、俺が会いに来るって考えなかった？」

「いえ……ただ思った言葉を口走っただけで、そこまでは」

　智は小さい声で返す百合香に、柔和な表情を見せる。

「覚えておいて。俺を動かすほどの力を持ってるのは、きみだけってこと」

　そう言って、百合香の旋毛にキスを落とす。百合香は高鳴る鼓動の中、おもむろに智を見上げた。朝陽に照らされている黒髪が輝いている。美しい顔で微笑む様は、男性なのに天使なんじゃないかと思うくらいで、見とれてしまう。

「たった三日だ。それなのに、こんなに離れがたいなんて……。子どもみたいで笑えるよな」

「ふふ。すみません。どうやら私も子どものようです」

　この目に映していたいし、声を聞きたい。肌に触れたいし、抱きしめられたい。

　そういう気持ちが一緒なのだと確認しただけで、心が軽くなる。

　たった三日間で大げさだ、と世の中の遠距離恋愛をしている恋人たちに怒られるだろう。わかっていても別れがたい。

「じゃ、行ってくるよ。連絡する」

　智はポンポンと百合香の頭に軽く手を載せて相好を崩し、待たせていたタクシーに乗り込んで、行ってしまった。




「今日から三日間、頑張ろうね！」

　やけに気合いの入った坂谷に、百合香は苦笑いを返して仕事についた。

　発注書を書いて接客をし、同じ日常を繰り返す。なるべく忙しくなればいい。そうすれば、早く時間が経つのを感じられる。




　その日は、ほどよく客が出入りし、休憩も難なく回せて平穏に一日が終わった。閉店してアルバイトスタッフが上がった後に、坂谷が百合香の元にやってきた。

「無事に一日目、終わったね」

「はい。クレームとかがなくてよかったです」

　初日を終えた達成感から、百合香はすっかり警戒心を解いていた。夕礼もそこそこに、ふたりは事務所へ向かう。エレベーターに乗るなり、坂谷が問いかける。

「神野さんの好きな人って、どんな人？」

「えっ？　え、えーと」

「年は？　仕事は？」

　矢継ぎ早に質問され、しどろもどろになって答える。

「年……は、上？　仕事は……は、販売？」

「ははっ！　なんで全部、疑問形なの？」

　つい最近、坂谷の真剣な顔を見た後だから、かなり緊張して答えた。けれども、軽く笑い飛ばされて拍子抜けする。重く捉えていたのは自分だけだったのかもしれない。しかしあのときの坂谷は、至極真面目な雰囲気だった。

　百合香は微妙な心持ちでエレベーターを降り、事務所に足を向けた。後ろに続く坂谷を気にして歩いていたが、結局それ以降はなにも言われず、互いにロッカールームに入った。

　百合香は、ふう、と息を吐く。着替えよりも先にバッグの中からスマホを取り出し、チェックした。だが、新着メッセージも着信履歴もない。

　今頃は、どこでなにをしているのだろうか。

　メッセージくらいなら送ってもいいかな、と考えて画面を開き、やはり迷惑かもしれないとスマホをしまう。

　ささっと着替えて、エレベーターに向かった。

「お、百合香。今日、二階は上がるの早いね。ああ、柳瀬くんがいないもんね」

「綾子さん、お疲れさまです。そうなんです。夕礼が適当で。柳瀬さんにバレたら後が怖いです」

　百合香は冗談交じりに笑って話し、綾子と入れ替わりでエレベーターに乗った。ボタンに手をかけ、ドアを閉めかけたところに、事務所のほうから走ってくる足音が聞こえてきた。誰かが急いでいるのを察し、もう一度ドアを開いた。

「あっ」

　思わず百合香が声を漏らしたのは、乗ってきたのが坂谷だったからだ。

「あー、間に合った。ありがと」

　坂谷は百合香を横切り、エレベーターの奥に乗り込む。百合香はボタンをずっと見つめ、早く一階に着いてほしいと願う。長く感じられたが、なにごともなく一階に到着して、先に坂谷を促した。

　裏口はひとつ。逃げるわけにもいかず、百合香は坂谷の後ろをついていく。外に出て、ひとこと挨拶をして別れようとしたとき。

「神野さん、ちょっといい？」

　坂谷はこの瞬間を待っていたのか、真剣な面持ちだ。さりげなく手首まで握ってきて、逃げられない。

「しつこくて、ごめん。ちょっとだけでいいんだ」

「は……い」

　もうすでに捕まった後だ。まして、今、目の前にいる坂谷はこれまでにないほど真剣。ずっとかわし続けられないのだから、もっと早くきちんと向き合うべきだったと後悔した。

「もう、俺の気持ちは伝わってるよね。俺、神野さんに好きな人がいるって聞いても、まだあきらめられない」

「ごめんなさい……」

「柳瀬さんだよね？」

「えっ？」

　心臓がドクンと大きく脈打つ。好きな人の存在はオープンにしたが、相手が智だと仄めかした記憶はない。坂谷の断言に驚倒する。

「実は、阿部さんから聞いていたんだ。ふたりが恋人関係だって」

　いつの間にか、小雨が降り始めた。ふたりはそれにも構わず、時が止まったように視線を交錯させる。

「確かに柳瀬さんはスペックの高い男だけど、その分いろいろと不安要素が付きまとうだろ？　きっと、俺と一緒にいたほうが楽しく過ごせるよ」

　坂谷は言い終わるや否や、強引に百合香を胸の中に引き寄せた。智とは違う匂いに包まれ、百合香は抵抗する。

「坂谷さん、離してください」

「俺なら、神野さんと同じ目線でいられる。家柄も同等くらいがうまくいくって」

「っ……離して！」

　百合香の渾こん身しんの力は、坂谷を少し後ろに押しやる程度。全然、坂谷のテリトリーから抜け出せていない。百合香は下を向き、掠れる声でつぶやく。

「家柄とか……なんなんですか」

「柳瀬さんは、俺らとは別世界の人だろ。やめたほうがいいよ」

「それは……部長だからですか？　それくらい、世間では」

　思わず顔を上げ、百合香はキッと睨みつける。しかし、目の前の坂谷が完全に男の顔をしていて尻込みした。

「本当に知らないんだ……。阿部さんが言っていた通りだな」

「え……？　知らないって、なにをですか……」

　坂谷の言葉が引っかかる。彼の表情を見れば、冗談やはったりではないと、ひと目でわかる。余計に百合香の心は大きくぐらついた。

「柳瀬さんは、国内最大の印刷会社ＪジェイＰピーＮエヌの代表取締役社長の孫だって。お父さんも、うちの親会社の社長だよ」

　彼の口から衝撃的な真実が飛び出して、百合香は大きな瞳を揺らした。

「……嘘」

　心の声が勝手に零れ落ちる。放心状態で、坂谷の腕の中にいることはおろか、立っている感覚すら忘れる。

「本当。俺も阿部さんから初めに聞いたときはびっくりして……調べてみたら、事実だった。次期社長っていう真実を隠されてて、これでも柳瀬さんと一緒にいられる？」

　坂谷はもうひとたび百合香を抱きしめ、くぐもった声で言った。

　思い当たる節はある。智が言い淀んでいた『時期が来たら』と言っていた話は、おそらくこれだ。

　たとえ百合香が努力して、智の心を完全に手に入れられたとしても、彼の家柄だけはどうしようもない。そんなに立派な父や祖父がいることは、平凡な自分に簡単に打ち明けられるはずがなかったのだ。

　智が話すのを渋っているのは……彼を困らせているのは自分自身だったのだと悟る。

　今にも泣き出してしまいそうだったが、必死に堪えた。

「やめてください」

　百合香のひとことで、坂谷はそっと腕を離す。

　智には秘密があると、初めから知っていた。甘んじて受け入れたのは自分の勝手。今後、智が離れていっても、自ら離れはしない――そう心に誓っていた。けれども、それは本命の女性についてだ。智の家柄など考えもしない。大きな誤算。

　そこに重いドアが開く音がした。百合香と坂谷は同時に振り返る。

「百合香！　お待たせ」

「綾子さん……」

　現れたのは、着替えを終えてやってきた綾子。『お待たせ』と言っているが、百合香は約束をしていない。ぽかんとしていると、綾子が百合香の腕に絡みつき、ちゃっちゃと話を進める。

「あれえ、坂谷くん。百合香に用だった？　ごめんね、今日は恒例の女子会なの～。また今度にして」

「いや……。俺は用事終わったんで。お疲れさまっす」

　綾子に言われ、坂谷は潔く帰っていく。完全に姿が見えなくなってから、綾子が百合香の顔を覗き込む。

「遅くなってごめん。坂谷に強引なことされなかった？」

「綾子さん、どうして」

　瞬きもせず、綾子をジッと見つめて尋ねる。

「さっき、上で百合香とすれ違ったでしょ？　その後すぐ坂谷くんともすれ違って。ほかに誰もいないのはわかっていたから、エレベーターでふたりきりになっているな、って急いで来たの」

「私、坂谷さんの話はしてないのに」

「柳瀬くんにいろいろ聞いていたのよ。出張中の百合香のこと、よろしくってね。でもエレベーターの中でなにかあったら、どうしようもなかったけど」

　智が……と心底驚いた。隣にいるのは綾子なのに、まるで智がそばにいる錯覚を覚える。だが、百合香の心は混こん沌とんとしたままで、表情に顕著に表れている。綾子も当然、異変に気づき、心配そうな目を向ける。

「百合香？」

　雨足が強くなってきた。だが百合香はまったく気にする素振りも見せず、一点だけを見つめて開口する。

「綾子さんは知っていますか……？」

「え？　なにを？」

　綾子が折りたたみ傘をバッグから出し、開いた瞬間、百合香は言った。

「智さんが、次期社長だって話を」

　雨粒が傘の上を跳ねる。百合香の濡れた前髪からぽたぽたと落ちるしずくが、まるで涙のよう。

　綾子は言葉を失ったが、百合香の背中に手を添えた。

「とりあえず、場所変えようか」

　百合香は綾子の傘に入れてもらい、ふらりとした足取りでどうにか歩き始めた。




　その後、個室のあるカフェに連れられてきた。百合香は綾子からタオルハンカチを手渡されたが、受け取るだけで拭くことすらできなかった。

　百合香の分も一緒に、綾子は温かい飲み物をオーダーし、真剣な表情で向き合った。

「ごめんね」

　神妙な面持ちで謝罪され、百合香は力なく口を開く。

「綾子さんも知っていたんですか……？」

　綾子は黙って一度頷いた。

「今のスタッフの中で知っているのは、私と江川くんと店長くらいよ。元々、柳瀬くんは弐國堂に一年半くらいしかいなかったし」

　智は綾子と江川と一緒に研修をしていた。そのときに、ふたりが智から家柄の話を聞いたと、百合香は説明される。

「黙っていたのは、ふたりが恋人同士だって知った手前、私が勝手に柳瀬くんの事情を話すのは違うって思って。私が暴露したら、百合香も柳瀬くんも、面白くないでしょ？」

　綾子の言い分はもっともだ。仮に、百合香が智に黙って綾子に事実を聞いたところで、同じようにモヤモヤするに決まっている。

　綾子は頬ほお杖づえをつき、窓の外の雨を見つめて続けた。

「それに、柳瀬くんにはなにか考えがあるんだろうなって感じたから。柳瀬くん、今までまったくそういう話には触れなかったの？」

「たぶん……時期が来たら話すよって言ってくれたことが、そうだったのかなって」

「ほら。やっぱり、ちゃんと考えてる」

　綾子の言葉もわからなくはないが、今はどうしても気持ちが追いつかない。百合香がまだ浮かない顔をしていると、綾子はいつもの明るい笑顔を見せる。

「私が思うに、百合香が心配することはないんじゃないかなあ。だって、わざわざ私に坂谷を見張っておけって裏で牽けん制せいするほどよ？　どれだけ愛されてるのって」

　わかっている。短い期間ではあるが、これまで積み重ねてきたふたりの時間が嘘だなんて思えない。智はいつでも自分を大切にしてくれていたと、百合香はちゃんと感じてきた。けれども、今回の件は少し論点がずれている。

「それとこれとは……」

　そこに、ホットカフェオレが運ばれてきた。ふたりは同時に手を伸ばし、何回か息を吹きかけ、ゆっくり喉に流し込む。

「今日は連絡来たの？」

　言われて、百合香はスマホを手に取る。智からの連絡はない。

「いえ。まだないです……きっと接待とか受けているのかな」

「工場見学だったなら五時に終わるでしょ。最終日ならともかく明日もあるし、今日はそろそろ飲み会が終わる時間じゃない？　電話してみようよ」

　時計は二十一時半過ぎを示している。綾子に促され、百合香は迷っていた。

「ひとりのときに電話したいなら、それで構わない。でも今は、誰かがそばにいないと心細いのかなって」

「電話……してみます」

　普段なら、誰かの前で電話をするのは恥ずかしいけれど、今は別だ。綾子の言う通り、誰かが背中を押してくれないと、ひとりじゃ怖くて電話をかけられないだろう。

　綾子に見守られる中、智のスマホに発信する。ドクドクと心臓が脈打ち、しっかり力を込めないと手が震える。

　耳にスマホを当ててすぐ、『おかけになった電話は、電波の届かない場所にあるか、または電源が入っていないため、かかりません』とアナウンスが流れる。意を決してかけた勇気が、一瞬にして消える。

「出ない？」

「電源が入っていないか、電波が届かないところにいるみたいで」

「ええ？　今どき圏外って場所ある？　っていうか、あるかもしれないけど、そんな場所に出張に行ってないでしょ」

　綾子に正論を言われ、百合香も渋い顔をする。数秒後、はっと閃ひらめいた。

「じゃあ、電源切ってるのかも。接待中だから、とか」

「そこまでするかな？　マナーモードでよくない？」

　粗探しとまでは言わないが、綾子の鋭い突っ込みに返す言葉がない。不安を滲ませる百合香を前に、綾子は慌てて提案をする。

「ね、ホテルにかけちゃえば？」

「えっ。私、ホテルまでは知らなくて……」

「江川くんに聞いてみよ！　案外知ってるかも」

「江川さんに？　そこまでは……」

　なんだか大それた流れになっている気がして、迷いが生じる。

「だって百合香、今の状態なら寝られないんじゃない？　それに心配じゃないの？」

「心配……」

「あんまり考えたくないけど、なにかあったのかもしれないし。それを確認するなら、ホテルが確実だよ」

　元々は美雪と一緒なのが気になっていたが、坂谷に聞かされた事実に衝撃を受け、さらに智の身になにかあったのでは……とまで話が発展し、百合香の頭は困惑する。

　この時間に連絡ひとつない。本当に事故や事件に巻き込まれていた場合、家族でもない百合香に連絡は来ない。悪い想像ばかり膨らんで、どんどん顔色が悪化する。

　最優先事項は、智の安否。百合香は綾子の提案を受け入れ、江川に電話をしてもらった。

　そして約三十分かけて、綾子がようやく江川から宿泊先を聞き出した。

「エラブルビューホテルだって。待って。今、検索して連絡先を調べるから」

　百合香はさくさくと行動する綾子に、感嘆の息を漏らす。こんなに親身な先輩がいて恵まれていると思う。

「はい。ここみたいだよ」

　綾子にスマホのディスプレイを見せられた途端、急に怖じ気づく。

　智が出ても出なくても、気が重い。

　止まって動かない百合香に痺れを切らした綾子は、自分のスマホでホテルへ発信し、ぽいっと百合香にスマホを渡した。

「えっ」

　百合香は【発信中】の文字に心の準備が整わないうちに、慌ててスマホを耳に当てた。コール音が途切れ、フロントの男性スタッフの声が聞こえてきた。

「す、すみません。わたくし、東京の神野と申します。そちらに本日、柳瀬という方は宿泊していますか？　いましたら、部屋に繋いでいただきたいのですが」

　綾子に見守られ、どうにか用件を言いきった。電話口でいくつか質問をされ、『少々お待ちください』としばらく待たされる。

「どう？　いそう？」

　小声で尋ねられても、百合香は首を捻るしかない。

『お待たせしております。ご本人様の了承をいただきましたので、直接お電話をお繋ぎいたします。お待ちくださいませ』

　男性スタッフが流れるように言うと、今度は別のコール音が鳴る。二度目のコールの途中で、音は途切れた。

『はい。なにか彼に急用ですか？　神野さん』

　スピーカーから届いた声は、智ではない。目を剥いて言葉を失う百合香に、綾子は異変を感じ、眉根を寄せる。

「百合香？　どうしたの？」

　なにも言わぬまま、百合香は咄嗟に【終了】のボタンをタップした。綾子のスマホを落としそうなほど手が震えている。

　通話を切ったのに、いまだに耳にこびりついて離れないのは、『はい』と答えた美雪の声。百合香は瞳いっぱいに涙を浮かべ、綾子を見る。

「わかんない……どうして」

「なに？」

「どうして阿部さんが……」

　綾子は、百合香の口から零れ落ちた言葉に絶句する。状況を察して、百合香の震える手をきゅっと握った。

　百合香の精神状態はギリギリだ。いっぺんにいろんなことが起きすぎて、情報処理が追いつかない。

　綾子に手を握られる中、冷めていくカフェオレを虚ろな双眼で見つめる。

　窓越しに聞こえる雨音は強くなっているのに、耳に残るのは美雪の声だけだった。










罠と挑発




　時は少し遡り、出張初日の広島。もうすっかり、初夏を感じられるほど暑い。

　スーツの上着を脱いで腕にかけ、智は駅のタクシー乗り場へと移動した。東京からともに行動しているのは、美雪のほかに笹ささ森もりという OCEAN の男性社員。

　彼は本社に異動してきて一年あまりだが、元が工場出身のため今回の出張引率に抜ばっ擢てきされた。体格は細身で、色白、眼め鏡がねと物静かな印象である。年齢は四十歳くらいだ。

　今日の予定は、広島の書店及び文具店視察。取扱商品から陳列方法、フェア内容、店の内装、商品を飾る什器まで、いろいろと見て自社に活かす。

　智は広島に来たことはあるが、視察をして回るのは初めてなため、一年ほど前まで住んでいた笹森に案内してもらう手て筈はずになっている。

「では、私は工場に前乗りしますので、その前にホテルに行ってチェックインを済ませておきます。柳瀬さん、よければ荷物を」

　美雪は智のスーツケースに手を伸ばす。

「いや、女性が荷物を三つも持つのは大変でしょう。僕は持って移動できますから」

　智が遠慮すると、美雪が言下に声をかぶせた。

「スーツケースを持ち歩くほうが大変でしょう？　それに、笹森は宿泊先が異なるので荷物はふたつです。そこのタクシーにさえ乗せれば、ホテルの方に手伝っていただけますから。ああ、貴重品だけはご自分でお願いします」

　笹森の手前、智は引き下がるしかなかった。「ありがとうございます」と渋々スーツケースを渡す。

「笹森さんだけ、別のホテルなんですか？」

　訝しく思って智がさりげなく尋ねたら、笹森が頭を掻きながら答える。

「すみません。僕はこっちの同期のところに行く予定でして」

「ああ、そうだったんですか。いいですね、同期」

「ええ、まあ。よくしてくれますよ」

　笹森が話している間に、美雪はタクシーに荷物を積み込んでもらっていた。トランクを閉め、智に会釈する。

「じゃあ私は行きますね。今夜、また。十八時にお店を予約してありますから」

　そう言い残し、美雪はタクシーで去っていった。

「僕らも行きますか」

　笹森の声かけに智は頷き、広島駅を後にした。




「ここが近辺で一番の老舗です。いろいろと見応えがありますよ。では、三十分後にここで」

「はい」

　笹森に案内された一店舗目は、弐國堂に負けず劣らずの歴史を持つ、古くからある店だ。店内は、老舗ならではの重厚な雰囲気が醸し出されている。スタイリッシュな雰囲気とは違い、味があってノスタルジック。

　智は辺りを見回し、ゆっくりと店内を歩く。

　決して広くはないが、中には壁が隠れるくらいびっしりと、文具や雑貨が陳列されている。智は事業戦略部部長としての視点で、すべてチェックして歩いた。それでも、やはり立ち止まってしまうのは、個人的に好きな高級筆記具のショーケースの前。

　初めて百合香と出かけた日。彼女が食い入るようにショーケースを眺め、突然店員に声をかけられて慌てていたのを思い出しては、笑いを噛み殺す。

　百合香もまた、文具が好きなのが全身から滲み出ている。さらに、自分の特別な一本を探しているんだとも感じていた。

　そのとき、ふいに声をかけられる。

「気になるもんがありゃ、言いんさいね」

　白髪交じりで丸い眼鏡。優しい雰囲気の年配の男性を見て、店主だろうと察する。

「ありがとうございます。わたくしは関東から参りました。弐國堂の柳瀬と申します」

「弐國堂の？　そりゃすごいのう」

　店に入った際、毎回名乗り出るわけではないが、ここは弐國堂の店長と知り合いの店と聞いている。智は丁寧に名刺を差し出し、笑顔で挨拶を交わした。

「先ほど到着しまして、真っ先にこちらへ。それにしても、こちらの蒔まき絵えの種類は素晴らしいですね。見事です」

「わしの趣味みたいなもんじゃ。並べるのが」

　蒔絵――。器や屏びょう風ぶなどにも取り入れられている、漆芸のひとつ。

　万年筆やボールペンなどにもそれがあって、漆を塗った上に金粉等を載せて絵を描く。細いペン軸やキャップに子細に描かれた蒔絵は、一本でも見入ってしまうが、これだけ並べられたら圧巻である。

　なにせ、ここの蒔絵専用のショーケースには、二十本以上並べられているのだ。

「やはり日本を感じますね。絵柄もそういうものが多い。梅や桜、富士……」

「見るだけじゃのうて、書いてあげんにゃあ、ペンは泣くんじゃろう」

「まあ……そうなんですかね」

　智が話に花を咲かせていたら、約束の三十分が経とうとしていたため、店主に挨拶をして店を出た。ちょうど笹森が走ってきて、ふたりはタクシーに乗り、時間の限り市内を回った。




　空が茜あかね色に染まり、あっという間に陽が沈む。笹森が約束の店へと案内すると、出入口の前に美雪が立っていた。

「お疲れさまです。どうでした？」

「ええ。笹森さんのおかげで充実した日になりました」

「いやいや。僕はただふらふらしていただけで」

「よかったです。どうぞ中へ。金かな山やまと七なな重えが柳瀬さんをお待ちですよ」

　美雪に促されてドアをくぐると、下町風の店内に優しそうな女将おかみと、同じく人情味溢れた主人がいて、声をかけてきた。

「いらっしゃい！　金山さんのお連れ様なんでしょう？　ようこそ」

　どうやらこの店は、OCEAN の万年筆職人である金山が常連客らしい。

　金山は当然、職人のため、基本的に広島の工場勤務だ。年齢は五十歳手前。口元に髭ひげを生やし、もっさりとした黒髪で、見た目からも職人の雰囲気を感じさせる。体格はがっしりしているのに、指先は身体に似合わず器用に動かすから驚きだ。

　智は東京で、金山だけでなく、七重とも何度か顔を合わせたことがあるが、今回は久々の再会だった。

　案内された小上がりには六席。一番奥のテーブルに、金山ともうひとりの職人・七重が煙草をふかして待っていた。金山が手を上げ、声を発する。

「おう！　柳瀬くん！　お疲れ！」

　笑顔で智が礼をしたら、金山の隣にいた七重が立ち上がる。

「七重です。覚えてますか？」

「はい、もちろん。その節はお世話になりました」

　七重は金山より年は下だが、工場内で金山の次に技術を持った人物。

　彼らは工場内で作業する傍ら、全国を回る。金山に至っては世界を飛び回り、国境を越えて万年筆愛好家と関わり合っている。いわば万年筆のドクターといったところ。

　金山はよく弐國堂にも出張クリニックのイベントで協力している。七重もまた、金山ほどではないが、何度か東京まで来てくれていた。

「明日は一日、そちらに滞在させていただきますので。よろしくお願いします」

「一日でも一週間でも！　そうだ、うちに来たらどうだ？　なあ、七重？」

　金山は酒も入っていないのにテンションが高い。そこで、美雪が笑って窘めた。

「金山さん。柳瀬さんはお客様に絶大な人気がありますし、将来有望な方なので」

「色男だもんなあ」

　そこにジョッキが五つ配られた。智の頭の片隅には、百合香へ連絡をしなければ、と常にあったが、接待をされている手前、一切スマホに触れなかった。




「もうこんな時間か」

　金山が日本酒の入ったお猪ちょ口こを置き、腕時計を見て言った。あれから、約三時間経過していた。

「そろそろ終わりの時間ですよ、金山さん。そんなに飲んで、明日は大丈夫ですか」

　笹森が心配するも、七重が一蹴する。

「大丈夫だろ。金山さんはザルだからねえ。柳瀬くんも強いんだね」

　時間だと口では言っているが、誰も席を立とうとはしない。とりあえず、注がれた酒を空にしないと無理なようだ、と智はクイッと飲み干した。

「柳瀬くん、明日楽しみにしててよ。一本あげるから」

　七重が意気揚々と言うと、金山がまだ酒を飲みながら尋ねる。

「ちなみに今、ほかに使ってる万年筆はあるんか？」

「僕はかなり前ですが、ペンクリニックで見ていただいた桜を」

　智は脱いでいたスーツの胸ポケットから自分の万年筆を出し、見せた。

「おお、使い込んどるねえ」

「はい。愛用してます」

　金山はうれしそうに桜を受け取り、艶を確認するように本体を回して、いろんな角度から見る。キャップを外し、目を細めてペン先まで見始めた。

「こんなに愛されて、私たちも本望ですよ」

　七重が感慨深げにつぶやいた。すると、笹森が急ににやけ顔で割り込む。

「ここまで万年筆を大切にするんですから、恋人もそうなんでしょうね。柳瀬さんのお相手は幸せですね」

　笹森のひとことを智は笑って流したが、美雪は面白くなさそうにしている。

「柳瀬さんもお疲れでしょうし、明日はみなさん、また早いですから。そろそろ」

　智が金山から桜を返してもらったところで、美雪が場を締めた。

　ぞろぞろと店を出てから、金山と七重はふたりでもう一軒行くと言って、夜の街に消えていった。笹森は智と美雪に軽く挨拶をし、タクシーで同期の家へと去っていく。

　そして、智はとうとう美雪とふたりきりになった。気が重いと感じつつ、表向きは飄ひょう々ひょうとして美雪の呼んだタクシーに乗り込んだ。




　ホテルの前にタクシーが停まる。美雪が先に降り、続いて智も地面に足をつけた。庭には緑が生い茂る。秋には紅葉狩りもできそうな雰囲気だ。

　ホテルのロビーに入ると、パソコンコーナーがあり、とても広く綺麗な内装だった。清潔感もあり、雰囲気が女性向けらしいところを見れば、手配した美雪の好みなのだろう。

　すでにチェックインを済ませているため、美雪はキーだけ受け取ってエレベーターホールへ向かった。智は黙って後ろをついていく。

「ここは、人気のあるホテルなんですよ」

「ああ。そういう感じがしますね」

「ちょっと立地が不便ではありますが、一階にコンビニも入っていますし、問題ないかと。朝食もついていますから」

「そうですか」

　話の間に、ポーンと音を鳴らしてエレベーターのランプが点灯した。美雪が先に乗り込み、八階を押す。

「柳瀬さんは、お酒が強いんですね」

「まあ、好きですから」

「飲める男性は素敵ですね。どうですか、飲み直しでも」

　美雪はそう言って、バーのある最上階を指した。

「いや、遠慮しておきます」

　智ははっきりと断り、ちょうど到着した八階でエレベーターを降りる。

「あの、僕の部屋は」

　美雪を振り返り淡々と尋ねるも、美雪はなにも言わずキーを差し出した。智はそれを「どうも」と受け取り、部屋へ向かう。キーに記載されている数字と同じドアを見つけ、解錠する。

　ようやくひと息つける。百合香に連絡ができる、と思った矢先、背中になにかが当たった。同時にカチャン、とオートロックが作動する音が聞こえる。智が目を見開いて後ろを見ると、室内に美雪が入ってきていた。

「なにを、してるんですか？」

　智が冷淡な口調で問うと、美雪はまったく動じず逆に質問を返す。

「部屋の荷物、確認しました？」

　不敵な笑みを浮かべる美雪に顔をしかめ、智は足元を見回す。そこには、自分の黒いスーツケースの横に、美雪の赤いスーツケースが並んでいた。

「阿部さん。どういうこと？」

「手違いで、部屋がひとつだけになったと言われました」

「もしそうだったなら、チェックインのときに相談できただろう？　なんのために携帯番号を教えたんだ」

「別に構わないと思ったんです」

　表情も変えなければ、声色も変わらない。終始冷静に受け答えする美雪に、さすがの智も辟へき易えきし、あからさまなため息をついた。

「きみは、だろ？　俺は困る。別の部屋を手配し直すよ」

　智が自分のスーツケースを手に取り、部屋を出ていこうと美雪の横を素通りした瞬間だ。

「先ほども言いましたが、ここは人気があるホテルなんです。もう一室取ることはできませんよ」

「だったらほかへ行くよ」

「あいにく、今日は近くでイベントが重なっているようで、どこも満室だそうです」

「ネットカフェとか、どこかは空いているところがあるだろ」

　素っ気なく言い捨て、足も止めずにドアノブへ手を伸ばす。しかし、智は触れることなく、美雪に阻止された。

「柳瀬さん、待ってください」

　美雪は後ろから抱きつき、懇願する。

「離せ」

「離したら、どこにも行かず、ここにいてくれます？」

「それは無理だと、きみならわかるだろう」

　きっぱりと智が突き放すも、美雪は巻きつけた手を離そうとしない。硬直状態でしばし無言の時間を過ごしていたが、ようやく美雪が口火を切った。

「柳瀬さんのお祖じ父い様が、日本最大規模の印刷会社のトップだって、みなさんあまりご存じないんですね」

　智の顔色が変わったのを察し、美雪は一気にたたみかける。

「しかもお父様も、そこの子会社であり、弐國堂を含む小売店を総括している企業の社長。ここまでの背景を持つ柳瀬さんが、短期間とはいえ弐國堂で販売員をしているなんて、誰も思いませんよね」

「なにが言いたい」

「私には情報網があって、そういう話が入ってきますけれど、彼女……神野さんは無縁でしょうね。柳瀬さん本人から聞かない限り」

　百合香の名が出て、智の表情は険しくなる。声を弾ませる美雪に、嫌悪の眼差しを向けた。

「先日、あなたたちの待ち合わせに遭遇したとき、あえて柳瀬さんの素性を匂わす発言をしました。彼女、この件について知りませんよね。なぜですか？　普通の子なら、飛び跳ねて喜ぶんじゃないですか？　彼氏が御曹司だったなんて！って」

　美雪は饒じょう舌ぜつに言葉を並べ、智の懐に入り込むと上目遣いで笑みを浮かべる。

「ふふ。本当はなんとなくわかってます。神野さんって、そういうことに興味なさそうですもんね。むしろ、重荷を感じて悩んじゃいそう。だから、話してないんじゃないんですか？」

　智はずっとだんまりだ。なぜなら、悔しいことに美雪の見解が当たっているから。有利になったと言わんばかりに、高らかな声で話し続ける美雪の存在が面白くない。唇を引き結び、智は美雪に冷酷な目を向ける。

　それでも美雪は肝が据わっている。怯ひるまず、智の腕に載せた手を、するすると胸元へ滑らせていく。

「じゃあ、やっぱり私を口止めしたいですよね？」

　美雪が妖艶に微笑んだとき、部屋の電話が鳴り響いた。智が三コール目で動こうとしたのを美雪が制止する。

「私が出ます。部屋から出ないでくださいね？」

　絡みついていた腕を外して、美雪はベッドの横にある受話器を上げ、耳に当てた。

「はい」

『柳瀬様でしょうか？　お電話が入っております。神野様からなのですが』

　初め、美雪は目を丸くしていたが、口の端を上げる。

「繋いでください」

　美雪の受け答えを横で黙って聞いていた智は、ふと思い出してスマホをポケットから出した。指を置いてもまったく反応しない。いつの間にか充電が切れていたようだ。

　百合香から連絡があったかもしれない……と焦った矢先、横から聞こえた言葉に愕然とする。

「はい。なにか彼に急用ですか？　神野さん」

　まさか、電話の相手が百合香とは考えもしなかった。

　彼女にはホテル名も教えていない。どうやって知ったのか、と一瞬混乱しかけたが、まずは誤解を解くのが先決だ。

「代わって」

　智は受話器に手を伸ばし、冷静な声色で言ったが、内心穏やかではない。憤慨する気持ちをどうにか抑えて受話器を待つと、美雪が苦笑した。

「もう切られちゃいましたよ」

「あなたって人は……」

「条件はひと晩一緒に過ごすこと。今日のところはそれだけで結構ですよ」

　美雪に条件を持ちかけられ、眉間に深い皺を刻む。

　自分の素性を百合香に隠していた。事実ではあるが、生涯秘密にしようとは微塵も思っていない。百合香にも告げた通り、タイミングを見計らっていただけだ。

　こういう話は自分の口できちんと説明したい。変に横から茶々を入れられたら、こじれるのは目に見えている。

　智は、百合香との関係を早々に美雪に知られたことを後悔し、勝ち誇る美雪としばらく対たい峙じしていた。




　広島二日目。東京と同じく、しとしとと雨が降っていた。

　あの後、智は悩んだ結果、部屋を出てロビーでひと晩を明かした。パソコンコーナーでスマホの充電を済ませた後、百合香に電話をしたが出なかった。

　仕方なく、【連絡が遅くなってごめん。また明日電話する】とメッセージを一通送った。百合香からの返信は、まだない。

　運よく今日の分は同じホテルでキャンセルが出て、部屋を押さえられた。睡眠不足の智の元に、びしっと決めた美雪がやってくる。

「おはようございます。準備なさいますよね？　私はもう終わりましたので、どうぞ」

　美雪はルームキーを智に渡す。智は少し考えたのち、キーを受け取り、無言でエレベーターホールへ向かった。




　シャワーを浴びて新しいスーツに着替え、美雪とタクシーに乗る。車内ではひとことも交わさず OCEAN の工場に到着した。

　工場にはすでに笹森もいた。智は気持ちを切り替え、仕事に臨む。

　ここではシャープペンシルやボールペンなど、さまざまな文具が生み出されている。各ラインの見学もそこそこに、メインの万年筆の工房に案内された。

　インクの匂いが工房内に立ち込める。それぞれの作業台の上には、ひとりひとり、こだわりの道具が置いてあった。

　奥のほうへと歩いていくと、金山と七重のデスクに辿り着く。ふたりはツートップ。デスクは向かい合わせだ。おそらく、毎日仲よく作業しているのだろう。

「金山さん、昨日はありがとうございました」

「やあ。待ってたよ。みっちり、しごいてやるからなあ」

　椅子をギシッと鳴らし、背もたれに大きな身体を預けた金山が言った。

「お手柔らかにお願いします」

　金山はうれしそうな顔を見せる。智もそれを受け、上着を脱いで学ぶ気満々だ。ふたりの様子を見て、美雪と笹森は席を外していた。

　学ぶのは、万年筆の命ともいえるペン先の調整。もちろん、そこまでの工程も習うが、機械や特殊な材料もいるのであまり日常では活用できない。強いて言うなら、うんちくとして客や友人に会話で出せるくらいだろうか。

「柳瀬くん、ここから好きなの選んで。気に入るものがあるといいけど」

　金山が持っている小箱の中には、万年筆の軸が数種類入っていた。さらに、小さなトレーも智に差し出す。

「こっちはペン先。これも好きなのを選んで」

「ありがとうございます」

　軸は決めていたためすぐに手にしたが、ペン先を選ぶのには時間を要した。そこに、ジッと見ていた金山がアドバイスをする。

「昨日の桜は細字？　そしたら、今回は太めのがいいんじゃないか？」

「いや、すみません。中細にします」

「中細？　はいよ」

　金山からペン先のパーツを受け取ると、智は今朝までのことをすべて忘れ、万年筆だけに集中した。




　工場では、学校のように鐘が鳴る。終業時間を知らせる鐘が鳴り、従業員が一斉に仕事を切り上げ、帰っていく。智と金山も片づけを終わらせ、身支度を整えていた。

「丸一日、付きっきりで指導いただき、ありがとうございました」

「いや。柳瀬くんはやっぱり筋がいい。本気でうちに来ないか？」

「はは。仕事がなくなったときに、お世話になりますかね」

　冗談を言っている間に、周りの従業員はいなくなり、金山と智のふたりきり。金山は、慈愛に満ちた目を智の手元に向けた。

「その万年筆、愛されるといいな。柳瀬くんのと同じように」

「大丈夫ですよ。絶対に愛されます」

　智は柔らかく微笑んで、万年筆を大切にしまう。

「じゃ、今夜も行こうか」

　金山がニカッと笑って、智の肩をポンッと叩いた。




　昨日と同じ面メン子ツでの飲み会はスタート時間も早く、二日目だからか酔いも回り、昨夜と比べて早くお開きとなった。金山と七重とはこれで別れとなるため、「次は東京で」と固い握手を交わした。

　明日は神戸を経由して東京へ戻る予定だ。神戸でも初日と同様、大きな文具店二店舗を回る。それには、笹森だけでなく美雪も同行する。OCEAN としても、各地の文具店に挨拶回りができるのはメリットらしい。

　今日も笹森は同期の家へ向かったが、ふたりきりになっても、美雪は昨日みたいに強引な行動は取ってこなかった。拍子抜けしたものの、無事に美雪とは別の部屋にチェックインできて、ようやく落ち着けた。

「はー……」

　部屋に入るなり、智は息を吐く。なんの疲れだかわからない。酒は好きだが、飲むなら江川とのほうが気楽でいい。

　部屋のベッドに仰向けに転がり、天井を見る。スマホを手にした瞬間、それが振動し出した。智は勢いよく身体を起こし、ディスプレイを見るなり、逸る気持ちで指を滑らせる。

『もしもし？　智さん？』

　たった二日で懐かしくも感じる可愛い声。『智さん？』と名を呼ばれただけで、胸が震えた。

「ああ、百合香だ」

『え。あっ……はい。今、大丈夫なんですか？』

「うん、大丈夫」

　智は目を瞑り、瞼の裏側で百合香を思い出す。早く帰って、百合香を抱きしめたい。『不安にさせて悪かった』と、何度でも謝って。

「百合香、昨日は――」

　スマホ越しの声だけで、乾いた心が潤った。智が本題に移ろうとした矢先、ブーッ、と部屋のチャイムが鳴る。

『なんか音がしましたね……？　お客さんですか？』

　電話越しにも聞こえたようで、百合香に尋ねられた直後、再びチャイムの音が響く。

『智さん。電話、切ったほうがよさそうですね』

「いや、待っ……」

　智は渋々立ってドアスコープを覗くと、美雪がいた。昨夜のこともある。鬼に徹して、智は居留守を使おうと声を潜める。

「なんでもな――」

　ブーッ、ブーッとチャイムの鳴る間隔が短くなる。さすがに百合香にも聞こえる呼び出し音を、ずっと無視し続けて電話はできない。

「ごめん、百合香。やっぱりかけ直す」

『また、阿部さんですか？』

　百合香が即答した言葉に、咄嗟には声が出せなかった。まず否定を、と頭で思っていても、百合香の声音があまりに悲しそうで、言葉にならない。

『連日続くほど立て込んでるようなら、折り返しの電話はいいですから』

　一方的に通話を切られたスマホを見つめ、握りしめる。今もなお鳴り続くチャイムに苛立ち、智はドアを開けた。

「いい加減にしてください」

　開口一番に低い声で言うと、美雪が肩を震わせているのに後から気づいた。泣いている様子を見て、冷静さを取り戻す。

「阿部さん？　なにかあったんですか？」

　美雪は一瞬の隙を突き、智の懐に飛び込んできた。

「やっぱり、どんなにクールな人にも涙は武器になるものね」

　さっきのしおらしさから打って変わり、美雪は飄々として言った。

「なにをしても無駄だって、あなたならわかるだろう」

「あなたこそ、彼女を想っても無駄かもしれませんよ」

「どういう意味だ」

　睨みをきかせて問い質すと、美雪は髪を掻き上げて笑みを浮かべる。

「わかりません？　なにも、私があなたの家庭事情をバラすとは限らないってことですよ。もしかしたら、私たちが東京に戻る前に、柳瀬さんの情報は彼女の耳に入っているかも」

　つまり、美雪の言葉を要約すると、自分以外にも智の事情を知っている人間がいるということだ。江川や綾子が美雪の肩を持つなど、絶対にない。そうなると、百合香の近くにいて、美雪の思惑通りに動く人間は……。

「坂谷か」

　智が答えに行き着くと、美雪は「ふふっ」と吹き出した。

「なにが目的なんだよ。あなたには関係ないだろ」

　智は訝しげな目を向ける。考えてもわからない。初めは、なんとなく言い寄ってこられている気がする程度だった。だが、百合香の存在を知り、はっきりと意思表示をした今、これ以上掻き回したところで美雪にはなんの得にもならないはず。

「今は、ね。昨日までは、結構本気で奪う気だったんですよ」

　美雪はゆったりと優しい口調で言って、智にそっと手を伸ばす。

「自分で言うのもなんですが、私は昔から、上司や取引先の上層部の方たちに気に入られてきたので、彼女と違って柳瀬さんのご実家ともうまくやっていけると思っていましたし。それなのに、柳瀬さんたらつれないから」

　つっと人差し指を、智の腹部から鎖骨へ這はわせる。ふいを突き、智をベッドに押し倒した。

「私、プライド高いんです。だから黙って引き下がれません。こんなふうに火をつけたのは、柳瀬さんですからね？　こういう状況で、いつまで冷静でいられます？」

　相変わらず自信たっぷりに、妖艶な笑みで、ゆっくりと智に顔を近づけていく。智は眉ひとつ動かさず、美雪の肩を押しやって、上半身を起こした。即座にベッドから立ち上がり、ワイシャツの皺を伸ばしながら言い捨てる。

「あなたは美人だし、こんなふうに迫られれば、だいたいの男は悪い気はしないだろうね」

　ベッドの脇に落ちていた自分のスマホを拾い上げ、ディスプレイに視線を落として続ける。

「だけど、世の中なんでもあなたの思い通りにはいかないよ」

　ベッドの上で美雪は唖然とする。シーツを握りしめ、鮮やかな色の唇を震わせた。

「いいえ。私はこれまで努力して、欲しいものは手に入れてきた。仕事でもなんでも。頑張れば大抵のものは思い通りになるし、なってきたわ」

　あがく美雪に、智は同情の眼差しを向ける。

「人の心は簡単には手に入らない。こんなことをしても、あなたの高いプライドを守れるとは思えない」

　〝簡単には手に入らない〟……そう思って、百合香と恋人同士になった後も慎重になっていた。安易に自分の素性を晒し、やっと手に入れた百合香を失いたくなかったからだ。

　美雪に振り回されていなければ、まだ百合香に秘密を抱えたまま、なかなか一歩を踏み出せずにいたかもしれない。発想の転換をすれば、美雪の行動にもある意味で感謝すべきか。

　智は今回の件を自虐交じりに捉え、失笑した。

「まあ、俺じゃない男なら、一度だけ……と勢いであなたを抱いていたかもね」

　智が「ふっ」と笑って言うと、美雪はいた堪れなくなったのか、なにも言えずに部屋を飛び出していった。

　嵐が去った部屋の中で、智は再び百合香に電話をかけた。しかし、さっきまで繋がっていた電話に出る気配がない。理由は察している。

　美雪との関係を疑っているというよりは、真実を知るまでが怖いのだろう。すでに昨日、智が出ると思った電話に、美雪が出た。それだけで十分トラウマにはなる。

　勇気を出しただろう電話に、またもや美雪が介入してきたのだ。不安になって避けるのも仕方がない。

「今日はあきらめるか……」

　ため息交じりにつぶやくと、百合香にメッセージを送っておく。送信済みになったディスプレイを確認し、智はぐっとスマホを握る。

　明日、東京に戻ったら、必ずもう一度百合香を捕まえに行くと強く誓った。










カウントダウン




　智が出張に行って二日目の朝。

　百合香は昨夜から続く雨音で目が覚めた。もぞもぞと布団の中で動き回り、寝る直前まで手の中にあったスマホを探す。あれだけ握りしめていたはずのスマホは、シーツの波間に呑まれてどこかへ行っていた。

　昨日、綾子の提案で智の宿泊先を突き止め、電話をしたのが仇あだとなった。

　フロントを経由して智の部屋に電話をかけたら、美雪が出たのだ。その後、智からの連絡を待ったけれど、遅い時間だったのもあり、いつの間にか眠ってしまっていた。

　指先にスマホが当たり、ようやく布団の中から見つけ出す。恐る恐るホームボタンを押すと、寝る直前まで待っていた智からの着信とメッセージがあった。すぐさま内容を確認すると、【連絡が遅くなってごめん。また明日電話する】と記載されていた。

　きっと、理由があると信じている。

　百合香はスマホを胸に当て、すうっと息を吸った。




　今日もシフトは通しだ。雨が降りしきる中、傘を差して出社する。

　昨夜、別れ際まで当人のように真相を気にし、責任を感じていた綾子は、今日は休みと言っていた。

　しっかりしなければ。気合いを入れ、仕事に専念する。

　売り場では坂谷が普通に接してきて、百合香はほんの少し、心が楽だった。それでも、内心ではいろいろと自分に言いたいのだろうな、と坂谷の気持ちを考えて思考が暗くなりつつ、なんとか仕事をやり遂げた。




　着替え終えてエレベーターに乗る。今日は、坂谷は乗っておらず、ほっと胸を撫で下ろした。一階に到着し、裏口を開けて傘を差そうとしたときだ。

「おっ……お疲れ、さま」

「さ、坂谷さん……？」

　エレベーターは別々だったのに、なぜ……と疑問がよぎったのは一瞬。理由は、坂谷の息切れで察しがつく。

「えっ。走ってきたんですか？　階段を？」

「はは。バレたらカッコつかないな」

　昨日の今日で、こんなふうに追いかけられたら気まずい。顔も見られなくて逃げたくなる。でも緊迫感のない坂谷の雰囲気に、つい緊張が抜けて笑った。こういうところが坂谷の長所だろう。

「昨日は、ごめん。必死になりすぎて……なりふり構っていられなくなっちゃって」

「いえ……」

　坂谷の話は理解できる。百合香は彼となら、同級生にも似た感覚で接することができる。話しやすいし、気が楽だ。

「少しだけ、話したらだめかな？」

「少しなら」

　坂谷は本音でぶつかってくる。百合香ももうそれに、きちんと応えたかった。

　これまで逃げ腰だったのに迷いなく承諾したためか、坂谷は目を丸くしていた。しかし、すぐに話を始める。

「昨日のは、俺、ちょっと卑ひ怯きょうだった。神野さんを不安にさせて、そこに付け込む行為だったと思う」

　坂谷の目を見れば、心からの謝罪だとわかる。

　彼が口を滑らせたことを責める気持ちは一切ない。むしろ、自分を心配して言ってくれたのだと思うと、それで良心を痛めているなら申し訳ないとさえ感じていた。

「伝えたい想いはひとつなんだ。俺にも目を向けてみてよ。柳瀬さんだけじゃなくて」

　もし、智と出会う前に言われていたらどうなっていたのか。

　軒下で、百合香は坂谷を見つめていた。

「これ、俺の連絡先。愚痴でもなんでも、俺を利用していいから。それがきっかけになるんだったら」

　受け取った紙には、十一桁の数字が並んでいた。智とはタイプの違う、男っぽくて力強い字。

「じゃあ、明日」

　最後に笑って、坂谷は雨の中を駆けていった。百合香はしばらく立ち呆ほうけ、ようやく傘を開く。青い傘の中で坂谷の文字を見る。

　〝もし〟なんていうのは、まったく意味がない。現実では考える余地もなく、心は智でいっぱいなのだから。

　百合香は坂谷の連絡先を、そっとバッグに入れる。駅に向かいながら、スマホを手に取った。

　一緒にいて、ドキドキする。声を聞いて、会いたくなる。彼の一文字を見るだけで、胸が焦がれる。

　そうさせるのは、智だけ。

　本当は、自宅に着いてから智に連絡をしようと思っていた。それなのに、どうしても今、電話をしたくなった。

　百合香は歩みを進めつつ、スマホを耳に添える。まだ二十一時半だ。智が電話に出られる可能性は低いとわかっていたが、呼び出し音を聞き続ける。すると、予想外なことが起きた。コール音が途切れ、電話が繋がったのだ。

「もしもし？　智さん？」

『ああ、百合香だ』

　スマホ越しに聞こえる、柔らかな声音。全神経が耳孔に集中する。

「え。あっ……はい。今、大丈夫なんですか？」

　美雪たちと酒を飲んでいると思って、確認すれば『うん、大丈夫』と返ってきて、今さら慌て始めた。本当に電話に出るとは思っていなかったから、なにから話すか考えていなかった。言葉を詰まらせていたら、智が言いかける。

『百合香、昨日は――』

　瞬間、スピーカーの向こう側から『ブーッ』とチャイム音が聞こえてきた。今、智がいる場所は周りが静かだった。どこかの居酒屋ではなさそうだ。だとするならば、ホテルに戻っていて、部屋のチャイムではないかと考える。

「なんか音がしましたね……？　お客さんですか？」

　確認している矢先、遠くで再びチャイムの音が鳴っている。智の反応が遅く、百合香は一気に不安になった。

　ルームサービスかもしれないし、ほかに同行している誰かかもしれない。が、どうしても百合香の頭には美雪の姿しか浮かばない。当然、昨夜のことを引きずっている。百合香は怖くて仕方がなかった。

「智さん。電話、切ったほうがよさそうですね」

『いや、待っ……』

　明らかに様子がおかしい。その間に、『ブーッ、ブーッ』とチャイム音の間隔が短くなっていっている。智は電話口で『なんでもな――』と続けたが、さすがにブザー音を無視し続けるのは困難だと思ったのか、ピリッとした声で言った。

『ごめん、百合香。やっぱりかけ直す』

　百合香は足を止め、傘の柄をぎゅっと握る。

「また、阿部さんですか？」

　こんなふうに責める言い方をするつもりはなかったが、離れているから不安で疑ってしまう。そんな自分が嫌だし、現状もつらい。

　悲しい気持ちを抑えるために、素っ気ない声を出すしかなかった。

「連日続くほど立て込んでるようなら、折り返しの電話はいいですから」

　勢いでまくし立て、電話を切る。百合香は口を引き結び、涙を堪えた。

　なにか事情があったのだと頭で思っても、受け止めてあげられる余裕がない。目頭が熱くなる一方だ。

　ただでさえ、智が御曹司だとわかって不安なのに、美雪まで出てきて平気でいられるはずがない。

　百合香はスマホをバッグに入れ、ぐっと顔を上げて再び歩き出した。

　駅に着き、電車に乗ってひと駅過ぎたところで、バッグが震えるのを感じた。ドクンドクンと心臓が早鐘を打つ。そろりと中に目を向ければ、光るディスプレイに【柳瀬 智】の字が見えた。

　手のひらに汗を掻く。心の整理がまだだ。電話に出るべきかどうか。心は大きく揺れる。

　この電話は、本当に智からなのか。もしも昨夜同様、美雪の声がしたら……もう立ち直れない。

　バッグをきつく抱きしめ、百合香は振動が止まるのを、息を潜めて待った。着信が止まり、ふっと腕の力を緩め、窓の外を眺める。

　百合香が、その後すぐ智からのメッセージを一件受信していたのに気づいたのは、翌朝のことだった。




【さっきはごめん。電話ありがとう。声を聞けてうれしかった。明日は十六時には東京に着く。会いたい】

　智からのメッセージに、一夜明けた今もいろんな気持ちが混ざり合う。それは日々見ている、万年筆の洗浄をしたときのインクで混濁していく水のよう。

「おはよう、神野さん」

　出社するなり、百合香は坂谷と出くわした。

「あ……おはようございます」

　坂谷のほうはこれまで通りに接しているのに、百合香はぎこちない。坂谷は微笑を浮かべた。

「今日も頑張ろ」

「……はい」

　坂谷の笑顔につられて、百合香も笑顔でどうにか答えた。




　今日は来客の流れがほどよく、夕方になっても仕事が途切れずにいた。百合香がようやくひと息ついたときに、同じく坂谷もやっと落ち着いたのか、「ふー」と息を吐いていた。そこに、また新たな男性客に声をかけられる。

「すみません、こちらには〝龍りゅう〟という蒔絵の万年筆はありますか？」

　恰かっ幅ぷくのいい上品な装いの年配の男性は、百合香と坂谷を交互に見やった。百合香は普段あまり耳にしない『蒔絵』の単語に、構えてしまった。

「蒔絵ですか。えーと、当店にはこちらに展示しているものしか……」

　先に坂谷が反応し、ショーケースの上段に四、五本並んだ蒔絵の万年筆を指した。男性は目を細めて一本一本確認する。

「ないねえ。老舗のここならと思って、来たんだがね。よそで探すより仕方がないか」

「あの！　少々お時間をいただけませんか？　今、店頭にはありませんが、ご用意できるかお調べいたしますので！」

　肩を落として残念そうにつぶやく男性に、声をかけたのは百合香。

　男性客を椅子に案内した後、龍とはどこのメーカーなのかをインターネットで検索する。それが OCEAN だとわかり、カタログを取り出して現行商品なのかを調べた。

　最新版カタログには記載されておらず、昨年までのカタログには掲載されているのがわかり、男性に見せる。

「お客様。お探しの商品はこちらでお間違いございませんか？」

「おお、これだこれだ！」

「こちらは現在、製造中止になっているものかもしれません。ただ、メーカーに在庫が残っていれば、当店に取り寄せは可能ですので。メーカーに確認して参りますね」

　百合香は坂谷に会釈して、一度離れる。OCEAN に在庫があるか電話をしたところ、一本あると聞いて、売り場に急いだ。

　取り寄せ手配が可能と男性客に答え、前金をもらって承り書を渡し、無事に接客が終わった。

　男性客が完全に見えなくなると、坂谷が無邪気に喜ぶ。

「すごいね！　やったじゃん！」

「週明けには入荷する予定です。それにしても蒔絵なんて高価だし、すごく緊張しました」

「だよね。俺もテンパってたし。神野さんのおかげで今日の売上は達成したね！」

　蒔絵にもいろいろあるが、今回は世界で初めて蒔絵万年筆を作った OCEAN の商品だったため、価格が六十三万円と高値だ。

　百合香は、売上を達成できたというのもうれしかったが、一番はさっきの男性がとても喜んで帰っていったことだった。

「あ。私、十七時までにファックス流さなきゃ」

「お、もう十分前じゃん。急いでバックヤードに行ってきなよ。売り場は俺が見てるから」

　坂谷の言葉に甘えて、百合香は発注書を小脇に抱え、バックヤードへ向かう。

　簡易デスクで慣れない OCEAN 宛の発注書を記入し、何度も番号を確認してファックスを流した。




　仕事を終え、百合香はスマホを見る。新着メッセージが一件。智からだ。

　店を出て、メッセージに書いてあった待ち合わせ場所へ急ぐ。初めは早足だったのが徐々に加速して、いつの間にか駆け出していた。

　人通りが少ない路地に、白い車が見える。車に寄りかかってスマホを見ている智が視界に入り、さらに走った。

「すっ、すみません……遅く、なって……」

「走らなくてもいいのに」

　智は肩で息をする百合香に目を丸くし、頬を緩めて言う。

「じゃあ行こうか」

　久しぶりの智に、胸が高鳴る。まだ解決していないことはあるが、やっぱり百合香は彼と会えてうれしい気持ちが大きい。

　ナビシートに座り、ふたりきりの時間に戸惑って、ついよそよそしく挨拶をする。

「三日間、お疲れさまでした」

「ん。百合香もね」

　出張前までと同じ穏やかな雰囲気で微笑み、智はギアを入れて夜の街を走り出した。




　ふたりはレストランで食事を済ませた。食事中は昨日の話などまったく出ず、緩やかに時間が過ぎていった。しかし、智のマンションに着いた瞬間から、百合香は本題に入るカウントダウンが始まっている気がして、落ち着かない。

　智はソファに座ったが、百合香はリビングに立ったまま。

「百合香」

　しん、としていたところに名前を呼ばれ、びくっと肩を上げる。少し前の和やかな空気から一変し、緊張が走った。

　なにから話せばいいのだろう。自分は智になにを聞きたかったのか。頭の中はぐちゃぐちゃになり、智の顔を見られない。

「出張中は、いろいろ不安にさせて悪かった」

　智が話を切り出すと、百合香は黙って聞く。

「昨日、阿部さんが部屋に来たのは事実。でも、あの後すぐに彼女は出ていったよ」

「一昨日は……？」

　一昨日も、美雪は智の部屋にいた。電話で声を聞いたのだ。間違いない。

「昨日も一昨日も、彼女が訪ねてきたけれど」

　百合香は智の言葉の途中で聞くのが怖くなり、ぎゅっと瞼を閉じて背を向けた。身体を小刻みに震わせていたら、後ろから抱きしめられる。

「聞いて、百合香」

　背中に感じる熱と同じく、温かな声が耳の奥へ入ってくる。ゆっくり目を開けて、覚悟を決めた。

「一昨日は、チェックインをしてから、阿部さんと同じ部屋になっていると知った。だが、誓ってなにもしていない。俺はロビーで過ごしたし」

「同じって……どうして……！」

「俺の注意が足りなかった。本当にごめん」

　潔く謝られたら、責めることができない。

「やっぱり、阿部さんは智さんが好きだったんですね」

　そこまで思いきった行動をするくらいに彼を想っていたと知り、百合香はなんとも言えない思いになる。

「どうかな。好きだったのは、俺の中身じゃないと思うけどね」

　ふいにぽつりと零した智の言葉に、おもむろに振り返る。彼と正面から向き合うと、意を決して口を開いた。

「本当だったんですね。智さんが次期社長になるような人だって話」

　美雪よりも心に引っかかっていたのは、こっちだ。

　真剣な瞳で百合香は智を見つめ、固唾を呑んで返答を待った。

「確かに、俺の祖父や父は大企業と言われるところの代表で、俺はその子会社で働いてる。俺のこと、嫌になった？」

　再びソファに腰を下ろす智を目で追って、ぽつりと返す。

「嫌になんて……。ただ、私が不釣り合いなのは事実なので……」

「不釣り合いだなんて思わないよ。だいたい、次期社長は言いすぎ。兄もいるし、俺は会社の役に立てるならこのままでもいいんだ」

　前傾姿勢を取り、智は遠くを見つめて淡々と話していたが、ふいに表情が曇った。

「そうはいっても、百合香にいきなりこんな話をしたら、余計なフィルターをかけて見られる気がして言えなかった。ごめん」

　確かに事実を聞いたら、知らなかったときには戻れない。これからはどうやったって、智は大企業を継ぐ可能性を持つ人なんだと見てしまう。

「いえ……。お気持ちはなんとなくわかりますから」

　無理をして笑顔を作ったが、百合香は肝心なことを思い出す。家の事情にすっかり気を取られ、そもそも智には好きな人がいることを忘れていた。だったら、家柄で怖じ気づいていないで、一日でも長く彼の隣にいられる時間を大事にしたい。

　嘘でも『家のことは気にしていない』と答えて、できる限り智のそばにいたい。

　百合香は、智とまっすぐ向き合った。

「俺を許して、変わらず一緒にいてくれるってこと？」

　智の問いに、百合香はこくりと頷いた。瞬時に智は百合香の手を掴み、自分の足の間に引き寄せる。百合香を見上げて、熱のこもった視線を向けた。

「本当に？　だったら俺はもう、どんな手段を使ってもきみを手放さないよ」

　握られている手の力や、ほかのものには目もくれない至極真剣な双眸に、胸が高鳴る。智の片想いの相手が、彼の前に現れなければいい。いっそ、自分が智の想い人だったら……。

　切なさを抱きつつ、百合香はもう一度、首を縦に振った。それを合図に智はさらに引っ張って、百合香を自分の胸で抱き留めた。

「好きだよ」

　耳の横でささやかれた告白に、ひっそりと涙を浮かべる。

「百合香、顔見せて」

　甘い声で言われても、百合香は無言で拒否をする。今、顔を見られれば泣きそうになっていると気づかれる。

「まだ、怒ってる？」

「そうじゃなくて。ひどい顔だと思うから……」

「いいよ。俺はどんなきみでも好きだ」

　智は「ふっ」と笑って、そっと百合香を覗き込む。涙はどうにか堪えたが、表情までは作れなかった。

「うん。ひどい」

　智の感想に拗すねてそっぽを向いたが、頬に手を添えられ、戻される。

「そうなるくらい俺を好きになってくれたと思ったら、可愛すぎて仕方ない」

　今言った通り、智の手は百合香への愛おしさを物語っていた。頬を撫でて耳朶に触れ、顎のラインを確かめるように滑り落ち、最後は親指を下唇に這わせた。

　百合香はすべてを忘れ、官能的な手指の動きに恍惚とする。深海のように静かに揺らめく智の瞳に溺れていく。

「……三日間、長かった」

　耳に直接低い声を落とされ、ぞくりと背中が粟立った。再び視線が合った刹那、唇を奪われる。初めは優しく啄むキスを繰り返し、力を奪い取っていく。いつしか濃厚なものに変わったときには、ソファに組み敷かれていた。

「智さ……んっ」

　耳の裏から首筋へ順にキスされる。鎖骨に辿り着いたら、ちゅうっと強く吸われ、百合香は甘い声を漏らした。

「ごめん。限界」

　急にソファから立ち上がり、智は百合香を抱え上げる。

「ひゃあっ。おっ、重いからっ……」

　百合香が智の腕の中で抵抗すると、彼はくすっと笑った。

「大丈夫だよ。だって、もう何度こうしてると思ってるの？　酔いつぶれたときのほうが、よっぽど大変」

「あ……」

　百合香は、過去二回酔いつぶれて運んでもらったときのことを引き合いに出されて口を噤み、羞恥心から顔を智の広い胸にうずめる。智が歩き出した拍子に、咄嗟に彼の首に手を回した。あっという間にベッドルームに着き、ぼそぼそと言う。

「た、大変って言うくらい重いのに……もう無理しないでください」

　ベッドに下ろされた直後、流れるように頬に口づけられる。

「大変っていうのは、我慢しなきゃならないから、って意味だよ」

　触れられた箇所を手で覆い、大きな瞳を揺らす。すると、智がギシッとベッドを軋きしませ、じりじりと距離を詰めてくる。

「でももう、我慢する自信はないな」

　言い終わるや否や、深く口づけられた。同時に彼の気持ちが伝わってくる。無意識に智をきつく抱きしめ返し、ささやいた。

「先のことはわからないです。でもやっぱり、私は智さんといたい」

　身体が密着して、智の鼓動が伝わってくる。心地のいいリズムに、そっと睫毛を伏せた。

「こんなに早く、そんなふうに言ってもらえるとは思っていなかった」

　智は百合香の髪を掬い、さらさらと落としながら続ける。

「俺の事情は百合香を悩ませるってわかっていたが、絶対に別れたくなんかなかったから……。卑怯だと思っても、百合香をほだすのに必死だった」

　ギッとベッドに腕をつき、百合香を見下ろす。

「自分のことばっかりで……結局、俺の口から伝えられなくてごめん」

「智さんも必死になったりするんですね。いつもそつなくこなすから意外」

「カッコ悪いだろ」

「カッコ悪くなるくらい必死に想ってもらえて、うれしい」

　百合香が智の頬に手を伸ばし、にこっと微笑んだ直後、両手を顔の横に縫いつけられる。そして、胸に鼻先をうずめられる。

「あっ」

「一秒でも早くこうしたかったんだ。顔を隠さないで、全部見せて」

「待、って……シャワー……」

「待てない」

　ふたりの吐息が重なり合う。百合香の思考は瞬く間に蕩けていった。

「百合香」

　愛おしそうに名前を呼ぶ智を、潤んだ瞳に映し出す。

　この気持ちをどんな言葉で、どう表現すればいいのかわからない。

　両手を伸ばし、百合香はもうひとたび智を抱き寄せる。百合香のほうからキスを贈ると、彼はひどく驚いた顔をした。

「ふふふっ」

　智の反応が新鮮で、こんな状況にもかかわらず、つい笑い声が漏れた。

「こういうのを、計算じゃなくするなんて」

「え？」

「俺のスイッチを入れたのはきみだからね」

　低く艶のある声音で言うと、智は百合香の顎を捕らえる。

「優しく抱くつもりだったけど、今夜はちょっと乱暴になるかも」

　智の大きな手が与える甘い刺激に、彼の髪を力なく掴むことしかできない。快楽の海に流されぬよう眉を寄せて堪えていたら、蜜を含んだ声が鼓膜を揺らす。

「百合香のスイッチも入れてあげようか」

「っ……やぁ……」

　唇を震わせ、百合香は智にしがみつく。智は『乱暴になるかも』と言っていたが、最後までガラス細工を扱うかのごとく、丁寧に触れた。




　数時間後。ベッドで寄り添っていた智が口を開く。

「俺の話をしたのは坂谷だろう？　ほかになにもなかった？」

　坂谷から聞いたと言い当てられ、驚いた。

「智さんの事情も知っているうえで、告白をされて……。断ったけど、あきらめきれないから自分を見てほしいって言われて」

「へえ。それで？」

「坂谷さん、すぐにいなくなっちゃって……」

　百合香は坂谷から連絡先をもらっていたのを、はたと思い出す。

「きみは嘘とかつけないタイプだな。なにを思い出した？」

　異変を敏感に感じ取った智は、さらに問いつめる。

「抱きしめられた？　まさか、キスされたり」

「ないですよ！　連絡先をもらったんです。キスされたりって……突然あんなことするの、智さんくらい……」

　思わず本音が漏れた。智はエレベーターでのキスを指摘され、珍しく目を泳がせた。

「俺だって、あんな衝動的になるのは百合香だけだ」

　初め、百合香はきょとんとしていたが、徐々に笑みが零れ出す。

『百合香だけ』と責められる言葉が、こんなにうれしいものだとは。

　じわじわと幸せを実感し、想いが溢れて百合香のほうから唇を寄せた。










世界でひとつだけの贈り物




　ネクタイを結び終えた智はベッドの脇に腰を下ろし、彼女のこめかみにキスをする。

　翌日の今日、百合香は公休。仕事が休みという理由のほかに、昨夜わだかまりが解けたのもあって、百合香は深い眠りに就いているのだろう。

「百合香」

　智が優しく声をかけると彼女はようやく目覚め、身体を起こした。同時に、なぜかしょんぼりと肩を落とす。智は百合香の気持ちを察した。

「はは。気にしなくても。寝てるきみを起こす役も、たまには悪くないよ」

「たまにって……今のところ百パーセントじゃないですか」

　百合香の心情は普段から読み取りやすい。智はそういうところも気に入っていた。彼女を抱き寄せ、頭を撫でてささやく。

「心配いらないよ。だって、まだまだこの先続くだろ」

　智の想像通り、百合香はかあっと頬を赤らめ、視線を落とした。

「じゃあ、そろそろ行ってくる」

　智がベッドから立ち上がろうとした瞬間、百合香の腕がお腹に巻きついてきた。

「もうちょっとだけ」

　背中越しに、小さな声が聞こえてくる。智は百合香の腕を掴んで剥がし、再び正面から向き合った。

「……俺を遅刻させたいの？」

　寝起きで力が入っていない細い手首を握り、あっという間にベッドに押し倒す。狼狽えている表情を見れば、自然に笑みが零れる。

　戸惑う小さな唇に、智はためらいなくキスを落とした。




　智は店舗に着き、事務所から売り場に下りる。ショーケースを磨く坂谷が目に入り、一度足を止めた。百合香に告白したと聞き、本音ではきつく当たりたいくらいの気持ちだが、さすがにそれは大人げない。智は変わらぬ態度で声をかけた。

「おー。三日間、お疲れ」

「あ、おはようございます」

　坂谷は智に対し気まずさがあるのか、持ち前の明るさもいまいちだ。当たり障りのない挨拶ののち、淡々と開店準備を進めていた。智もそれ以上は特に会話もせず、ホワイトボードをチェックする。三日分のメモに目を通し、発注ファイルを開いた。

「お……？」

　ファイルの一番上に綴じてある発注書には【蒔絵】の文字。それも百合香の字だとわかり、今朝まで一緒だった百合香を鮮明に思い出す。

　プライベートまで、仕事の話なんかしなくてもいい。けれども百合香なら仕事の出来事ですら、楽しそうに報告するに違いない。しかし昨日、蒔絵についてひとことも言われなかった。

　それだけ昨夜はいっぱいいっぱいだったのだろうな、と想像し、ひそかに笑う。そこに坂谷がやってきた。

「それ、昨日、神野さんが受けてましたよ」

「珍しいものが売れたもんだ」

「週明けには入荷するみたいです。メーカーに直接連絡してましたから」

「そう。これは廃番商品だろ。在庫があってよかったな」

　蒔絵は廃番云うん々ぬん以前に、欠品だと次がいつ入荷になるかわからない。今回は国内製だからまだいいが、外国製の商品だと数ヵ月、ときには数年単位で待たされることもざらだ。

「はい。神野さんも自分のことのように喜んでました。ああいうところ、すごく可愛いですよね」

　突然、坂谷が真剣な顔でぶつかってきた。いつも冷静な智もさすがに驚き、目を見開く。

「俺、彼女の口からはっきり答えを聞くまで、あきらめませんから」

　そう言いきった坂谷は、売り場へ行ってしまった。




　朝礼が終わった直後、智の元へ綾子がやってくる。

「ごめんなさい！」

「はあ？」

　怪け訝げんな声で返すと、元気が取り柄の綾子がしゅんとして言う。

「私、ちょっと出しゃばりすぎたって反省して……。ホテルに電話をかけさせたの、私なんです」

　綾子の謝罪を聞き、智は盛大なため息を漏らす。

「やっぱり桜井が絡んでたか。彼女があそこまで行動力があるのは、どうも変だと思ってた」

「ひ、冷やかしじゃなくて。柳瀬くんと連絡が取れないって、百合香が不安な顔してたから」

　綾子が必死に事情を説明する姿に、智は軽く目を伏せた。

「わかってるよ。そういう性格じゃなきゃ、とっくに俺の秘密を彼女にバラしてるだろう。お前の言動は、必ず裏には気遣いがあるって知ってる」

「百合香……大丈夫でした？」

　智の反応に、ほっと胸を撫で下ろした綾子は、次に百合香を心配する。美雪の件もだが、それよりも百合香に智の素性を知られたことを気にしていた。

「ああ。今朝はすやすやと気持ちよさそうに寝息を立ててたよ」

　綾子の心配をよそに、智はしれっとふたりの仲を匂わせる発言をする。綾子は一瞬ぽかんとしたが、すぐに赤面して声を上げた。

「もう！　ひとり身の前で惚のろ気けはやめてください」

「これくらいの仕返し、したっていいだろ」

　ふたりが重い雰囲気から日常に戻ったところに、江川が話に割り込んだ。

「柳瀬、久しぶり。工場はどうだった？」

　なにも知らない平和な男は、今朝も穏やかな様子で尋ねてきた。

「いろいろ興味深かった。万年筆を一本もらってきたよ」

「へえ。どれ？」

　江川は智の胸ポケットをジロジロと見る。

「いや。ここにはない」

「そうなの？　まあ、お前はその万年筆を使って長いし、新しいものの出番、あまりないんじゃないの？　それ、ずっと大事にしてるよな。そんなに書きやすい？」

『それ』とは、智のワイシャツのポケットにある桜だ。智は柔らかな表情で、そっと胸の万年筆に指を添えた。

「これが俺に似合っているって言われたから」

　江川が「ふーん」とつぶやいた直後、綾子がはっとして声を上げる。

「あ！　江川くん、時間！　開店十分前！」

「おお。じゃな」

　ふたりがバタバタと一階に下りていくのを見届け、智は桜をまっすぐ胸ポケットに差して仕事を始めた。




　開店して、三日分の仕事を済ませる。遅めの昼休憩を取り終え、夕方になった頃には客足が落ち着いてきたので、売り場を坂谷に任せ、事務所に向かった。

　弐國堂と OCEAN の限定コラボ商品を発売するにあたって、来週にフェアを予定している。準備に伴い、今日、美雪が商品の完成品を持ってくる約束だ。

　事務所でデスクに着いていたら、数十分後に美雪がやってきた。

「柳瀬さん、お世話になっております。遅くなりましてすみません」

　つい昨日までの出張中、いろいろあったが彼女は表情も声もいつも通り。智は美雪の切り替えのよさに感服する。

「お疲れさまです。昨日まで大変お世話になりました」

「いいえ。こちらこそ。金山や七重も、とても楽しく過ごさせてもらった、と言っていましたから。それで、早速なのですが」

　美雪はバッグから白い箱を取り出し、開けて完成品を見せた。中には赤・青・黄・黒・白の五色のボディにシルバークリップの万年筆が整然と並んでいる。軸の長さは文庫本に収まるくらいのコンパクトな万年筆だ。

「ああ、いいですね。途中で相談して決めた通り、キャップとボディの組み合わせを自由に選べたら、より自分だけのペンの感覚が得られそうだ。きっと心惹かれるものになる」

「組み換え可能によって、人気の薄いカラーだけが売れ残ったら……？」

　珍しく神妙な面持ちをする美雪に、智は堂々と答える。

「そこは僕たち販売員の腕を見せないと。それに、フェアではあなたも店頭に立っていただく予定ですし。阿部さんを頼りにしてますから」

「本当……なにもかも敵わない人ね」

「なんのことだか」

　涼しい顔をして返す智に苦笑し、美雪は新商品を置いて事務所を出ていった。




　約一時間経った頃、智は売り場に戻った。坂谷の姿を見つけ、肩を叩く。

「坂谷。阿部さん、まだいるか？」

「え？　さっきまで事務用筆記具の補充をしてくれてて……なんか急用っすか？」

「いや、急用ってほどじゃ……。客注の蒔絵さ、昨日ファックスしたなら、今日阿部さんがうちに来るついでに持ってきてないかな、って、ふと思って」

「あー、なるほど。じゃあ、俺も見かけたら聞いてみます」

「頼む」

　すると、ふたりが会話をしていた什器の裏側から美雪が現れる。

「あ、阿部さん。裏にいたんすね。聞こえてました？」

「え？　なにが？」

　坂谷の質問に、美雪はきょとんとする。今度は智が尋ねた。

「客注の蒔絵の話です。阿部さん、今日、日中は内勤だとおっしゃっていましたし、ご存じじゃないですか？」

「蒔絵？　そういった珍しい発注があれば、私に一報入るとは思いますけど」

　大きく首を傾げ、宙を見つめる美雪に、坂谷は焦燥感を抱く。

「昨日、ギリギリでしたが、確実に営業時間内に送っているはずなんすよ」

「え？　そうなんですか？」

「念のため、今すぐ確認してもらえますか」

　智はなんだか嫌な予感がして、美雪に強めに依頼する。だが、深刻さが伝わっていないのか、緊張感のない笑みでさらりと返される。

「ごめんなさい。今日は営業時間をとっくに過ぎていますから、事務もみんな退勤していて、電話は繋がらなくて……週明けの月曜日にならないと」

　今日は金曜日だ。月曜日となると、あと二日間は確認も取れず、この件は宙ぶらりん。客注商品が貴重なものだけに、坂谷も焦る。

「ちょっ……、週明けには用意できるって、お客様に約束してるんですよ！」

「え？　それは困りましたね……。ちなみに、どなたがファックスを？」

「神野です」

「まあ。うちへの注文に慣れてなくて、どちらかに誤送信したのかしら……？」

　智だけでなく、坂谷ですら百合香の慎重な性格を知っている。ファックスを誤送信するだなんて、ほぼあり得ない。坂谷が不満を募らせているのに気づいた智は、坂谷の背中を軽くポンポンと叩いた。

「坂谷、念のためお客様には『週末を挟むため、予定より二、三日遅れそう』と一本連絡を入れておいて」

「わ、わかりました」

　坂谷は指示通り電話をかけるため、伝票を取りにカウンターへ戻った。美雪とふたりになり、智は静かに口を開く。

「昨日ファックスした時間には……あなたはもう会社に着いていたはずだと思います。そうなると、いつもであれば今日、客注商品を持ってきていますよね」

「私が隠した、と？」

「考えたくはないが……。あなたは優秀ですし、こんな初歩的なことを忘れるなんて、まずないのではないかと思いまして」

　低く冷たい口調で、じりじりと美雪を追いつめていく。

　以前までは、彼女がこんな真似をするなど考えもしなかった。だが、出張中の大胆な行動を目の当たりにした後だ。もしかしたら……という疑念が拭えない。

　それにしても、美雪にもプライドがあるはず。せっかく大きな売上に繋がるものをふいにするだろうか。それを知ってか知らでか、美雪からその件に触れてきた。

「どうして、こちらが損するような行動を私がするんですか？」

　疑われても怒りや困惑も見せず、むしろ笑顔で、やけにスラスラと言葉を返す彼女に、釈然としない。そうかといって、証拠もないのに、これ以上美雪を疑う発言を重ねれば侮辱することになる。

　智が仕方なく口を噤むと、美雪は勝ち誇ったように高らかに言った。

「それにしても今、龍が売れるなんて。龍年は一昨年終わったばかりなのに」

　上機嫌のあまり、美雪はつい口を滑らせて、はっとした。当然、智は聞き逃さない。

「阿部さん。俺は蒔絵とは言ったけれど、ひとことも龍だって言ってない。さっきまでいた坂谷もね」

　自分のミスで形勢逆転された美雪は、笑みが消えて冷や汗を流す。

「仕事はちゃんと割り切ってする人だと思っていたのに。あなたのプライドは自己中心的なものなんですか。いい加減にしてください」

「プライド、ありますよ。だから売上もちゃんと確保したし……！」

「どういうことですか」

　これまでに聞いたことのない、怒気を含む智の低い声に、さすがの美雪もしどろもどろになる。

「本当に、偶然よ。たまたま今朝、私が担当している地方のお店でも龍の注文が来てたのよ。それで……」

「まさか……在庫は一本だけなんじゃ」

　黙り込む美雪を見て、最後の龍は地方の店へ手配されたのだと確信する。智は初めて、女性に手を上げたい衝動に駆られた。もちろん、それを実行はせずに、爪の痕が残るほど自らの手を握りしめ、我慢した。

「気が済んだ？」

　智に一触即発の空気が流れ、美雪はごくりと喉を鳴らす。

「公私混同だし、お客様まで巻き込むのは最低だ。もう二度としないと誓って」

「……も、申し訳ありませんでした」

　美雪は弱々しい声で謝る。

　謝罪を受けたところで、状況が好転するわけではない。智は焦燥感に駆られつつも、必死に解決方法を思案する。そこに、坂谷が走って戻ってきた。

「電話しましたー！」

「私、そろそろ失礼します」

　坂谷とすれ違うように、美雪は逃げ出す。坂谷は、ぽかんと彼女の後ろ姿を見つめて言った。

「え……結局、どうなったんすか」

　智は坂谷の質問になにも答えず、黙って一点を遠く見つめていた。




　閉店して事務所に戻った智は、珍しく喫煙ルームへ入った。煙草を一本取り出し、口にくわえて火をつける。

　目をわずかに細めて息を上に吐き出すと、ガラスの壁にもたれかかって、換気扇に吸い込まれていく紫煙を追うように天井を仰ぐ。そのとき、ガチャリとドアノブが回る音がして、顔を戻した。

「おお、柳瀬くん。あ、いや、今は部長か」

「以前と同じように呼んでくださいよ、店長」

　弐國堂の店長は、智がここで研修をしていたときは副店長で、高級筆記具を担当していた。気さくな人柄に智も心を許し、とても世話になった人だ。

　智の向かい側に立った店長も、ゆっくりとした動作で煙草に火を灯した。

「どうだった？　広島は」

　店長も智と同様、上に向かって煙を吐いて尋ねる。

「はい。今後の店舗の方向性や展開の参考にもなる出張でした」

「そうか。いや、今日、電話で金山さんと話してね。柳瀬をくれって言われたよ」

「そんなこと言ってたんですか」

「うちの店だけでなく、会社全体を支える大事な存在だ。即、断っておいたよ」

　互いに笑い、合間に煙草を口に挟む。沈黙の後、店長が続けた。

「OCEAN と、来週のフェアに向けて決起集会……まあ要は飲み会をするから。金山さんたちも来週来るらしいし」

「じゃあ、店の予約を坂谷に頼んでおきますか。いつにします？」

「週明けでいいんじゃないか？　土日は向こうさんが休みだろうからな。それに平日だったら、どこの店も空いてるだろ」

　短い煙草を中央の灰皿に押しつけ、店長は出入口に足を向けた。が、なにかを思い出したようで、また振り返る。

「広島、あの店に行ったんだったよな。元気だったか？　店主のじいさん」

　初日に訪れた広島の老舗文具店を思い出し、智は笑顔で返す。

「ああ。行きましたよ、もちろん。元気に蒔絵を眺めてました」

「そうか。じゃ、お疲れさま」

　店長は片手をひらひらさせ、喫煙ルームを後にした。智は彼の姿をガラス越しにボーッと見て、煙草をふかす。

　瞬間、ふと閃いた。そこに坂谷が向かってくるのが視界に入る。坂谷は煙草を吸わない。それにもかかわらずガチャリと音をたて、中へ入ってきた。

「お疲れさまです」

「どうした？」

「すみません、やっぱり気になって」

　坂谷の言葉を待っていると、意外なもので驚倒した。

「蒔絵、大丈夫っすか」

「は？」

「いや。なんかさっき、阿部さんが帰る直前、雰囲気が……」

　悪く言うつもりはないが、坂谷は仕事とプライベートをきっちり分ける印象がある。だから就業時間が終われば、仕事のトラブルなど気にかけたりしないタイプだと決めつけていた。

　そんな坂谷が、着替え終わって帰るだけの今、わざわざ自分を追って喫煙ルームに足を向けたのは、彼なりに気になっているのだろう、と智は感じた。

　事実を伝えれば、いたずらに不安にさせるだけだと思って黙っていたが、坂谷の真剣な目を前に、正直に話す。

「……手違いで、もう OCEAN には在庫がない」

「えっ！　じゃあ、どうする――」

「俺にひとつアテがある」

「アテ？」

　智の言う『アテ』こそが、今しがた閃いたものだ。智は煙たそうに顔をしかめる坂谷に「だから心配するな」と言って、喫煙ルームから追い出した。煙草を灰皿に押しつけ、すぐに自分も出て坂谷を呼び止めた。

「ああ、坂谷。週明けに八名で入れる店、見つけといて。酒と料理が美味しいところ」

　きょとんとする坂谷を追い抜かし、智は颯爽と事務所を出た。




　百合香は今日も以前と同じように、智が出社した後、自宅アパートへ帰り、夕方にはマンションに戻って夕食を用意していた。智が帰宅してきたのを玄関の音で察し、パタパタと出迎える。

「ただいま」

「おかえりなさ……っ」

　顔を合わせるなり、一瞬のキスを落とされる。ふい打ちを食らった百合香は、両手で口を押さえて赤くなる。

「いつまでも慣れないね。可愛い」

　智はニッと笑って頭をポンと撫で、リビングに移動した。

　本人にとってはなにげないことなのだろうが、上着を脱ぎ、ワイシャツの袖口のボタンを外してネクタイを解く一連の動作に、ドキドキしていた。




　ふたりで夕食をとり、食器を百合香が片づけようとした際、智が手を重ねてくる。

「ここは俺がやるから、百合香はお風呂に入っておいで」

　ふたりで食べ終えた洗い物を引き受け、先にバスルームへと促してくれる。こんなに完璧な男性っているんだな、と感動して見つめた先の、ワイシャツを腕まくりして洗い物をしている智も、カッコよくて直視できない。

　ささっとバスルームへ向かい、百合香はゆったりとした気分でバスタブに入るが、智を想うだけで動悸が騒ぎ出した。




　約一時間後には、ふたりとも入浴を終えてリビングでくつろいでいた。百合香はコーヒーを淹れながら、「そうだ」と思い出したように言う。

「定休日じゃなくても、休みが一緒の日があれば行きたいところがあるんですけど」

「へえ。百合香から提案するのは珍しいね。いいよ。どこ？」

　百合香はカップをふたつ手にして、ソファに座る智の元へ向かう。コーヒーをテーブルに置いて、ラグの上にちょこんと座って答えた。

「ええと、初めて出かけた本屋さんへ……」

「ああ、駅前の？」

　智が不思議な顔をしたのは、普段、百合香が本を手にしている場面を見ないからだ。百合香は両手を合わせてはにかんだ。

「桜を、もう一度手に取ってみたくて」

　初めてのデートがそこだったからかもしれない。思い出を記念に、という気持ちと、なによりあの日の桜がずっと忘れられない。これだけ心に残っているのなら、きっとあれが自分の一本になると考えていた。

「百合香、やっぱり桜がいいんだ？」

「なんか、記憶に刻み込まれていて……智さんの木目の桜も素敵だなあって思うんですが、私はやっぱり花びらのほうが」

　花びらの模様が自分の手の中に収まっている映像を脳裏に思い浮かべ、心が温かくなる。

「桜で決めようとしてるの？」

「はい。たぶん、そうなりそうな気がします。購入するときはちゃんと弐國堂で注文しますよ」

「じゃあ、間に合ってよかったな」

　急に立ち上がり、リビングを出ていく智の背中を見て、百合香は首を傾げた。智はすぐに戻ってきて、百合香の前に片膝をつき、真っ白な細長い箱を手渡す。

「え……？　これは？」

　百合香は戸惑いつつ、そろりと箱を受け取った。誕生日でも記念日でもない。疑問を抱き、手の中の白い箱に視線を落とす。

　店では見ない化粧箱。だが、弐國堂に三年勤めている百合香は、箱のかたちでピンときた。

「開けてみて」

　智が含み笑いで言った。百合香は自分の予想が当たっているのかを確かめるように、ドキドキして包装を解く。

　プレゼントを開ける瞬間は、いくつになっても胸が高鳴る。

　智の優しい眼差しを一身に受け、箱をゆっくり開く。真っ白な箱の中は水色。まるで澄んだ青空に浮かぶように、桜の花びらがあった。

「桜……！」

　驚きのあまり百合香が声を上げ、夢中になって眺める。いまだに桜に触れず、見つめるだけの百合香に、智は苦笑した。

「書いてみたら？」

「い、いいんですか？」

「おかしなことを言うね。百合香にあげたんだから、百合香が書かなきゃ意味ないだろう」

　智がそう言って、メモ帳を持ってくる。百合香は高揚した気持ちで、テーブルに向かってメモ紙にペンを滑らせた。インクは智と同じブルーブラック。

「インク、ブルーブラックを入れてくれたんですね」

「ああ。ほかのがよかった？」

「いえ、好きです。この色」

「よかった。俺も好きな色だから」

　紙に染み込んだブルーブラックの字を見て、尋ねる。

「だけど、どうしてこれが……？」

　まるで手品師のように、いいタイミングで桜を贈ってくれた。これまで、智に直接『桜が欲しい』と口に出してはいなかったはず。

「百合香が、たぶん選ぶんじゃないかと思ったから」

「いつの間に？　店で注文していたら、発注や納品のときに気づきそうなのに」

　店でずっと智の動向を窺っていたわけではないが、こそこそした動きはしていなかったと思う。

　百合香は桜をテーブルにそっと置いて、智を見つめる。

「これは、広島に出張に行ったときに工場で選んだ。この桜を最後に仕上げたのは俺」

　さらりと言われたが、百合香は衝撃を受けた。あれだけいろいろあった三日間の中で、自分のためにこれを選び、手がけていたとは……。

　好きな人をいつでも想い、想われる。

　うれしすぎて声も出ない。幸せで泣く経験などもない。

　智は百合香に突然、涙を零され、少々驚いた様子で口を開く。

「なんで泣くの」

「……悲しいときだけじゃないんですね。涙が出るのは」

　口元に笑みを浮かべ、頬に涙が伝う。智は優しく抱き寄せた。

　百合香は智の胸に頬を寄せ、ふと視線をテーブルに向ける。白濁色の万年筆は、花びらをキラキラ輝かせていた。




「いつまでそうしてるの？」

　日付が変わりそうな時間にもなったのに、百合香は智からもらった万年筆を手に取っては、キャップを開けたり閉めたりを繰り返していた。まるで、クリスマスにサンタクロースからプレゼントをもらったばかりの子どもだ。

「だって、ずっと見てても飽きないんですもん」

　にやけ顔で万年筆を触っていると、智がスッと桜を取り上げた。

「あっ」

「覚えておいて。百合香にこれを贈ったのは、笑ってほしかったから」

「はい。本当にうれしくて……」

　智が持つ桜に手を伸ばしたら、逆に手首を引っ張られて捕まった。

「笑いかけるのは万年筆じゃなくて、俺に」

　智は桜をテーブルにそっと戻し、空いた手を百合香の顎に持っていってキスをする。

　口づけた後、智は至近距離でささやく。

「それは会社で見て。ほかの誰も見ないで、俺だけを想って」

「……今も、そう考えて見ていたのに」

「今はその本人が目の前にいるんだから、必要ないだろ」

　大真面目に言う智に驚き、百合香は笑ってしまうのを堪えて口を尖らせる。

「智さんのやきもちやき」

「そうだよ。だめ？」

『だめ？』と切り返されるとは思っておらず、少し間を置いて答える。

「うれしい……」

「束縛されてうれしいなんて、変わってるね」

「だって……あまりに夢中にさせるから」

「じゃあ、お互いさまだ」

　智は面映ゆげに睫毛を伏せる百合香を、目尻を下げて抱きしめた。




　日曜日。百合香はロッカールームから、背筋を伸ばして歩いていく。

　昨日から、智にもらった桜を胸ポケットに入れていた。それだけで、気持ちに変化を与えられる。

　智は開店直後、『電話をしに行く』と、いなくなった。今日は日曜日のため、電話の相手はメーカーではない。大事な顧客に電話をするのかな、と想像し、ショーケースの中を整頓する。

　今日は坂谷が公休だ。坂谷とは、告白されて連絡先をもらってから話をしていない。きちんとしなければ、と覚悟を決めていたところに、アルバイトスタッフが出社してきた。

「神野さん、おはようございます。シフトがすれ違っていたから、なんか久々ですね」

「おはよう。本当だね」

「そうだ！　一昨日のこと、もう聞きました？」

「え？　なに？」

　早々に切り出された話が不穏な感じで、百合香の心臓が嫌な音をたてる。

「客注の蒔絵が欠品だって、柳瀬さんと坂谷さんが。もう廃番みたいですし、どうするのかなって」

「え……？　蒔絵が欠品……？」

　百合香の頭は真っ白になる。

　ちゃんと在庫は確認した。注文書だって営業時間内に送った。【送信されました】の表示も見届けて、注文書をファイルに綴じた百合香には、まったく寝耳に水の話だ。

　慌てて智を探しに行く。すると、バックヤードに電話を終えたばかりの彼がいた。

「柳瀬さんっ」

「なにかあった？　血相を変えて」

「今、聞いて……っ！　私の客注の蒔絵がないって！　すみません。ちゃんと確認してファックスも流したのにっ……」

　百合香が今考えているのは、怒られる恐怖ではなく、希望していた万年筆があってあれだけ喜び、前払いも気前よくしていった男性客の気持ちだ。

「どうしよう……あんなにうれしそうに帰っていかれたのに……」

　悲痛な面持ちで嘆く百合香を見つめ、智は肩に手を置いた。

「神野さんは、やっぱりすごいね」

　こんな状況で、智はなにを言っているんだろうか。嫌味ではないことは表情でわかるが、真意がわからない。

　百合香は理解に苦しみ、しばし固まった。

「そうやって、こんなときも自分の立場よりも相手のことを考える。普通、自分が怒られるとか、どう言い訳しようかと考えそうなものだけど」

「だって、あんなに喜んでいたのを知っているから」

「それがすごいって言っているんだよ」

　柔和な笑みで智は褒めるが、この状況で気持ちが切り替わるはずもない。どうしたらいいのかとおろおろしている前で、まったく焦りを見せない智に気づく。

「もしかして……なにかフォローしてくれました……？」

　智は口の端を弓なりに上げる。

「運がよかっただけさ。たった今、広島の、とある店にかけ合ったら大丈夫だった」

「え？　じゃあ」

「入荷日は遅れるけど、ちゃんとお客様には渡せるよ」

　智の言葉に、百合香は胸を押さえて心から安堵する。

「よかった……！　じゃあ、お客様に当初の予定より遅れるって連絡しないと……！」

「それももうしてある。一昨日、坂谷が」

「坂谷さん……？」

「あいつなりに、心配してたよ」

　みんなに助けられ……本当に自分は恵まれた職場にいる。胸の中に熱いものが込み上げてきて、思わず視界が滲んだ。

「ま、そういうわけだから、気にしないで仕事して」

「あ、はい！　本当にありがとうございました！」

　百合香は結った髪の後れ毛を勢いよくなびかせ、深くお辞儀をし、笑顔で売り場に戻っていった。




　翌日、月曜日。

「坂谷さん！　ありがとうございます！」

「え？　なに？」

　売り場で顔を合わすなり、百合香が満面の笑みでお礼を言う。坂谷は目を白黒とさせた。

「蒔絵ですよ。いろいろあって心配していただいたうえ、お客様に電話もしてくれたって柳瀬さんから聞きました」

「あ？　あー……うん。だって、ほら。俺も知ってる客注だったし」

「本当に助かりました！」

　晴れやかな表情で百合香が礼を言うところを見て、坂谷はぽかんとしてつぶやく。

「え？　解決したの？」

「はい！　柳瀬さんが」

　即答された坂谷は、乾いた笑いを漏らす。

「そう。やっぱり……。柳瀬さんはすごいな。よかったね。返金になれば高額だし、痛手だよ」

「本当、あんなに喜ばせておいて、私のミスで用意できませんでした、なんてとても言えないですもん」

「……ミス？」

「え？　だって、それしか考えられないですし」

　今回の件は、美雪が一枚噛んでいることくらい、坂谷も知っている。

「坂谷さん？」

「あ。いや、とにかくよかったね」

　坂谷の微妙な変化に気づかず、百合香は「はい」と笑顔で返事をした。それから、すうっと息を吸い、勇気を出して言う。

「あの、坂谷さん。今日、飲み会の後、少しお時間もらえませんか」

　忙しいのを理由にして、今日まで行動できずにいたが、いい加減はっきりしなければならないと、ずっと思っていた。

「いいよ。じゃあ俺、あんまり飲みすぎないようにしなきゃ」

　百合香の緊張交じりの真剣な顔を見て、坂谷は苦笑した。




　ショーケースの前に立っていたとき、「すみません」と声をかけられた。

「いらっしゃいま……あ！」

　百合香が振り返ると、先日、美雪と一緒に接客をした年配の女性がいた。女性は今日も綺麗な身なりをしていて、品のある笑いを零す。

「ふふふ、こんにちは」

「先日はご来店ありがとうございました。ボールペンの調子はいかがですか？」

「ええ、とっても気に入って使っていますわ。どうもありがとう」

　穏やかに挨拶を交わして、カウンターの並びにある椅子に、女性を自然に誘導し、話を続ける。

「今日は、なにかお探しですか？」

「今日はね、前に言っていた万年筆、持ってきたのよ」

　女性はショルダーバッグからペンケースを出して、中から万年筆を一本出した。

「もう使えないでしょう？」

「綺麗にしてから、チェックしてみますね」

　エンジ色の万年筆を預かり、百合香は慎重に超音波洗浄機へとかけ始めた。

「もうねえ、使えないと思っているから、だめならいいのよ？」

「いえ。また書けるようになるかもしれません。お待ちください」

「どうもありがとう」

　和やかな雰囲気の中、女性がちらりと横のショーケースに目をやった。

「ただね。あなたに、またなにかペンを探してほしいと思って来たの」

「え？」

「今度は万年筆。なんだか懐かしくなって、また使ってみようかなって思えたのよ」

　女性がにこにこと話すものだから、百合香は心が温まる。

「じゃあ……少しまた、書いてみますか？」

「ええ。もしよろしいのなら」

「もちろんですよ。ええと……」

　百合香は近くのショーケースを真剣に見て回り、三本の万年筆をトレーに載せて差し出した。

　一本は女性らしいピンクで、パールがかった塗装のボディをした万年筆。もう一本は、今、洗浄しているものと若干色味が似ている、落ち着いたボルドー。最後の一本は、マーブル調の綺麗なグリーン。

　どれも目の前の女性のイメージを考えて選んだ万年筆。さらに、今預かっている万年筆と似たペン先のものだ。きっと手に馴染むのが早いはず、と厳選したもの。

　女性は一本ずつ確かめるように、楽しんで試筆用の便箋にペンを走らせる。百合香は前回同様、しばらく笑顔で黙って見つめているだけだ。

「んー。なんだかやっぱり、どれがいいのかわからなくなってきちゃうわねえ」

「無理して今、決めていただかなくても大丈夫ですよ。実は私も最近、気に入った万年筆を持つようになったんですが、それまでだいぶ悩んじゃいました」

「あら、そうなの？　もしかして、今あなたの胸に差さっているものかしら？」

　百合香は桜をそっとポケットから引き抜くと、大事に手のひらに載せた。

「本当はお貸しできたらいいのですが……すみませんが特別な一本でして。こちらの万年筆はお貸しできないのです」

　心から申し訳なく思い、頭を下げた。女性はにこやかに手を横に振った。

「いえいえ。知ってますから。万年筆を人様に貸すと、持ち主の癖がなくなってしまいますからね」

「ご存じなんですね」

「昔そう言って、父があの万年筆をくれたものですから。本当に、そちらのペン、素敵ね。あなたにお似合いよ。大切にしてあげてね。私も、ゆっくりと決めさせていただくわ」

　女性の心のこもった言葉に、百合香も極上の笑みを浮かべる。

「はい。何度でもいらしてください」

　百合香は預かった万年筆の洗浄を終わらせて、水を切る。

「これでインクを入れれば……。インクの色はなににいたしましょうか？」

「そうねえ……昔は黒だったけど、なにがいいかしら」

「ブルーブラックはいかがでしょうか」

　女性客は結局、新しい万年筆を購入しなかった。しかし、眠っていた万年筆が再び目を覚まし、今度はブルーブラックのインクでともに生活できるようになったことを、とても喜んで帰っていった。

　百合香が女性客を見送ると、どこからか智がやってくる。

「お疲れ」

「柳瀬さん！」

「ずいぶん好かれたものだな。あのお客様はきっと買い物は二の次で、百合香と話をするのが楽しいんだよ」

「それはそれでうれしいです」

　百合香は柔らかく微笑んだ。

「その笑った顔に、何人もの人が会いたくなるんだろうな」

　智は最後に聞こえないくらいの小さな声で、そっぽを向いてそう言っていたが、百合香には聞こえていた。

　上司であり、なにより最愛の恋人である相手の口からうれしい言葉が聞けて、心が満ちていった。




　閉店後、早めの夕礼が終わってから売り場を見ると、商品の品出しをしている美雪がいた。

　フェアがあったり、雑誌や新聞に商品紹介の記事が載ったりと商品の動きが大きいときは、メーカーの担当者も閉店後まで補充を行ったりする。

　今日は夜に OCEAN との飲み会の予定があったため、美雪は一度会社に戻る時間も半端で、店で仕事をしていたようだった。

　百合香もほかのメーカーの事務筆記具を補充するのに、美雪と二、三メートル離れたところに並んだ。

「お疲れさまです」

　百合香のほうから声をかけると、美雪は驚いた顔をしたのち、業務的な雰囲気で挨拶を返す。

　美雪の顔を見て平気なわけではないが、智から話を聞いたし、割り切ろうと決めていた。直接なにかされたり言われたりもないため、表向きは平穏に過ごしたほうが互いにいい気がしたのだ。

　坂谷は革小物コーナーで発注作業をしているし、智はバックヤードに行ったのを見た。今、近くには誰もおらず、百合香と美雪はふたりきり。

　しばらく、カラン、カラン、と什器にペンを補充する音だけが響いていた。百合香が足元の引き出しを開け、在庫を探していたときに、美雪にぽつりと話しかけられる。

「神野さんって、意外にしたたかなのね。彼氏の部屋に押しかけたりした女に、平然と声をかけて、隣で仕事をしているんだもの」

「平然なんて……そんなことないです」

　美雪は手元だけを見て、百合香を見ずに淡々と言う。

「そうやって余裕ぶって、例の件も、知っているのに知らないふりをしているんでしょう」

「なんの話ですか？」

　百合香は立ち上がって、美雪をまっすぐ見据える。美雪は一瞥して「ふっ」と自嘲気味に答えた。

「今回の蒔絵の話よ。柳瀬さんも……坂谷くんも知っているみたいだし。当然あなたの耳にも入っているんでしょう？　逆に、いづらくなっているのは私だろうって思って同情しているの？」

　嘲笑する美雪を、茫然と見つめる。

「もしかして……私の発注ミスではなかったんですか？」

　百合香のひとことに、美雪は目を大きくさせた。一拍の間を置き、開き直った様子で口角を上げる。

「そうよ。全部私が仕組んだの」

　唖然とし、百合香はなにも発せない。いろいろな感情が次々と湧き出る。次第に手を握る力が強くなっていき、小刻みに震え出した、次の瞬間。

「ごめんなさい。彼に対しての意地だったなんて理由じゃ、納得してもらえないだろうし、蒔絵の件は訴えられたっておかしくないわね」

　プライドの高い美雪が、膝につきそうなほど深く頭を下げている。百合香は美雪の旋毛を見つめ、奥歯を噛みしめた。

「神野さんと自分を比べて、『なんで私が』って気持ちに支配されて……。ばかなことをしたって思っているわ。ちゃんと、責任取って辞め――」

　一瞬の出来事だった。美雪が顔を上げて『辞める』と言いきる直前で、百合香は手のひらを彼女の左頬に軽く打ちつけた。美雪は心底驚いたようで、瞬きもせず百合香を見て固まっている。

「なにか言いたいことがあるのなら、直接私にぶつかってくればいいじゃないですか……！　お客様は関係ないんです。二度と私情は挟まないで！」

　これまでこんなにも怒りを感じたことはない。百合香は眉をつり上げ、美雪を睨む。

「辞めてほしいなんて、望んでません。阿部さんは、知識も豊富で仕事ができるじゃないですか。堂々としている阿部さんに商品を勧められたら、お客様も自信を持って選べると思うんです。そういうところ、正直羨ましい」

　百合香だって、美雪に対してコンプレックスを抱いていた。だが、それをバネにして、自分も努力しようと思えた。

「阿部さんにはこれからも、その力を活かしてほしいです」

　厳しい顔つきで思いの丈を述べると、美雪は突然、笑い出す。

「ふ、ふふっ。あはは……。普通、本気で殴る？　柳瀬さんですら、拳を握りしめて我慢していたのに」

「柳瀬さんが？」

　美雪は目を伏せ、「そうよ」と微苦笑を浮かべる。

「彼も、今のあなたと似たようなことを言っていたわ。私を『完璧だ』って。だから私、『じゃあ、神野さんより劣っているところはどこなの』って聞いちゃった」

　美雪の話に、ドキッとする。百合香は、美雪に勝っているものがなにかなど、想像もつかないからだ。

「彼はこう答えたわ。『ときに、完璧さが壁を作ることもある。対応が機械的だと、特に。少し粗があって、でもそれを補うために、一生懸命に相手の心に寄り添うのが、彼女の仕事のやり方だ』って」

　苦笑いを浮かべ、美雪は続ける。

「『そういう彼女のファンは多いと思ってる。俺を含めてね』ですって。そんなの聞いたら、もう完全にあきらめがついたわ。これ以上、惨めな思いもしたくないし」

　やりかけの作業を終わらせ、空き箱を拾い上げてさらに言う。

「にしても、自分のミスだなんて思う？　本当、あなたはばか正直ね」

「いいんです。それでも」

　百合香が即答すると、美雪は箱に書いてある OCEAN のロゴを見つめ、ぽつりとつぶやいた。

「完璧な人間より愛される理由……か。ねえ、柳瀬さんのステータスって、かなり魅力じゃない？」

「確かに、ものすごい人だったんだってすごく驚きましたし、本音を言うと気が引けてます。ただ、柳瀬さんはそういうのがなくても素敵な人です」

「そうね。あなたは初めから、完璧な人って理由で彼を選んではいなかったのよね。ま、だからこそ彼の素性を知れば、動揺して別れを選ぶかと思ったのに。弱そうに見えて、しっかり立っているんだもの。まいっちゃうわ」

　美雪は百合香の足元にも落ちていた空き箱を拾い、深々と頭を下げる。

「神野さん。今回は本当に……申し訳ありませんでした」

　そして、「のちほど」と言い残して去っていく彼女の横顔は、晴れ晴れとしていた。

　しかし、百合香はすっきりしてはいなかった。美雪に『しっかり立っている』と言われた言葉に違和感を抱く。

　自分はすぐにぐらつくような不安定な場所に立っていて、その事実に気づかないふりをしている。

　頭に浮かぶのは、智の桜。

　彼があの万年筆を大事にする姿を見る限り、この先もともに過ごしていく未来を描けない――。




　一軒の居酒屋の前で、百合香は智と坂谷、店長とともに OCEAN 側を待っていた。間もなくして、美雪が金山たちを連れ、合流した八人は個室に案内される。

　全員で楽しく酒を進めながら話すことといえば、OCEAN だけに留まらず、ほかのメーカーの筆記具にも話が至る。ほぼそれで約二時間を過ごせたということは、ここにいるみんなは根っからの文具好きなのだろう。

　宴会コースのため、一軒目をぞろぞろと後にする。当然、全員飲み足りないので、二軒目を目指す。金山と七重、智と店長が先頭を切って移動し、続いて美雪、笹森、坂谷、百合香と歩いていく。

　突然、坂谷が百合香の手首を掴み、笹森に話しかけた。

「すみません、笹森さん。俺たち、ちょっと店に戻ってトイレ行ってくるんで、後から追いかけるって伝えておいてもらえますか？」

「えっ」

　百合香は吃驚したが、一瞬で坂谷に手を引かれる。笹森は気にする素振りもなく、「わかりました」と行ってしまった。

「さ、坂谷さん」

「はは。強引すぎたかな」

　坂谷は明るく笑って言ったが、百合香には緊張感が伝わっていた。坂谷の顔から笑みが消え、真剣な表情に変わる。

「今、返事を聞かせてもらえる？」

　自分で今夜、時間をもらったが、まさかこの場面とは思っていなかった。しかし、急な展開ではあるが、坂谷とちゃんと向き合う準備はできている。

「坂谷さんのお気持ち、本当にうれしかったんですが……すみません。私、柳瀬さん以外見えないです」

　百合香は目を逸らさずに伝えた。坂谷は百合香の両腕を掴み、切実に訴える。

「本当に、俺に可能性はないの？　だって、柳瀬さんは次期社長になるかもしれないほどの人だよ？　それもかなり大きな企業で……しんどくならない？」

「先のことは、正直わかりません。でもきっと、どれだけ大変だとしても、彼といられる方法しか考えないと思うから」

　智にもらった桜が入ったバッグを、百合香はそっと抱きしめる。

「悪いけど、彼女は俺のだから」

「さ、さと……」

　振り返った先には、肩で息をしている智。百合香は智に肩を掴まれ、坂谷から引き剥がされる。ふたりを見た坂谷は力なく笑った。

「やっぱり、本当なんですね。俺は心のどこかで、ふたりが付き合っているのは嘘だって思っていて。聞いてはいたけれど、実際に柳瀬さんの反応は見たことがなかったし」

　次の瞬間、普段は温和な坂谷が、鋭い視線を智に向けた。

「なんで正体を隠してたんですか。俺らにも、神野さんにも。ずるいですよ、柳瀬さんは。御曹司でなんでも揃ってるんだし、ひとつくらい譲ってくれてもいいじゃないすか」

　百合香は坂谷の訴えに同情する。事実を教えてもらえていなかったことを知ったときは、坂谷と同じようにショックを受けたから。

　智は眉根を寄せる坂谷に頭を下げた。

「ただでさえ部長ってだけで距離を置かれそうなのに、親の話までしたら、きみたちの仕事や本音から遠ざかる気がして。騙だまそうとしたわけじゃない。申し訳なかった」

　おもむろに顔を戻した智が、至極真剣な瞳を向けた。坂谷はひどく動揺する。

「ただ、ずるいって言われても、彼女だけは渡せない」

　刹那、智が鋭利な視線で威嚇し、坂谷の表情が強張る。

「坂谷の言う『ひとつくらい』ってのが、彼女以外なら考えるよ」

　智に肩を引き寄せられた百合香はなすすべなく、緊迫するふたりの様子をおろおろと見ているだけ。固唾を呑んで見守っていると、坂谷が項うな垂だれた。

「はー……。そりゃそうですよね。まあ、そこで『譲る』って言われても怒ってましたけどね」

　頭を掻いて話す坂谷は、すでにいつもの雰囲気だ。苦笑して皮肉交じりに言う。

「わかりました。俺の負けです。でも、神野さんが俺の連絡先を登録しておくくらいはいいですよね？　柳瀬さんだって、もうすぐ本社に戻るだろうし。なにかあったときに、同僚として助けられることもあるでしょ」

　智が目を丸くし、「はあ」とため息をついたのを見て、坂谷はニッと満足げに白い歯を見せた。

「じゃ、先に行ってますよ。俺、二次会はやけ酒しないとなんで」

　坂谷が背を向けて去っていくのを、百合香は智と一緒に眺める。

「あ、あの……戻ってきてくれたんですね」

「まあね。一次会のときから、ふたりが隣同士でずっと気にしてたし」

「えっ。そ、そうだったんですか」

「そうだよ」

　当たり前のようにそばで見守ってくれる今が、とても貴重な日々なのだと実感したわけは、さっきの坂谷の言葉だ。

「……あとちょっとで、智さんはいなくなるんでしたね」

　出社すれば智の姿がある光景に、いつの間にか慣れてしまった。百合香が物憂げな表情でつぶやくと、広い胸に抱き留められる。

「職場が離れたって家で会える。一緒に暮らそうって話、忘れてた？」

「あっ」

　百合香が思い出した瞬間、キスをされる。

　ゆっくり瞼を押し上げて見えたのは、夜空ではなくて、智の漆黒の瞳。星のようにきらめく光がちりばめられていて、とても綺麗。彼の双眼に映し出されていれば、どんな暗闇の中にいたって、彼を見つけ出せそうだ。

「さて。遅れても、坂谷と阿部さんは俺たちの関係を知っているし、店長たちにはうまく言ってくれるとは思うけど。抜ける？」

「だっ、だめですよ！　ちゃんと戻りましょう」

「そう言うと思った」

　くすくすと肩を揺らして笑う智を見ていたら、正面からふわりと抱きしめられた。どぎまぎしていると耳介に口を寄せられ、ささやかれる。

「俺といられる方法しか考えないって、すごくうれしかった。百合香の気持ち、聞けてよかった。……ありがとう」

　智がいないと思って口にしたセリフを、どうやら本人に聞かれていたらしい。

　百合香は恥ずかしい気持ちになったが、そっと距離を取った後に見えた彼の幸せそうな微笑に、羞恥心よりも幸福感が大きくなった。










ハッピーサプライズ




　あれから半月ほど経ち、今日は OCEAN フェアの最終日。

「オリジナル商品はすでに完売。あとは定番品の売り込みで数字を伸ばそう」

　智の言葉をみんなが聞き、それぞれ仕事に戻る。智はイベント特設会場に付きっきりの美雪の元へ行き、なにやら話をしていた。百合香はその様子を遠くから見る。

「気になる？」

「うわあ！　さ、坂谷さん！　驚かせないで……」

「はは、ごめんごめん。だって、ジッと見てるからさ」

　あの日以降、坂谷はまるでなにもなかったように、変わらず接してきていた。

「もう！　そうやって冷やかさないでください」

　平和に笑い合っていたら、急に坂谷が「やばい」と小声で漏らした。百合香は首を捻る。

　坂谷の視線を辿った先には、なにか言いたげな目を向けている智がいた。

「神野さんより、向こうのほうが気になってるみたいだね」

「仕事、しましょうか」

「……だね」

　ふたりは智の無言の圧力で肩を竦め、それぞれ仕事に戻った。




　昼だ。先に休憩していた坂谷が戻り、次に百合香が休憩に入る。フェアは最終日とあってにぎわっていたが、今は昼どきのためか少し落ち着いていた。

　百合香はバックヤードへ入り、エレベーターを待つ。すると、後ろから革靴の音が近づいてきた。

「お疲れ」

「あ、お疲れさまです。これから休憩に入りますね」

「忙しかっただろ。ゆっくり休んで」

　智とふたりでエレベーター前にいるとドキドキする。エレベーターがやってきて、百合香は一礼して乗り込んだ。

　ドアがゆっくりと閉まり、智の姿が見えなくなった瞬間、ガッ、といつかのように彼が手でドアを止める。百合香は目を見開き、いつの間にか目前に立つ智を見上げた。

　刹那、智の唇が落ちてくる。わずかな動きで空気が揺れ、彼の香りにふわっと包まれる。

「なっ……なに」

　うまく言葉が出てこない。本当は『智さん、こんなところで！　誰かに見られたら！』とでも言いたいのだが、衝撃が拭えず、口が動かない。

　智は人差し指で百合香の額を、つん、と押して、したり顔をする。

「俺の前で坂谷と仲よく話なんてするからだ」

　こんなことはだめなのに、嫉妬がうれしいと感じる。智はエレベーターを降りる直前、「これ」とメモを手渡す。

「えっ？」

　百合香が声を上げたときには、エレベーターのドアが閉まっていき、智が見えなくなった。エレベーターが上昇し始める中、メモを開く。

【明日、少し付き合ってほしい】

　相変わらず、見本みたいに端正な文字だった。

　今の時代、スマホさえあればメッセージで済ませられる。今回、なぜわざわざメモをくれたかはわからなかったけれど、百合香は智からもらう手紙が好きだ。思わずにやけ顔になる。

　五階に到着し、メモを元のかたちに折りたたんで、大事に手帳にしまった。




　翌日は定休日だった。昨夜はフェア最終日だったため、OCEAN スタッフとともに打ち上げがあった。百合香は二次会まで参加して帰宅したが、智はどうやら最後まで付き合っていたようだ。

　百合香は出かける支度を終えた後、もらったメモを眺めて、ふと気づく。

　昨日はフェアの片づけで忙しく、打ち上げも遅くなると予想して、早めに誘うためにメモを用意したのかもしれない、と。

　時計を見れば、十時になる頃。智が迎えに来る時間が近づいていた。スマホが受信音を鳴らし、メッセージを見ると【着いたよ】と書かれていた。

　急いで階段を下り、智が待つ白い車の元へ駆け寄った。ナビシートに座って、シートベルトを締める。

「おはようございます。昨夜は遅かったんじゃないですか？　待ち合わせ時間を遅らせてもよかったのに」

「ギリギリ日付を越えないくらいに解散したから、大丈夫」

『大丈夫』と言うだけあって、二日酔いや寝不足ではなさそうだ。爽やかな智の横顔に、ほっとしたと同時に、きゅんとする。

「今日は、どこへ？」

「んー。横よこ浜はまのほうまで」

「横浜！　もうしばらく行ってないです」

「それはよかった」

　智の笑顔に胸がときめく。百合香は走り出す車の中で、さりげなく窓の外に視線を向けた。




　ふたりが乗った車は数十分後、横浜へ。パーキングに車を停めて、手を繋いで街を散策する。休日の街中でのデートといえば、綾子が仕組んだ日は急な展開に緊張したが、今もさほど変わらないくらいドキドキする。

「この辺りに、なにか用事があったんですか？」

「まあね。でもまだ時間はあるから、適当にぶらぶらしようか」

　百合香は首を傾げたが、あまり気にせず智とふたりで楽しんだ。大型ショッピングモールに立ち寄ったり、美術館にも行ったりして、ランチは横浜中華街で食べた。

　食事の後も、行き当たりばったりで散歩を楽しんでいたら、夕方頃に智が腕時計を見て言った。

「そろそろ移動してもいい？」

　百合香は「はい」と素直に智についていくが、いまだにどこへなんの用事があるのかは知らされていない。黙って歩いていくと、見えてきたのはみなとみらい。海だ。

「わあ。風が気持ちいいですね」

　無邪気に百合香が笑うと、智はクイッと手を引いた。

「うん。じゃあ、もっといい場所に行こう。あれで」

「あれ……って」

　智が視線で示したのは大型客船。百合香は目を剥いて、足を止める。

「え？　本当に？　あの大きな船に乗るんですか？」

「そう」

「でも、船の周りはほかに誰も見当たらない気が……」

「今日は貸し切った」

　智の返答に、百合香の驚いた声が辺りに響く。小型クルーザーだったら、そこまで吃驚しなかったかもしれない。しかし、五百人くらいは乗れそうな大きな船を前にして言われたら、驚倒するのも無理はない。

　冷静に智の家柄を考えたら、このくらい、なんてことはないのかもしれない。百合香は改めて、智とは生まれ育った環境が違うのだなと感じた。

　智の手に掴まっていなければ、足元がふわふわして、まっすぐ歩けなさそうだ。一段ずつ階段を上り、船上に立った。その後、ゆっくりと船が出航する。見渡した海は、ちょうど夕暮れどきで黄金色に輝いていた。

　しばらくデッキで景色に見とれ、ボーッと夢見心地で口を開く。

「こんなに綺麗な夕陽、初めて。智さん、ありがとうございます」

　赤く照らされた百合香の横顔に、智が返す。

「喜んでもらえてよかった。ついでに、こっちも喜んでくれるといいんだけど」

　百合香が振り返れば、智が摘まんでいる指先には、ひとつの指輪。百合香はみるみるうちに目を大きく見開き、両手で口を覆った。

「ずっと、百合香を愛しているっていう誓い。はめてもいい？」

　柔らかな智の声音を聞き、百合香は瞳を揺らし、こくりと一度頷いた。智は満足そうに笑って睫毛を伏せる。そして、百合香の華奢な指に指輪をはめた。

　細くシンプルなかたちのリングには、石がひとつ埋め込まれていて、光を集めて反射させている。

「本当に……私がもらっていいんですか？」

　涙ぐんで尋ねると、智がおかしそうに声を上げる。

「当然。百合香がだめなら、ほかに誰がいいの？」

　智は愛おしそうに百合香の薬指を撫でる。

「似合うよ」

　さっきまで夢中だった景色すらも、視界に入らない。自分の指にある輝きと、そばで優しく微笑む彼だけに意識を奪われていた。




　陽が落ちて夜になり、そのまま客船でディナーを食べた。なにからなにまで、まるで物語の中にいるようなシチュエーションに、すべてがキラキラと輝く。

　船を降り、車に乗った頃には、ようやく気持ちが落ち着いてきたが、左手の指輪の存在を確認するたび、心臓は速い鼓動を打っていた。

「そういえば、どうしてサイズがぴったり……」

　普段、指輪をつけたりしないし、そういう会話もなかった。百合香の疑問に、智は「ふっ」と短く笑いを零した。

「以前から、きみの手を見ていた。あれだけペンを持つ仕事をしているんだ。なんとなく感覚で覚えていて」

「なんか、恥ずかしい……」

「まあ、ほかには指を絡ませたり、口づけたりしたときの記憶とか？」

「なっ……」

　わざと智が付け足した言葉に、百合香は顔を真っ赤にする。百合香の反応を見て、彼は楽しんでいるようだ。百合香は静かに微笑んで、そっと指輪を撫でた。

「智さんと繋がっている実感がするっていうか……本当にうれしい」

「そんなものできみを縛りつけられるなら、いくらでもあげる」

「十分です！　それにもう」

「もう？」

　〝もう心はずっとあなたに捕まっているのに〟と、言いかけて呑み込んだ。智が口の端を上げて、百合香の返事を待っている。

「智さんなら、言わなくてもきっとわかってるんですよね」

「なに？　言ってくれなきゃ、わからない」

「こういうとき、目が生き生きしてますよ」

「百合香といると楽しいからね」

　口を尖らせ、百合香は照れ隠しで、つんと外を向く。次々と流れていく景色とは裏腹に、車内はゆっくりと穏やかな空気に包まれていった。

「この間の話。俺のところにおいで。百合香のご両親のところにも、ちゃんと挨拶に行くから。……嫌？」

　百合香の胸が大きく脈打った。指輪が光る手を、ぎゅっと握りしめる。

「……嫌じゃないです」

「じゃあ、どうして浮かない顔をしてる？」

　心臓が騒ぐ。智の気持ちは飛び上がるほどうれしいし、自分も、より多くの時間そばにいたい。それが叶かなうなら、なにも考えず彼の胸に飛び込むつもりだった。

　信号が赤になってギアをローに入れた智が、まっすぐ見つめてくる。

　わかっている。彼の瞳からは逃げられない。

「智さんは、本当はもっと前から、心に想う人がいるんじゃないんですか？　私なんかじゃなくて」

　信号が青に変わったが、車は動かない。幸い後続車がいなかったからクラクションを鳴らされなかったが、冷静な智が運転を忘れるくらい衝撃を受け、固まっていた。

　せっかくの楽しい一日を……未来の幸せを自分で壊してしまった。だが、仕方がない。以前から気づいていた。智とともに過ごすのなら、必ず通らなければならない通過点に。本心では、ずっと引っかかっていたことに。

「五年も前から、想っているんですよね？　あの桜を大事にしているように、ずっと。私を選んで、もしもその人がまた現れたら、いつか今日のことを後悔しませんか」

　江川に聞いてから、核心に触れないようにしていた。そうすれば、今ある幸せが続くと思っていた。でも、違う。この状態で一緒にいても、心の中で引っかかったまま……。溜まった想いは吐き出せず、固まっていく。

　書きたくてもインクが流れてこない、放置した万年筆のように。きっと、どんどん伝えたい気持ちが伝えられなくなっていく。

　ようやく智が手を動かし、前を向いた。車を発進させ、ぽつりと言った。

「家に帰ってから話をしよう」

　含みのある言い方は、百合香の心を重くさせた。マンションに着くまでの間は、せめて少しでも気持ちを落ち着かせるために、静かに息をするだけ。

　左手の薬指にはめられた指輪が、今や胸を苦しく締めつけるものとなり、重量感を増していた。




　駐車場に車を停め、ふたりは部屋に着いた。智はキーをテーブルに置き、ジャケットを脱いでソファに腰かける。百合香は部屋の隅で立っていると、声をかけられた。

「またそんなとこに立ってないで、座ったら？」

　智が自分の横のスペースにポンと手を置く。

「……はい」

　隣に座ったら、もう本当に戻れない。いや。すでに逃げられない。

　覚悟を決め、目を瞑ってひとつ呼吸をした後、智の横に腰を下ろした。膝の上に置いた手を握りしめて俯く体勢から、一ミリも動けない。

　静まり返った部屋で唯一聞こえるのは、かけ時計の秒針の音。カチカチカチ、と響く音が、これから始まる憂鬱な時間へのカウントダウンに思えて、耳を塞ぎたくなる。

　現実にはたった一、二分。けれど、十分にも二十分にも感じるほどの沈黙だった。

　百合香が限界を感じ始めたとき、智が重い口を開く。

「さっきのは、江川が百合香になにか言ったんじゃないか？」

　静寂な室内にふいに響いた声に、百合香は肩を上げた。

「なにを聞いた？」

「……前に、『弐國堂の研修期間に出会った人をずっと想っているらしい』と。その人って、智さんが桜を大切にしている理由に繋がっているんじゃないんですか？」

　何度考えても、自分には当てはまらない。そうなるとやはり、智は一番に好きな人をあきらめて自分を選んだ……と思うのが自然だった。

　次の瞬間、智の言葉で追い打ちをかけられる。

「そう……。江川の言ったことは嘘じゃない」

　智も気を許している江川がした話。やはり事実だったのだ。百合香は衝撃を受け、言葉も出ずに瞳を揺らす。

「今から約五、六年前か。百合香は大学生だな」

「そう……ですけど……」

　智の緩やかな声色に誘われ、目を合わせた。

　大学生と社会人のふたりに接点などない。不安な気持ちを抱え、そわそわと智の言葉の続きを待つ。ジッと智を見つめていたら、彼はおもむろに立ち上がり、シェルフラックに歩みを進めた。

「百合香はお祖ば母あさんの喜寿のお祝いに、万年筆を買っただろう」

「え……？」

　百合香は、ぽかんとして硬直した。

　大学生のとき……喜寿……万年筆。すべてのキーワードを頭の中で整理する。確かに、バイト代をあてて祖母へ万年筆を買った記憶がある。

「あれは確か、今くらいの時期だったかな」

　智は百合香に背を向けたまま、ひとりごとのように柔らかな口調で続けた。

「予算に合う理想の一本を懸命に探す百合香は、今と同じように真剣に万年筆と向き合っていた」

　言われるまで、すっかり忘れていた。記憶を引き出せば、確かに弐國堂で買い物をした。

「迷いに迷って決めた万年筆は、希望のペン先がなくて入荷待ちになった。そこで、俺が承り書の走り書きに使ったのが、これ」

　振り返った智の手には、木目の桜の万年筆。

　あの日、百合香を接客していたのは智。

　百合香はなんとか納得のいく予算とデザインの万年筆を決めたが、欲しいペン先がなかったため、智に取り寄せてもらっていたのだ。

　入荷したら連絡をする、と、当時の智は桜を使って承り書に名前と品番を記入した。

「あのとき、きみは俺にこう言ったんだ。『素敵な万年筆ですね。すごく似合ってて、あなたのためのペンみたい』って」

「まさか……」

　正直、はっきりとは覚えていない。しかし、店員が親身だったのは、なんとなく覚えている。

「万年筆を真剣に選ぶ姿も、そんなふうに言ってもらったことも、印象的でずっと忘れられなかった。だから、その二年後、たまたま視察に来ていた弐國堂で百合香が働いていて本当に驚いたんだ」

　大きな衝撃を受ける。信じられない思いでいっぱいだ。

「時間が経っているのに……一度しか顔を合わせなかった私を、覚えていてくれたんですか……？」

「今、言っただろう？　忘れられなかったって。まあ、さりげなくそれをちらつかせても、案の定、百合香はまったく覚えてなかったけど」

　百合香は小さく首を捻り、ぽつりと尋ねる。

「さりげなく？　どういうことですか……？」

　再びソファに座った智は、手のひらの桜に目を落とし、苦笑いを浮かべた。

「初めて俺の家に来て、この万年筆を見せたときに『ある人との思い出がある』って言ったのに、全然ピンときていなかっただろ」

「えっ。あれはわざと……？」

　弐國堂に買い物に行くことはあっても、高級筆記具コーナーを訪れたのは、その一度きり。緊張したのは覚えていても、正直、詳細まで覚えていない。

　しかし、智は百合香のたった一度を、ずっと忘れずにいたのだ。

「過去はどうあれ、今はこうして百合香といるわけだし、わざわざ言うつもりはなかったんだ。だいたい……」

　突然、智の声が途切れた。百合香が目を瞬かせて彼を見れば、右手で顔を覆って項垂れている。

「さ、智さん……？」

　ずっと固まって動きもしないから、心配になって顔を覗き込んだ。すると、思いも寄らない光景に絶句する。

「見るな……」

　いつも飄々とし、クールな智が耳を赤くして照れている。智はそっぽを向いて顔を隠す。こんな彼は貴重だ。百合香はここぞとばかりに、ぐいぐいと攻めていく。

「智さん、こっち向いて？」

　いたずらに声をかけると、瞬く間にソファに押し倒された。智は片手で両手首を拘束し、百合香を見下ろしながら、シャツの胸ポケットに万年筆を戻す。

「俺を冷やかすなんて、まだ早いよ。照れた顔は百合香のほうが似合ってる」

　にやりと零す笑みは、すでに元の智だ。

「さ、さっきの『だいたい』って、なにを言いかけたんですか？」

　咄嗟に出た百合香の問いかけに、智の怜れい悧りな目が大きくなる。彼はふっと視線を斜め下に落とし、ぼそりと答えた。

「敬遠するだろ？　大の男が何年も前の……それも一度きりのことを、ずっと忘れず想っていたうえ、そのときのペンまで大事にしているって知れば」

　羞恥に耐え忍び、吐露した本音が百合香の心に響く。

　緩んだ智の手からするりと外した両手を、彼の顔に添えた。漆黒の目はいまだに揺らいでいる。智の目を覗き込み、そっとキスをする。

「私を、どんな女だと思ってるんですか。そんなことで敬遠なんかしません。むしろ、事実を聞いてすごく……うれしい」

　百合香の大きな瞳は潤んでいて、今にも涙が溢れ落ちそうだ。だけど、表情は晴れやかで清すが々すがしい。

「幻滅しなかった……？　百合香は俺を、こんな男だと思ってなさそうだし」

「これは、いい意味での裏切りです」

　智の首に手を回し、百合香は力いっぱい抱き寄せた。うれし涙を零し、ふと思う。

　智の桜を見たときに、どうして気づかなかったのだろう。

　ポケットの桜をちらっと見て、答えを見つける。

　おそらく、長い歳月を経て、桜が艶やかに変わりすぎていたせいだ。

「私、智さんにふさわしい女性になるよう、努力します」

「それは、俺の家を気にして言ってるの？」

「はい。本当は……智さんのおうちについて聞いた後、私は身の丈に合わない恋をしているって思っていました。でも、智さんの気持ちをはっきりと知れたので……今なら怖いものなんかない。頑張るだけです」

　智は百合香の耳へと伝って流れる涙を唇で掬い、ぎゅうっと抱きしめる。

「頑張らなくったって……ありのままのきみで十分だよ」

　智の背中に手を回し、百合香も温かな体温を感じて瞼を閉じた。




　――一年後。

　百合香の左手の薬指には、あの日もらった指輪が光っている。

「柳瀬さん、元気？」

　そう聞いてきたのは坂谷だ。

「はい。変わらずですよ」

　相変わらず万年筆に囲まれながら、百合香は笑って答えた。

「柳瀬さんが本社に戻って、もう一年かあ。早いよなあ」

　昨年の夏を迎える直前。弐國堂には社員とアルバイトがひとりずつ増え、智は予定通り本社へ戻っていった。百合香と坂谷がしみじみしているところに、小気味のいいパンプスの音が近づいてきた。

「相変わらず仲がいいのねえ」

「阿部さん！　先日はありがとうございました」

　百合香は美雪の姿を確認し、深々とお辞儀をした。

「いいえ。喜んでくれてなによりだわ」

「そこまで楽しかったの？　広島。やっぱり俺が行けばよかったな」

　坂谷が大げさにがっかりするのを横目に、美雪がばっさりと切り捨てる。

「坂谷くんは、神野さんほど興味が持てなそうだけどね」

「えっ！　……バレました？」

　ふたりの応酬に笑う百合香の胸ポケットには、万年筆が二本。一本は智から贈られた、花びらの桜。もう一本は、黒にゴールドのクリップのシンプルなデザインだ。

　美雪が、ちらっと百合香の万年筆を見て言う。

「神野さんは、本当に遠慮がちよね」

「これがよかったんです」

　百合香は控えめに微笑み、胸ポケットの黒い万年筆を指でつんと触った。

　実は先日、出張へ行ってきたばかり。約一年前の智と同じように、広島の工場でいろいろ体験してきた。新しい万年筆は、金山からもらったもの。

「向こうでもそんな顔で喜んでいたんでしょう。金山が神野さんを気に入っていたわ。『ぜひ、また広島に』と伝言を頼まれたもの」

「金山さんが……」

「ふふ。じゃあ私は、今日はこれで。柳瀬さんによろしく」

　美雪の言葉に冷やかしの意味が込められているのを感じ、百合香は頬をうっすら赤くして会釈した。




　午前中は忙しく過ごしていたが、午後になり、ほんの少し余裕ができた。

　レジ回りを整頓していたら、キャラクターのメモ帳が目に入る。午前中に女の子が一階から黙って持ってきたものを、親が二階で気がつき、レジに返したものだ。

　百合香はメモ帳を持って、一階へと下りた。商品を元の場所に戻そうとしていたが、売り場に慣れておらず、うろうろとキャラクターのコーナーを往復する。

「神野さん？　なにか探してる？」

「あ、江川さ……副店長。一階の商品を戻しに来たんですが」

　振り返ると江川がいた。数ヵ月前に彼は副店長になったが、呼び慣れない。江川は苦笑して、メモ帳を百合香から受け取る。

「江川でいいよ。ああ、これはこっち」

　商品を戻すと、江川は突然、声のトーンを落とした。

「そういえば噂で……店を縮小するかもしれないんだってさ。しかも縮小に伴って、スタッフを大幅削減って。去年せっかく増えたのに。確かに不景気だし、売上は落ちていく一方だけどさ。なんか寂しいよなあ」

「嘘……。本当ですか？」

　百合香は衝撃を受け、表情を曇らせる。

「んー、よくわかんない。今はなんでもネットで買えちゃうし、小売店は厳しい時代だから」

「私は嫌です。変わらず、みんなとここで働きたい……」

「うん。そうだね。ごめん、変な話をして。まだ決まったわけじゃないからさ」

　江川も肩を落とし、百合香に同調するだけで、もうなにも言わなかった。




　二階に戻ると、店長が百合香を探していた。百合香は首を捻り、店長に言われるまま事務所へ移動した。応接室へ促され、向き合って椅子に座る。

「実は、本社から神野さんに海外出張の打診が来ているんだ」

「か、海外ですか？　なんで私に……」

「現在の高級筆記具についてわかるだけじゃなく、売れそうな雑貨を見たりするから、女性がいいだろうっていう理由っぽいよ。ドイツって言っていたかな」

　百合香は驚愕し、おどおどと尋ねる。

「ド、ドイツ!?　え……具体的には、なにをしに行けばいいんですか……」

「今言った通りだよ。ひとつは買いつけ。どんな商品があるかを見て、売れそうなものをチェックする。もうひとつは、神野さんの担当と同じような高級筆記具の店も見てくる感じで」

「ひとりで、ですか？」

「いや、本社からも三人同行する予定だって聞いたから、安心して」

『本社から』という返答に、一瞬淡い期待を抱く。

「確か、企画部からふたりと、営業部からひとりだったかな」

　店長の回答に、『やっぱりそんなうまい話はないか』と心の中で自嘲した。




　仕事を終え、帰宅して夕食を作る。ダイニングテーブルに皿を並べているところに、玄関のドアが開く音が聞こえた。

「ただいま」

「おかえりなさい。今日は早いですね」

　智が帰ってくると、一日の疲れも吹き飛ぶ。

　あれから、智は百合香の両親の元へ挨拶をしに行き、晴れて一緒に暮らし始めた。それが約九ヵ月前の話。

　入籍については智の父から、智の仕事が落ち着くまで待つようにと言われていた。智はすぐにでもと思っていたようだが、そこは百合香が説得して、きちんとみんなに祝福されるタイミングで進もう、と落ち着いた。

　ふたりはダイニングテーブルで向かい合って座る。

「今日は忙しかった？」

「平日なので、そんなに。……あ、阿部さんが来ましたよ。智さんへよろしくって言っていました。あと、金山さんが私を気に入ってくれたって聞いて、ちょっとうれしかったなあ」

　百合香が笑って話していたら、智が急にぶすっとして箸を口に運ぶ。

「今日のメニュー、あまり好きじゃなかったですか？」

　戸惑う百合香に、智はぼそっとつぶやく。

「……金山さん、独身だし。今さらだけど、なにもされてない？」

　智の真剣な顔を前にぽかんとし、百合香は思わずくすくすと笑う。ずっと変わらない彼の独占欲と嫉妬。やはり普段のクールなイメージとのギャップがある。

「なんで笑うの」

「あ、ごめんなさ……っふふ」

　口元を押さえたが、堪えきれなくて楽しげな声が漏れる。智はふて腐れた様子で「いいけど」とつぶやき、続ける。

「そういや、百合香が行く予定なんだろ？　ドイツ。もう話聞いた？」

「えっ。知ってたんですか！　私は今日聞いてびっくりし……て」

　ふと疑問が浮かぶ。そもそも、縮小する予定の弐國堂スタッフに、海外出張なんてさせるだろうか。百合香は一いち縷るの望みをかけ、思いきって切り出した。

「智さん……弐國堂はどうなっちゃうんですか？　縮小するような噂を小耳に挟んだんですが……いずれなくなったりしませんよね？」

　神妙な面持ちで尋ねると、智は手を止めた。箸を置いて、まっすぐ向き合う。

「百合香。不安な気持ちはわかるが、今は目の前の仕事に専念するといい。それが必ず結果に繋がるはずだ」

　智の答えは、百合香が欲しいものとは違っていた。

　はっきりと『そんなことはないよ』と笑ってほしかった。そう言わなかったのは、事実になりつつあるからだと解釈するしかない。

　百合香の暗い気持ちは晴れず、重い箸でご飯を頬張った。




　それから数週間後。百合香は予定通りドイツへ発った。三泊五日の初日は移動で終わり、二日目から休む間もなく雑貨店や文具店をはしごする。芸術的な造りの建物や、おしゃれなカフェを横目に、せわしなく移動していた。

　ドイツでは、ボールペンのインクは青がメジャーらしい。紙や消しゴムの品質は、どれを取っても日本製のほうが馴染みがあり、使いやすさを感じた。

　しかし、しゃれたクリップやラインマーカー、レトロなデザインの多機能ペンと、目を引くものも多くあった。

　回った店の中で、一店舗だけ日本語を話せる店員がいた。そこで驚いたのは、地域によって小学生から、授業で万年筆を使用する文化があると聞いたこと。とても興味深く、一番に智に話を聞かせてあげたくなった。




　そして、三日目。百合香はほかの社員三人とともに、フランクフルトの見本市を訪れていた。大規模な会場は、メーカーもバイヤーも熱気に満ち溢れていて、見て回っているだけなのに気分が高揚する。

　途中まで全員で回っていたが、残り三十分と決めて、各々気になるブースに足を運ぶ流れになった。百合香が見ていたのは、やはり文房具。ペンだけではなく、一階に並ぶようなスタイリッシュな雑貨や、可愛いグリーティングカードなど。

　腕時計を気にして、別のブースへ……と顔を上げた瞬間、目を疑った。

「智さん……？」

　パリッとしたシャツに仕立てのいいスーツを着こなす様は、海外のビジネスマンに負けず劣らず風格がある。視界に入るだけで胸が高鳴る人は、彼しかいない。

「見つけた」

　瞬きもせず固まる百合香を見て、智は微笑んだ。

「えっ、ほ、本物？」

　にわかに信じられず、どぎまぎしていると、智に「少しだけ」と外へ連れ出される。

「うちの〝FUJIHONフジホン〟という電子書籍デジタルコンテンツの海外進出に伴って、ちょっとフランスまで行くから。ついでに、見本市も覗こうかなって」

「ついで……？」

　ついでというような距離でも場所でもない。百合香は疑う視線を智に向ける。

「はあ……カッコ悪いな。そう。スケジュールは事前に知っていたし、合わせてきた。一日早く来て、百合香と会えたらいいなって」

　観念した智は苦笑交じりに説明するが、事実を聞いたところで『ああ、そうだったんですね』とはいかない。

「し、信じられない……」

　百合香が茫然とつぶやくと、智は開き直った。

「俺も。でも、どうしてもすぐに会いたくなって」

「なにかあったんですか？」

　会いたいのは、百合香だって一緒ではある。そうかといって、ここまでするのは、ほかになにかあるからだとしか思えない。

「一昨日、取締役会が無事終わったから」

「取締役会……？」

　難しい表情で、百合香は智の言葉を繰り返す。すると、智が意味ありげにニッと口の端を上げた。

「弐國堂を含む〝藤ふじ宮みや弐國堂株式会社〟の総指揮を執れることになった」

「え……？」

「つまり、代表取締役社長ってことな」

「ええーっ!!」

　フランクフルトの空に、百合香の大きな声が響き渡る。慌てて肩を竦め、口を押さえてから質問する。

「あれ……？　前に、お兄さんがいるからって話を」

「ああ、兄貴は同じグループの出版社のほうを任されて」

　言下に答える智を凝視し、瞬きも忘れて固まった。

　智は社長になるかわからないと話していたのに、まさか本当に社長になり、それもこんなに早く就任するとは想像もしなかった。まだ頭が追いつかない。

「はは。百合香、驚きすぎ」

「だ、だって。こんなところで会って、さらに社長って……驚きもしますよ！」

「驚かすためだけに来たわけじゃないよ」

　急に智が凛り々りしい顔つきに変わる。そっと百合香の右手を取り、瞼を伏せた。

「俺は猛スピードでここまで来た。それはもちろん、親父や会社を思ってではあるけれど、理由はもうひとつ」

　ふいに、宝石のようにきらめく瞳を向けられる。百合香はドキッとして、背筋を伸ばした。次の瞬間、手に載せられたのは長方形の箱。ベロア生地の化粧箱に目を剥く。

　そろりと箱を開けると、光沢のある美しい黒軸のペンが入っていた。輝くプラチナのクリップの先には、水色のジュエリーがひと粒あしらわれている、手のひらサイズのボールペン。

「ようやく落ち着いたよ。百合香、結婚しよう」

　再び視線を彼に戻す。突然の報告に続き、プロポーズまでされて、思考は完全に止まった。

「今は指輪の代わりに、これを。一週間も待てなかった。一分でも一秒でも早く言いたかったんだ」

　智の大きな想いを感じ、瞳には涙が浮かぶ。

「俺も持っているドイツメーカーの、対になっているペンを前からいいなと思っていて。日本で取り扱いがなくて保留にしていたんだけど、百合香の出張先がドイツで幸運だった。こっちに着いてすぐ買いに行ったよ」

　はにかんで、智は自分の胸ポケットから対であるもう一本を見せた。

　百合香はにっこりと笑って、黒いジュエリーがクリップの先で光る彼のペンを、滲む視界で見つめる。

「じゃあ、きっとこのボールペンは、私たちの元に来る運命だったのかも」

「そうかもね」

　互いに微笑み合って、ひとときの幸せを噛みしめる。

「ごめん、百合香。俺、もう行かなきゃ。きみも戻らないといけないだろう？」

「あ、はい」

　現実に戻るのは一瞬だ。だが、手にあるボールペンは夢じゃない。智の想いは確かに百合香の中にある。

　智は踵を返すなり、立ち止まって振り返る。

「肝心なもの、忘れてた」

「――えっ」

　大きな一歩で距離を縮め、あっという間に唇を攫さらう。智は百合香に笑いかけた。

「ドイツ、満喫してる？」

「はい。ちょっとスケジュールが忙しくて、観光できないのが悔しいですけど」

「そう。だったら、新婚旅行はヨーロッパ一周でもしようか」

　さりげなく言われた言葉が、じわりと胸に落ちて広がり、頬を朱に染める。

「考えておいて」

　智は白い歯を見せ、身を翻して爽やかな風とともに去っていった。




　二日後。ドイツから先に日本に戻った百合香は、疲れた足取りでマンションに到着した。暗いリビングの電気をつけ、ふらふらとキッチンへ向かう。水を飲んで、自宅に戻ったのだ、とほっとひと息ついたとき、ダイニングテーブルの上に目が留まった。

　数秒後、百合香は誰もいないリビングで涙を浮かべる。

「もう……ずるい」

　ダイニングテーブルの上にあったのは、指輪ケースとＡ３サイズの白い――婚姻届。

　茶色の枠組みの、ひと際薄い用紙を見ると、すでに『夫になる人』の部分は智の筆跡で記入・捺なつ印いん済みだった。

　そして、添えられた一枚のメモ。

【俺が戻ったら、一緒に提出しに行こう】




　智がフランスから戻ったのは、それから三日後。約束通り、翌日ふたりは一緒に婚姻届を提出しに行った。

　さらに二日が経った今日。百合香はいつも通り弐國堂にいた。朝礼の時間になり、スタッフ全員がぞろぞろと集まる。副店長である江川が前に立ち、進行していく。

「今日は、先日就任された新社長が弐國堂にも挨拶を、といらしています」

　通常とは違う言葉運びに、フロアの誰もがざわついた。もちろん百合香も例外ではない。智が今日、ここへ挨拶に来るなんて聞いていなかった。

「おはようございます。このたび藤宮弐國堂株式会社、代表取締役社長に就任いたしました、柳瀬です」

　江川の横にやってきたのは、紛れもなく智だ。胸元の二本のペンが本物だと物語っている。唖然としていると、綾子が百合香の袖を引っ張る。

「ちょっと、百合香！　社長って……なんで教えてくれないのよ！」

「いえ、綾子さんとシフトがすれ違ってて、タイミングがなくて……」

「なんのためのスマホよ！　現代機器をうまく利用しなさいよ！　それにしても、江川くんまで黙ってたわね」

　結婚の件もあるため、綾子にはきちんと面と向かって話そうと思っていたのが、仇になったようだ。

　智が凛とした声で「早速ですが」とひとこと言うなり、フロアはしんと水を打ったように静まり返る。

「ここ弐國堂の縮小、人員削減がささやかれていたのはご存じだと思います。今の時代、ネットショッピングのほうが手軽で、安く買い物ができる。その皺寄せが小売店に来ています」

　智の発言に、誰ひとり声を漏らさないが、全体に不穏な空気が漂うのをひしひしと感じる。そこに、さらに智が重ねて言う。

「現に売上は右肩下がり。さすがに現実と向き合わなければならない」

　百合香は言葉の先を想像し、ハラハラする。ついに智を見られなくなって、俯いた。

　経営は簡単ではない。粘りも大事だろうが、潔さも同等なほど重要なのだろう。頭では理解しているつもりだ。しかし、どうやったって感情が追いつかない。苦しい思いでいっぱいになる。

「ですが、僕は向き合うことが縮小とは思っていません。昨年、こちらで短期間働いて、そう確信しました」

　胸が詰まって奥歯を噛みしめたとき、智の柔和な声に、自然に顔が上がる。視界に入るスタッフもみんなが智に注目し、表情が変わっていくのがわかる。

「筆記具なら試筆ができる。雑貨やほかの商品も、実物を手に取って比べながら買い物ができる。小売店はそういうところにメリットがある」

　一語ずつ、しっかりと意思を伝えるべく、智は全員を見渡して言葉を紡ぐ。

「なにより、みんながいる。お客様の気持ちに寄り添って、心から応対するスタッフこそが一番の強みだと信じています。そんなきみたちスタッフの魅力を発信するために、今以上に広報に力を入れようと考えています」

　智の話を聞いて、百合香は目から鱗うろこが落ちた。

　日々、同じルーティンでいた自分が忘れていた観念だ。当たり前に接客をしていたが、商品だけでなく、人との直接的な繋がりが一番大きな違いだったのだ。

　ふいに、自信に満ちた瞳で口角を上げる智と視線がぶつかり、百合香はたちまち釘づけになる。

「集客しなければ、みんなの魅力も伝わらないからね」

　少々砕けた智の口調が、まるで自分に向けて言われているように思えた。

　智の言葉でスタッフの士気が上がる感覚が伝わってくる。百合香も同様で、思わず武者震いをした。

「どうか、これからも一緒に弐國堂を支えてください。よろしくお願いします。僕からは以上です」

　智が礼をするや否や、わあっと拍手喝采が起こる。数分前に不安そうに俯いていたのが嘘のよう。全員、明るい笑顔が弾けている。そこに江川が声を発した。

「それと、僕からも報告を。先日、柳瀬社長と神野さんがご結婚されました！　おめでとうございます！」

「なっ……」

　百合香はこのうえなく動揺し、咄嗟に智を見た。彼もまさに寝耳に水といった顔をしていて、どうやら江川の独断での発表だと察する。

「えーっ！　ちょっと、百合香！　それもまだ聞いてないんだけど！」

「ごっ、ごめんなさい！　今日伝えるつもりで……」

　フロアは混乱状態に陥って、百合香は質問攻めに遭う。どうにか朝礼を終わらせて、そそくさとバックヤードに五人が下がった。智と百合香、江川、綾子、坂谷だ。

「けっ、結婚って、本当なんすか!?　こんなに早く社長就任ってだけでも驚いたばっかりなのに！」

　坂谷が勢いよく尋ねると、智は大きなため息をついた。

「はあ。まったく……。江川にはやられたよ」

「だって、どうせいつかわかる話だろー。それに、はっきりしといたほうが、やきもちやきは安心するんじゃないかと思って」

　江川はにやけ顔をして、肘で智をつつく。

「江川くん。今日は私、ぜ～ったい、百合香と同じ時間に休憩入るから！」

　綾子は鼻息を荒げて宣言し、百合香に「お昼にね！」と強調して一階へ戻っていった。江川も綾子に続き、「じゃ」と、呆気なく去っていく。

「あーあ。出世に結婚に、今、最高じゃないですか。俺もなにかいいことないかなあ。あ、じゃあ俺、先に売り場行くんで」

　そして坂谷もいなくなり、百合香は久々に智とバックヤードでふたりきり。妙にドキドキして、目を合わせずに声をかけた。

「あ……と、そろそろ本社に戻られるんですよね？」

「ああ。やることやって、早く家に帰りたいからね」

　さらりと愛妻家を匂わせる発言に、百合香は、かあっと耳が赤くなる。智はエレベーターに向かいざま、ポン、と彼女の頭に手を置いた。百合香は振り返り、智の背中に呼びかける。

「あのっ」

　智も足を止め、身体半分振り返る。

「朝礼の話、とてもうれしかったです。私たち、柳瀬社長の下で、もっと頑張ります」

　百合香はきちんと両手を前で揃え、美しいお辞儀をして言った。

「きみは変わらず、丁寧に接客しているんだろう。出張での経験も重ねて……その成果か、お客様からの声も好評みたいだ。店長や江川から聞いていたよ」

　姿勢を戻し、きちんと向き合う。智の表情は柔らかい。磨かれた革靴が音をたてて、ゆっくり近づいてくる。触れられる距離で止まった智は、微笑を浮かべて百合香を見下ろす。

「以前、金山さんが言っていた。『会ったこともない海外の人が、遠く離れた日本に来て、わざわざ自分に会いに来る』って。今はネットで、どこでも誰とでも繋がれる」

「金山さんは、世界でも人気の方ですもんね」

「彼のように、いつか百合香だけでなく……ここのみんなが『弐國堂にいる』っていう理由で、お客さんが足を運んでくれる日が来るかもしれない」

　優しく目を細め、そっと頬を撫でられる。百合香は智の温もりに顔を綻ばせ、満面の笑みを見せた。

「わくわくしますね」

　智が守ろうとしているものを、百合香も守りたい。逆もしかりで、百合香が大切にしている場所は、智もでき得る限りなくしたくない。

　ふたりは同じ想いを抱いているからこそ、持っている以上の力を発揮できると、心の奥底で信じている。

「百合香が人気者になると心配事は増えるけどね。まあ、今日、既婚者だって知れ渡ったから、多少は安心か」

　ふわりと耳元でささやかれる。一瞬、抱きしめられるかと思って心臓が飛び跳ねた。頬を染め、潤んだ瞳で、エレベーターに乗っていく智を見送る。

　ひとりきりになったバックヤードで、つぶやいた。

「うん。頑張る」

　そして、坂谷の待つ売り場へ一歩踏み出す。

　ショーケースで眩しい光を浴びて並ぶ、たくさんの筆記具。

　それぞれ運命の出会いがありますように、と心を込めて、今日もペンを磨く。

　もちろん、胸ポケットに差さっている二本のペンも忘れずに。綺麗に仕上げた後は、クリップが曲がらぬよう、まっすぐ胸に戻す。

　百合香はジュエリーのついたクリップをそっと撫でる。

　婚姻届はボールペンで記入しなければならないから、ドイツでもらったボールペンを使った。いつか、結婚式で誓約書にサインを書く機会を与えてもらえるのならば、そのときこそ、お気に入りの桜で名前を書きたい。

　インクはもちろん、ブルーブラックで。




【終】










あとがき




　新装版『ブルーブラック』改め『強引な次期社長の熱烈プロポーズ』、いかがでしたでしょうか。

　原作とはかなり内容を変更してお届けいたしました。昔のままを好んでくださっている方もいらっしゃるかもしれません。こちらの作品は、また別のもうひとつの『ブルーブラック』というふうにお楽しみいただけたら幸いです。




　元の作品は、二〇一二年十二月に発売されました。もう七年も前です。月日が経つのが早すぎて本当に驚きました。そして、デビュー作である『ブルーブラック』と再び向き合う機会をいただき狂喜乱舞したのも一瞬で、原稿を修正するのに相当追い込まれました。個人的には、全改稿だったな、と振り返るほど手を加えたと思っております。七年という時間で、どうやらヒーロー・智はかなり出世したようです（笑）。




　今回、文庫化のお話をいただきましてすぐ、舞台のモデルとなりました元職場へ足を運びました。当然、私が勤めていた頃とはがらりと変わっていて、別世界です。でも、あのときに何度も触れていた万年筆は、値段こそ変われど姿かたちはそのままで残っていました。とても懐かしい思いでショーケースを一巡し、ほくほくした気持ちで帰路につき、こちらの原稿に新たな心で向き合ったのです。きっとこの作品も、私にとってずっと心に残る、思い出深い作品になるに違いありません。

　今、お手に取っていただいている方々にも、ワンシーンだけ、ひとつのセリフ、描写だけ……。些細な部分であっても、なにか残るものがあればいいな、と願っております。




　こんな素敵な機会を作ってくださった、担当様。胸ポケットや背景の細部までこだわっていただき、わがままにも応えて美麗なふたりを描いてくださった大橋キッカ様。

　原作から応援してくださった読者様。今作にお付き合いくださったあなた様。

　心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございます。




宇う佐さ木ぎ
















本作は二〇一二年十二月に小社より単行本『ブルーブラック』として刊行されたものに、一部加筆・修正したものです。
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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